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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雲は空のいやに低い位置に張り付いており、道行く子供たちをさらうための準備をしているように見えた。彼らは大きくて赤い目を凝らし、誰だれを連れ去るかの相談をしている。

　彼らは、咳せきのかわりにごほんごほんと街中に雪を撒まき散らした。

　つまり、悪魔というのはそういう存在のことである。と、神は言った。








プロローグ　光景落下







　闇やみが息を潜めて二人を待っている。遥はるか彼方に、死への入り口が見えている。

　そこに向かって少女が落ちていく。小さな身体からだが吸い込まれていく。

　俺おれの手が、届かない。俺の手じゃ、届かない。

　強い風が吹くこの場所で、少女はゆっくりと地面に落ちていく。ただでさえ小さな顔や身体が、消え去りそうになる。

　俺は身を乗り出す。でも、なんのために？　彼女の手を摑つかまなかったのは、俺自身だっていうのに。後悔しているのだろうか。さらに身を乗り出す。

　そして、手を伸ばす。もう遅いということはわかってる。それでも手を伸ばす。

　身体のバランスが崩れて、俺の身体も、そこから落ちそうになる。

　強い風が吹く場所。俺は手を伸ばす。

　遥か遠くにいってしまった少女に、手を差し伸べる。

　そしてそのまま、俺は空中へと落ちていく。

　彼女の手を摑つかむために、俺は、落ちる。落ちる。落ちる。





　　






　佐さ間ま太た郎ろうは叫さけび声を上げながら目を覚ました。

　夢からこの世界へ戻る際、どこまでも響くような大声を出したつもりだった。

　しかし、実際には頼りなくノドから空気が漏れているだけで、叫び声どころか寝言にさえなっていなかった。

　季節は冬。十二月も終わろうとしているというのに、彼の全身はグッショリと気味の悪い寝汗で濡ぬれていた。夢にしてはやけにリアルで、絶ぜつ叫きようマシーンに乗っている時に感じる、あの、お腹の中をいじられているような痺しびれが目覚めた後もしばらく続いていた。

　異常なほどに乾いた唇を舌でなめながら、佐間太郎は呟つぶやく。

「……落ちた」

　誰だれかが落ちていくのが見えた。そして、それに続いて自分も、ゆっくりと落ちていくのがわかった。

　あれはどういった意味を持つ光景だったのだろう。未来に起こる出来事なのか、過去の記憶なのか、それともただの夢か。

「タノモータノモー」

「ん？」

　一人でシリアスな空気に浸ひたっていると、部屋のドアをコツンコツンとノックする音が聞こえた。

　時計に目をやると、夜中の三時過ぎを示している。こんな時間に誰だろう。

　彼の部屋の真ん中はベニヤ板でしきられており、その向こうでは同居人の久く美み子こが眠っている。彼女は来訪者に気付かなかったようで、小さな寝息が壁越しに聞こえてくる。

　佐間太郎はベッドから起き上がり、注意深くドアを開けた。

「タノモータノモー。お兄ちゃん。はい、おはようございます。メメでございます」

「え？　あ。お、おはよう」

　ドアの向こうには、妹のメメが立っていた。小学五年生の彼女は、二つに結んだ髪の毛をユラユラと揺らしながら、とくにこれといった主張のない表情をしている。

　こんな時間に部屋にやってくるぐらいだから、思い詰めてみたり、頰ほおを赤く染めていたり、なんらかの主義主張をアピールしてもいいのではないだろうか。。

　だが彼女はまったくいつもと変わらない様子で、なんかちっさいポンポンのついた靴下なぞを履きながら、佐間太郎のことを見上げていた。

「こんな時間にどうしたんだよ。眠れないのか？　それとも、久美子さんに用事か？」

「ううん、違う。まずはこれ、プレゼント」

　そう言ってメメは小さな手を差し出す。なにかを握っているようだ。佐間太郎は黙ったままそれを受け取った。

「美お味いしいから、食べてね。たこわさ」

　メメよ。プレゼントは嬉うれしい。嬉しいが、素手はどうなんだ。たこわさを、手で直じかに握るのはどうなのだ。容器やら皿やらに入れて渡してくれたらありがたいのにね。

「うん、ありがとう」

　それでも、この小さな妹の純粋な気持ちを受け入れようと、佐さ間ま太た郎ろうは笑顔で返事をする。夜中に素手でたこわさを渡されたら普通は嫌な気持ちになるものだ。しかし彼は、この行為がなにか特別な意味を持っていることを薄々予感していた。

　なんとなくわかっていたのだ。メメがこんな夜中に自分の部屋を訪れた理由を。そして、彼女の大好物であるたこわさを（手づかみで）くれたりしたのか。

「お兄ちゃん、私ね、行くことにしたから」

　メメはそう言うと、どこからか大きな風ふ呂ろ敷しき包みを取り出して床に置いた。唐から草くさ模様の風呂敷は、デコボコとした形で、中に色々な物が詰まっているのがわかる。

「行くって、この家から出ていくってことだよな？」

「この家じゃなくて、この世界。私はそうすることにしたの。お兄ちゃんもきっと、自分で決める時がくるはずだから」

「う、うん……。そっか。それは、お前が決めたことなんだよな？」

「うん。私が決めたこと」

　メメは神かみ山やま家から去っていく。それは少し前から感じていたことだった。ここではないどこかに彼女は行ってしまう。それがどこなのか、また会うことができるのか、佐間太郎にはなにひとつわからなかったけれど。

　そういったことをメメに聞いても答えてくれないだろうなと思った。全すべてはメメ自身が決めた事実なので、止めることもできない。

　メメが考え、メメが決めたことなのだ。

「でもよ、わざわざこんな時間に出ていくことないんじゃないか？　せめて朝まで待ってもいいんじゃない？　それに、ほら、他ほかの連中には挨あい拶さつしたのか？」

「うん。大丈夫。お兄ちゃんだけに挨拶すればそれでいいの。パパとママはわかってるし」

　なにがわかっているのだろう。佐間太郎にはわからない。

「今までありがとうごぜいました」

　ペコリ、とメメは大きく頭をさげる。丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎに、つられて彼も同じふうにする。

「ああ、こちらこそ。なにもお構いもできませんで」

「それじゃ、ちょっとこっちきて」

「ん？」

　言われるままにメメに近づくと、彼女はカカトを少し持ち上げて背伸びをし、佐間太郎の頰ほおにキスをした。その時、靴下についた毛糸の小さなポンポンが揺れた。

「お兄ちゃん、大好きだよ」

　そして例の風呂敷包みを背負い、メリーポピンズみたいな形の傘かさを持つ。

「お兄ちゃん、風か邪ぜひかないでね」

「おう」

「お風ふ呂ろにちゃんと入ってね」

「おう」

「勉強してね、歯を磨いてね、おやつは戸棚にボタモチがあるからね」

「お、おう」

　メメは名な残ごり惜おしそうに、なにか言い忘れたことはないかと言葉を探す。

「油とワカメと汁を混ぜて、よく練ってね」

「……ん？　なにそれ」

「油ワカメ汁のレシピ」

「き、気が向いたら作ってみるよ」

「うん。それじゃあね」

　メメが振り返ると、さっきまで廊下だった空間は真っ白い光で溢あふれていた。古いＳＦ映画に出てくる、タイムトンネルのような光景に佐さ間ま太た郎ろうは息をのむ。そして彼は、思わず声に出して言ってしまった。

「な、なんて安っぽいんだ……」

　そう、見るからに「ここは不思議な空間ですよー」と光は主張していた。こんなにわかりやすい旅立ちはなかなかない。きっとこれは、メメのイメージが具現化したものなのだろう。だから、ちょっとだけ幼よう稚ちで、ちょっとだけ安っぽい演出なのだ。

「あ、メメ。最さい後ごにいいかな」

「なに？」

「お前さ、部屋に入る時、タノモーって言ってたけど、あれ、なに？」

　ああ、あれ？という感じで彼女は首を傾けた。

「頼みますよ、ってこと」

「なにを？」

「ここに残る、家族を」

　メメは指を大きく広げて、ひとつひとつ丁てい寧ねいに折りながら確認した。

「パパ、ママ、美み佐さお姉ちゃん、テンコ、久く美み子こお姉ちゃん、スグル。……スグルはいいか」

「スグルはいいのか……」

「みんな、私の大切な家族。だから、タノモータノモー」

「う、うん。わかった頼まれた」

「ありがとう」

　そう言ってメメは、にっこりと笑う。

　バニラ色の肌に、チョコチップをまぶしたようなソバカスが見えた。おかしいな、あいつにソバカスなんてあったっけ……。

「お兄ちゃん、じゃあ、またね」

　そう言うなり、突然メメは全力で光に向かってダッシュをした。頭の位置が低すぎる前傾姿勢のダッシュは、小学生ならではのデタラメなランニングフォームであった。

　腕を必要以上に振りながら、メメは純白の光に吸い込まれていく。佐さ間ま太た郎ろうはその様子を黙って見ていた。

　より一層光が強くなった瞬間、メメの身体からだと共に光は消失した。

　驚く間もなく、廊下はいつもの木造建築の廊下に戻っていた。

「……メメ」

　まるで夢でも見ているような光景に、佐間太郎は言葉を失う。

　しかし、これは夢ではない。確かに現実なのだ。

　なぜなら、彼の手にはしっかりとたこわさが握られているのだから。

　微妙に生ぐさい感じで。















第一章　出発人間







　神かみ山やま佐さ間ま太た郎ろうは神様の息子である。







　朝がやってきた。いつもと変わらない朝。三百六十五日、毎日必ず訪れる朝。

　もし朝がこなかったらなんて考えたりはしない。誰だれもが朝は絶対にやってくるものだと信じ込んでいる。そしてそれは、永遠に変わらないものだと頭から決め付けている。しかし、神山佐間太郎の、今日の朝は、普段とは少し違っていた。少しというか、だいぶ違っていた。だいぶというか、むしろまるで違っていた。

「ほら、寝てないで起きないと、神山……くん!?」

　いつもは誰かに起こされるまで眠っている佐間太郎が目を覚ましている。彼を起こしにやってきた久く美み子こは、驚きよう・愕がく！という表情を浮かべた。しかし、その驚きは「あら早起きだわね」だけの理由ではなかった。

　今日の彼が、普段とは、根こん本ぽんから、なんか、圧倒的的に、モーレツ的的に、違っていることに、彼女は気付いてしまったのだ。

「おはよう、久美子さん……」

　佐間太郎は少し照れながら頭をポリポリとかいた。派手についた寝ね癖ぐせ、まだ眠そうな半開きの目、フアァァという情けないアクビ。いつもと同じに見えるが、やっぱりなにかが違う。なにかが？　いや、なにかがなどという小さな問題ではない。もう、これは、びっくりするぐらい、完かん璧ぺきに……。

「神山くん……、あの、その、えと。も、もしかして？」

　見た目が変わったわけではない。顔の形や体型に変化はないのだ。そんなことではなく、もっと本質的なことが変わってしまったように思えた。もしかして、いやまさか、でもこれは……。

「もしかして神山くん、……人間になったの？」

　信じられない、というふうに久美子は言った。佐間太郎は、むむむーんと少し考えた後に答える。

「うん。なっちゃった。人間」

「きゃああああああああああああああ!!」

　久美子・ザ・パニック。

　ちょ、ちょっと待ってよ！　神様の息子であることが売りの神山くんが人間に!?　なんてことかしら、ただの人間になったら、いいとこ一個もなくなっちゃうじゃない！　グズグズしてて、ハッキリしなくて、頼りない彼だけど、神様の息子ってとこで救われていたのではないかしら！　それが人間に!?　これじゃただのダメ人間だわ！　丸まる出でだめ夫おだわよ！　どうしましょう！　警察に電話を!?　いや、レベル的に軍!?　軍に電話を!?

　と、そこまで思ったかどうかはしらないが、久く美み子こは「あわわわわ」と言いながら両手をグーにすると、それを口の前で激しく揺らした。典型的な動どう揺ようのポーズである。

「ど、どうして、神かみ山やまくん!?　ななな、な、なんで人間なんかに!?」

　朝食を作っている途中でここにやってきたのだろう、エプロン姿の久美子は床にへたりこんだ。

「いやー。なんでっていうかその……色々ありまして……」

　ポリポリと頭をかき続ける佐さ間ま太た郎ろう。久美子は「見てられない!!」と叫さけぶと、バタスバタスとスリッパの音を立てながら部屋から出ていった。廊下を走りながら、久美子は涙を浮かべて呟つぶやく。

「どうして!?　なんで神山くんが人間に!?　そりゃ、ファンタスティックな世の中ですから、そんなことも、あるかもしれないけど、だからって年末の忙しい時期に人間にならなくてもいいじゃない!?」

　目を白黒させつつ、鼻を赤青させつつ、彼女は廊下をイッタリキタリした。しばらくしてからピコーンと頭の上で電球を光らせると、テンコの部屋へと向かう。

　そういえば今日はまだ、テンコが起きてこないのだ。いつもなら久美子と二人、キッチンに並び朝食を作るのだが、今日は彼女一人で作っていた。あらあらテンコさんてば今日はお寝坊かしらねと、たいして気にも留とめなかったが、佐間太郎がこんなことになっているのだから知らせなくてはならない。

「テンコさん！　ちょっと聞いてくださいよ!!　神山くんがね、神山くんのくせにね、神山くんがにんげんに……」

　テンコの部屋のドアを開けた途端、久美子は言葉を失った。

　部屋の中、ベッドに腰掛けていたのは見知らぬ少女だったからだ。

「あれ？　えと、その。どちらさまでしょう？」

「え？　あ、あたし？」

　少女はそう言うと、パレットの上で絵の具を混ぜるようにして自分の髪の毛を撫なでた。

　その様子を見た久美子は、彼女の顔に見覚えがあることに気付いた。そうだ、この人は知らない人なんかじゃない。雰囲気が違っていたので、誰だれかわからなかっただけだったんだ。見覚えがある。どこかで見たことがあるぞ。いや、毎日見てるぞ。ってか、この人ってやっぱり、その……。

「もしかして……あなた……テンコさん、ですか？」

「えーと、はい。テンコさんです」

　テンコさんはなぜか申し訳なさそうに言って、顔を赤らめた。これまたいつものテンコさんだけれど、テンコさんではない。どこかが違う。なにかが違う。まさか、まさか、まさか、こいつもけ？という考えで久く美み子この頭の中はいっぱいになった。

「確かめてみましょう」

　久美子はそういうと、彼女の耳に口を近づけ、知ってる限りのエロい単語を言ってみた。

「もにょもにょもにょ。もにょもにょ。くり。もにょにょ。むいちゃい。もにょ」

　突然やってきたピンクフレーズの数々に、テンコは大いに慌あわてる。

「ぎゃあああああ!!　ちょ、ちょっと久美子さん!?　急になにを言ってるんですか!?　栗くりってなに!?　大人の意味で甘あま栗ぐりむいちゃいましたってどういうこと!?」

　大人の甘栗がどういう意味かは理解できないが、テンコは顔をさくらんぼのように真っ赤にしてジタバタとする。その様子を久美子はアゴピストル（指をピストルの形にしてアゴにあてる、ダンディなポーズのこと）に中腰という姿勢で、目を細めて観察した。

「うーむ……もしかしてと思いましたけど、やはり……」

　ハフゥ、と深い溜ため息いきをつき、彼女は続けた。

「テンコさん……頭から湯気が、出てないですね……」

「はぁはぁ……くり、くり……。へ？　あ、ゆげ？」

　久美子に指摘され、テンコは自分の頭に手をかざした。確かに、興奮するとプシューと出るいつもの湯気が出ていない。天使のテンコのトレードマークともいえる湯気が出ていないということは、やはり、まさか、そういうことなのだろうか。

「テンコさん。いや！　テンコはん！　あんた、人間になったわね!?」

　ビシッと指を突きつけ、久美子は叫さけんだ。まるで万引きＧメンなみの迫力である。

　テンコは「ひっ」と肩を震わせつつ、観念したように言う。

「はい。テンコ、人間になったでやんす」

　突如として佐さ間ま太た郎ろうとテンコが人間になるという事態に、久美子はこれ以上ないという程のパニックに陥る。

「や、や、や、や、やっぱり!!　神かみ山やまくんだけじゃなくて、テンコさんまで人間に!?　なんでですか!?　ど、どういうことですか!?　こ、こ、これって、いったい……クルクルキュゥ～」

　あ、グルった。

「久美子さん!?　久美子さん!!」

　久美子は目をグルグルとさせながら、ヘロヘロと膝ひざをつき、テテテッと床に崩れ落ちる。それからしゃくとり虫のような動きでソペソペと廊下を進んで去っていくのだった。壊れた。みなさん、久美子が壊れたよ。

「あ、あたし、なんか変なこと言ったかな……」

「変なことは言ってないけど、そりゃびっくりするだろうよ」

　いつの間にか、佐間太郎がドアから顔を出してこちらを見ていた。テンコは彼の顔を見て、身体からだをキュッと強こわ張ばらせる。

「あ……えと……あ……」

　会話をしようとしても言葉が出てこない。この感覚、初めてだ。似たような気持ちになったことはあるけれど、こういうのって……。

「おはよう」

　黙っているテンコに、佐さ間ま太た郎ろうが挨あい拶さつをする。それを聞いて、ようやく彼女は反応した。

「あ、お、おはようでやんす」

「……なにその口調」

「なんでもにゃい。今日から人間なんだなって思うと緊張しちゃって……」

「緊張しなくていいんだよ。なにも変わらないよ。どうせ天使の時だって、特別な力があったわけじゃないんだからさ」

「そりゃそうだけど……」

「じゃあ俺おれ、下に行ってるから」

　佐間太郎はそう言うと、階段をおりていってしまった。ほんの少しだけの会話だったのに、テンコの身体からだからは汗が吹き出し、疲労を感じるのがわかった。

「人間になって初めての会話……。なんだか妙に緊張しちゃった……」

　ハフゥ、と溜ため息いきをついた途端、廊下からボンゲンガンバンガラビンゲン!!という激しい音がした。佐間太郎がハデに転んだのだ。

「ちょ、ちょっと佐間太郎!?」

　慌あわてて見に行くと、玄関マットに顔を埋うずめて倒れている彼が見えた。

「人間て、ちょっと会話するだけで結構疲れるんだな。フラッときたよ……」

　そう呟つぶやくのが聞こえてくる。きっと彼も、同じ気持ちで会話をしていたのだろう。テンコはなんだかおかしくなって、少しだけ笑った。





　　★






　神様の息子であるところの神かみ山やま佐間太郎は、ただ今人間中である。

　これは、彼が次期神様になるための試験と深い関係があった。そもそも佐間太郎が人間界にいるのは、神様であるところの神山治おさむ、通称パパさんの跡継ぎのためであるのだ。

「人間界で人間に交まじって生活をし、人間のこと知りなさいな。そして、神様になった時、人間の気持ちがわかる良い神様になるのですよ」

　子供の頃ころ、パパさんは彼によく言ったものだ。そんなわけで佐間太郎は、人間としての寿命がやってくる年齢まで、他ほかの人間と一緒に成長して、他の人間と一緒に生活をしていくものだとばかり思っていた。

　しかしここ最近、彼の周りには色々な出来事が起こっている。「人間」や「神様」に危害を加えようとする「悪魔」たちの存在。夢に出てくる「前の世界」と呼ばれるもの。他の人間に交じってただ生活をしていればゆくゆくは勝手に神様になれると思っていたのだが、それは違うみたいだ。佐間太郎は神様の息子のくせに、思春期ならではの「自分はどこから来て、どこへ行くのか。そして今、なにをするべきなのか」という悩みに頭を痛めていた。

　そんなある日、パパさん行きつけの銭湯「鶴つるの湯」にて、衝撃的な発言をされてしまったのである。

「神様になるための試験をしよう」

　佐さ間ま太た郎ろうとパパさんが湯船に入っている時だった。パパさんは、なんでもないふうにそう言ったのだ。佐間太郎は神様になるために試験があることや、それがこんなふうにして開始されることも知らなかった。

「試験……それって、どういう？」

「どういうのかは教えられないよ。内容教えて『やーめたっ』って言われたら困るし」

　パパさんは湯加減に満足しているのか、プハーと深い息を吐いた。

　佐間太郎は、それがただの「神様になるための試験」ではないだろうと考えた。きっと他ほかにも色々な意味を含んだ、もっと大切なものではないかと。

「やる。オヤジ、俺おれ、やる」

「じゃあお風ふ呂ろから上がったらはじめようか。ちょうど今は学校も休みだし、いい時期だ」

　パパさんは湯船から上がると、シャワーを浴びてから脱衣所へと向かった。佐間太郎も後を追い、タオルを腰に巻きつつ、足を滑らさないようにして歩く。

「なあオヤジ。試験を受けるって決めたんだから、どんな内容なのか教えてくれよ」

「それはね、……ある人間を一人、佐間太郎に助けて欲しいんだ」

　パパさんは脱衣所に備え付けられている小さな冷蔵庫からコーヒー牛乳を取り出すと、ペコッとフタをあけて佐間太郎に渡した。

「……ある人間を助ける？　あるって、誰だれ？」

「それが誰かは佐間太郎が自分で探すの。それも試験の一部かな？　その人を助けることができたら、試験は合格。それまでは家に帰ってきちゃダメだよ？　ほら、かわいい子には旅させよって言うじゃない？　子供ってのはさ、一度は旅に出るものなんだよ。親元から離はなれてね」

「だけど、ある人間って言われても見当もつかないよ。ヒントとかないの？」

「ヒントはね、夢だよ」

「夢？」

　パパさんは自分のぶんのコーヒー牛乳のフタを開け、飲まずに冷蔵庫の上に置いた。

「あれ、それ飲まないの？」

「うん。飲まないの。あとで飲むから」

「あとで？」

「うん。まあとにかくね、佐間太郎には人助けをしてもらうってわけだ。神様の息子としてじゃなくて、人間としてね」

　あまりにも当たり前のように言うパパさんに、佐間太郎は一瞬ひるんだ。

　──人間として？

　佐さ間ま太た郎ろうは以前、人間になることでとても辛つらい体験をしていた。それはパパさんも知っていることだった。だから、彼の発言が信じられなかったのだ。

「ちょっと待ってくれよ、どうして人間にならなくちゃいけないんだよ！　人間になったら、なにかと不便じゃないか。神様の息子の身体からだだと特別だから？　普通の人間になって、他ほかの人間と同じような気持ちで試験を受けろってこと？」

「まあね。そのかわり、サポートとしてテンコちゃんを連れていっていいよ」

　必死に話す佐間太郎とは対照的に、パパさんはしれっとした顔をしている。

「テンコをサポートにって、あいつ邪魔になるだけのような気がするんだけど……」

「そんなことないよ。一人じゃできないことも、二人ならできる」

「でもまぁ、俺おれが人間なら、天使のあいつが一緒の方が助かるかも」

　パパさんは佐間太郎の手からコーヒー牛乳を奪うと、ゴクリと一口飲んだ。

「いやいや、テンコちゃんにも人間になってもらうけどね」




「テンコ、そういうことなんだってさ」

「佐間太郎、そういうことなのね」

　銭湯から帰宅してからのテンコの部屋。佐間太郎とテンコは、なぜかベッドの上で正座をし、顔を見合わせていた。周囲には緊張した空気が張り詰めている。

「つまり、こういうことよね？」

　テンコはゆっくりと、頭の中で丁てい寧ねいに考えを整理しながら言う。

「手長猿の手は長いけど、実際に長さを測ってみると、そんな驚くほど長くはない、と」

「そう。やや長い、くらい。なんだってさ」

「なるほど、やや長いのね。そうなのね。佐間太郎」

「そうなんだよテンコ」

　現実逃避である。銭湯でパパさんに言われたことを佐間太郎はテンコに説明したが、彼女は激しい混乱に陥り（「あたしが人間に!?　ひぃいいいぃい！」）、事実を受け入れようとはしなかった。こりゃまあしょうがねえってんで、ひとまず手長猿の手は言うほど長くないんじゃないの？　的な話でお茶を濁にごしているところだったのである。

「恐るべき南米ってことなのね」

「恐るべき南米ってことなのさ」

　理由なく南米を恐れることもないのだが、今の二人は動どう揺ようしているのだ。仕方がない。

「まあ手長猿の長さ話はどうでもいい。それよりもテンコ、その、俺について来てくれるかどうかって話だ」

　佐間太郎は視線をヒョロヒョロと漂わせながら、話題を戻す。テンコの視線もヒョロヒョロである。つまりダブルヒョロヒョロ、略してダブヒョヒョである。

「佐間太郎は、神様になるための試験を受ける。そしてその内容は、人間になって、ある人間を助けること。あたしもサポートとして同行する。成功するまでは家に帰ってきちゃダメ。まとめると、そういうことよね？」

「うむ、そういうことだ」

　二人の間にダブヒョヒョな視線移動と沈黙が流れる。

「そして、サポートするなら、あたしも人間にならなくちゃいけないって、こと……」

　テンコは自分の言葉をかみ締めるようにして呟つぶやいた。

　彼女は生まれてから高校一年生のこの瞬間まで、ずっと天使のテンコとして育ってきたのだ。それを急に人間になれだなどと言われても、困惑するほかない。人間になったら、天使だった時とどう変わってしまうのか。身体からだの変化は？　心の変化は？　そういったこが一切わからないのだ。怖おじ気けづくのも仕方がない。

「もしテンコが嫌だって言うんなら、俺おれは一人でも大丈夫だ。オヤジになんとか言ってわかってもらうよ。だってさ、俺の試験なのに、テンコを無理やり一緒に連れてくってのも変だしさ。それに、その、なぁ？　急に人間になれって言われても困るだろうしな」

「人間になる……。助けるまで帰っちゃ……ダメ…………」

　彼女は顔を下に向け、深く考え込んでいるようだった。あるいは泣いているのかもしれない。肩が微かすかに震えていた。不意に突きつけられた不安に怯おびえているのだろう。

　それを見た佐さ間ま太た郎ろうは、やはり一人で試験を受けようと思い直した。ダメだ、テンコがこんなに怖がっているんだ、無む理り強じいをすることはできない。












　誰だれを助ければいいのかも、どんな危険が待ち受けているのかも、いつこの家に戻ってこれるかすらもわからない。そんな無茶な試験に、彼女を連れてはいけない。

　テンコは置いていこう。佐さ間ま太た郎ろうは決心して、コホンと咳せき払ばらいをしてから真まっ直すぐ彼女の方を向いた。

「テンコ。悪かった。そうだよな、やっぱり不安だよな。この話はなかったことに……」

「いぐ」

「え？」

　顔を上げると、テンコは満面の笑みであった。もうそれはそれは、底抜けの笑顔である。

「あだぢもいぐー！！！！　それ、面白そう！　人間、楽しそう！　いいじゃない、帰ってきちゃダメってことは二人で旅でしょ!?　お泊りでしょ!?　なにそれ、ちょっとしたドキドキハプニングとか起こっちゃうかもよー!!　人生変えちゃう夏かもよー!!　今は冬だけど!!　きゃっは！」

　きゃー！と叫さけぶと、テンコは正座の姿勢のままベッドに後頭部から倒れこんだ。さっきの肩の震えは、怯おびえではなくて嬉うれしさからのものだったようだ。

「ちょっと待てテンコ！　簡単に言うけどな、家に帰っちゃダメって、なにが起こるかわかんないんだぞ!!　どれぐらい長い試験になるかわかんないんだぞ!!」

　能天気な笑顔に不安を覚え、佐間太郎は待て待てと彼女を制する。

「大丈夫よ佐間太郎！　どんな辛つらい試験だって二人なら我慢できますし！　だってほら、あたしと佐間太郎ってば……」

　ここでテンコは口が耳元までさけるぐらいまでニヤけると。

「恋人じゃない？」

　と言って「きゃー！　言ったった！　言ったった！　恋人って言ったった!!」と、ゴロゴロとベッドの上を正座の姿勢のまま転げ回るのであった。

　そう、神様の息子であるところの佐間太郎と、天使のテンコは、色々あった末に、現在では恋人同士になっているのだ。

　二人はまだ付き合いたてのホヤホヤ。そんなテンコの頭の中は「恋人→試験→家に帰れない→つまり二人で旅行→お泊り→いやーんエッチー!!」というドキドキ色の妄もう想そうしか膨らんでこないのである。

「いやね、テンコさん。だからさ、神様になるための試験だから、そんなに楽しそうなものじゃないと思うよ？　聞いてる、ねえ、聞いてる？」

　佐間太郎は彼女を落ち着かせようと、ツンツコと指で突っつくものの、興奮状態にあるテンコは頭から湯気をプシュプシュ出しベッドの上でゴロンゴロンするばかりである。あ、ベッドから落ちた。落ちても正座の姿勢は崩さない。さすが興奮状態。

「いいじゃない佐間太郎！　あたし、一緒に行くわ！　その温泉旅行に!!」

「誰も温泉旅行なんて言ってねえだろ！　神様になるための試験!!」

「え？　なになに？　神様になるためのなに？」

「し・け・ん！」

「お・ん・せ・ん？」

「言ってねえ！」

「キョトン！」

「キョトンじゃねえよ！　あームカつく！　ちゃんと聞こえてんだろ!!」

　佐さ間ま太た郎ろうは部屋の机に置いてあったブタの貯金箱を壁にガンガン叩たたき付けながら、必死で危険性を説こうとする。しかしテンコは一切聴く耳を持たず、正座ゴロゴロなのである。もーこれあかんかな、正座の姿勢のまま窓から投げ捨てようかな。彼がそう思う頃ころ、テンコの湯気はゆっくりと静まっていった。ニマニマとしていた表情も、いつの間にか真顔なものになっている。姿勢は正座のままだが。正座のまま床にゴロンなのだが。

「……あのね、佐間太郎。あたし、わかってるよ」

　突然、真面目まじめに話し出すテンコ。

「人間になったら、きっと今までとはまるで違うんだろうなってこともわかってる。大変だってこと、ちゃんとわかってる。だけど、神様になるための試験なんでしょ？　あたしが一緒に行けば力になれるんでしょ？　だったら人間にだって、なんにだってなるよ。どこにだって一緒についていくよ。だって、佐間太郎、あんなに神様になりたいって言ってたもんね……」

「いや、そんなに神様になりたいとは言ってないけど……」

「神様になりたい一心で、オデコに油性マジックで『神』って書いたもんね」

「いや、それは子供の頃にお前が俺おれにやったイタズラだけど……」

「とにかく、あたし、ちゃんとわかってるから！　だから佐間太郎！　あたしも一緒に行くわ!!　その夢の温泉旅行とやらに!!」

　わかってない。たぶん、わかってない。佐間太郎は無言のままテンコを持ち上げると、窓から投げ捨てた。

「ひいいい!!　テンコ！　テンコ！　佐間太郎さま、それはちょっとやりすぎです!!」

　さっきまで佐間太郎によって壁に叩き付けられていたブタの貯金箱が、慌あわてて窓から外へ飛んで行った。羽の生えたブタの貯金箱の姿をしているが、実際は大天使のスグルなのである。スグルはパタパタパタと外へ消えていったが、すぐに戻ってきた。

「どうした、スグル」

「雪に埋もれながら、ニマニマ笑ってたんで、ちょっと怖くて近寄れませんでした」

「そ、そうか」

　テンコ、やっぱりわかってないんじゃないのかな。




　その夜、佐間太郎はベッドに寝転がりながら、心の声で会話をしていた。

　心の声とは神様家族だけが使える、一種のテレパシーのようなもので、自分の声や映像を相手に送ることができる能力だ。

　会話の相手はテンコだった。テンコは窓から放ほうり投げられたにもかかわらず、その後、一時間にわたって雪の中で笑い続け、車に何度か軽くひかれつつも、ずっと笑顔でいた。

『あのね、佐さ間ま太た郎ろう。あたし本当にわかってるからね』

　映像も送れるのだが、今は音声だけでのやりとりだ。耳ではなく、心に直接語りかけてくるような声。

『うん、それならいいんだけどさ……』

『うんっ。それじゃ、明日から人間だから今日は早く寝るね。おやすみ、佐間っち♪』

　プツッ、という電話が切れるような音を残して、テンコとの連絡は途絶えた。佐間太郎はフゥと溜ため息いきをついて、天井を見上げる。

「人間……か」

　明日から人間になる。そして神様になるための試験が始まる。

　いつかも、今日と同じような気持ちでベッドに入ったことがある。同じ状況だけれど、まったく意味合いが違う。世界が変わるんじゃない、自分が変わるんだ。

『どう、心の準備はできた？』

　それはパパさんからの心の声だった。こちらも映像はなく、声だけだ。

『うん、まあね。準備できなくても、やんなくちゃなんないって気もする』

『そう？　もし嫌なら、止やめてもいいんだよ？　キャンセルＯＫだよ？』

　銭湯では途中で止やめるのは困ると言っていたはずなのに、適当な神様である。佐間太郎は少し考えた後に、目を閉じて答えた。

『一度走りだしたら待ったなしだ』

『まだ走ってないじゃん？』

『そりゃそうだけどさ……』

『まあ、とにかくさ、そこにヒモあるでしょ、ヒモ』

　ヒモ？　彼は部屋の中を見渡した。ヒモと言われてピンとくるのは、電気のヒモしかない。蛍光灯の笠かさの中心部から垂れている、細いヒモだ。その先には白い……なにやらチョロリンとしたものがついている。きっとこれにも名前があるのだろうが、佐間太郎はチョロリンの名前を知らなかった。

『ほいっ』

　パパさんの軽い声と共に、電気のヒモがスルスルと伸び、チョロリンが佐間太郎のすぐ目の前まで降りてくる。クモの糸が伸びるような感じだった。

『心の準備ができたら、そのヒモ引っ張って電気を消して寝なさい。朝になれば、もうお前は人間だから。そこから試験はスタートだよ』

　ヒモを引っ張る。そんな簡単なことで、今まで特別だった自分が、ただの人間になってしまうというのだ。

『そんなわけで、佐間太郎、おやしゅみー』

『え？　おやしゅみって、おい！　ちょ、ちょっと待てよオヤジ！　なあ!!』

　思わず手を伸ばすが、もちろんなにも摑つかめない。パパさんは心の声を圏外にして、彼の声が聞こえないようにしてしまった。

「うーん……。なんて軽いタッチの神様なんだ……。まぁ、なるようになるか」

　電器は真っ白い光をチカチカと発し続ける。円状になっている蛍光灯は、天使の輪のようにも見えた。中心から伸びている長いヒモを引っ張ると、自分もテンコも人間になってしまう。たった一瞬のことだ。後戻りはできない。

「よし」

　佐さ間ま太た郎ろうはチョロリンを指でつまむと、そっと引いた。

　カチン、という音がして光は消える。しばらくは蛍のようにウッスラと天使の輪が暗くら闇やみに浮かび上がっていたが、それもいつの間にか消えてしまった。

　電気のスイッチを切ることは、なにかとなにかを交換するような作業に思えた。

　部屋の中は丁てい寧ねいにすった墨のように、重みのある闇色に染まる。

　眠れないんじゃないだろうかと不安になったけれど、いつの間にか彼は夢の中にいた。

　意識はここではない、別の世界へと旅立っていく。





　　






　雪の降り続く、深い夜の中に俺おれはいた。いつまで、どこまで逃げればいいんだろう。もういい加減こんな生活にはうんざりだ。この街にやってきてから誰だれかに感づかれた様子はないが、それも時間の問題だろう。

　顔をあげると、薄暗い夜道には雪が積もっている。時折通る車の照明が、サーチライトのようにして俺を照らす。それは、子供をさらう悪魔の瞳ひとみにも見える。あれに見つかったら俺はお終しまいだ。自分に言い聞かせながら、より深い暗闇を選んで進む。

　薄い生き地じのみすぼらしいコートでは、この寒さを防ぎきることができない。ガラクタの入ったリュックを背負いながら、背中を丸めて震えながら歩く。

　あまり人通りのない裏道に、客の姿のないコンビニがあった。外から店内を見ると、店員もスタッフルームに入っているのかレジカウンターも空っぽだ。

　俺は誰も見ていないことを確認してから、コンビニの裏手にあるゴミ箱の鍵かぎを、持っていたナイフでこじあけた。

　中にあるゴミ袋には、まだ食べられるものがたくさんある。賞味期限が数時間切れているだけで弁当はゴミ扱いだ。金を持っていないわけではないが、もしもの時のために取っておきたい。だから俺の普段の食事は、こうした贅ぜい沢たく人たちの余り物だ。

　めぼしい食料をリュックの中に詰めていると、まだ半分も残っているタバコが箱ごと捨ててあった。きっとどこかの誰かが「今日から禁煙だ」などと言って捨てたのだろう。握りつぶした跡があるのがその証拠だ。俺はヒビの入ったタバコを一本取り出し、拾ったライターで火をつけた。

　湿った雪がタバコを濡ぬらさぬように、手で覆い隠す。パリパリと枯葉を踏み潰つぶすような音がして、炎は細い煙になって空に昇っていく。煙を肺の奥までしっかりと吸い込み、その苦味を十分に味わった。

　どこからか、おでんの温かい香りが漂ってくる。腹が音を立てるのがわかる。

「あ……」

　不意の声に振り返ると、そこには紺色のダッフルコートを着て傘かさを差した少女が居た。

　しまった、顔を見られただろうか。俺おれはニットキャップを深くかぶり直す。もしもの時のために、ポケットの中でナイフを握る。

「あの、あなた、寒くないの？」

　所々に虫食い穴の開いたコートを着ている俺を見て、少女は哀あわれに思ったようだ。コンビニのビニール袋から、買ったばかりの肉まんをひとつ差し出した。

「おいしいよ？　あったかいし」

　ソバカスのある顔でにっこりと少女は笑う。ダッフルコートの下は高校の制服のようだった。プリーツの入った紺色のスカートが、コートの裾すそから出ている。

　肉まんを差し出した時に、手首にトリコロールカラーのリストバンドをはめているのが目についた。彼女の洋服は全すべて影のように暗い色をしていたので、妙に鮮やかなその色が不自然に思える。

「毒とか、入ってないから安心しなよ」

　彼女はそう言って肉まんを半分に割ると、小さい方をかじった。年齢の割には口調が幼い。俺は黙ったまま肉まんを受け取ると、ひとくちでそれを食べる。久しぶりの温かさが胃の中で膨らむのがわかった。

「すまない。それじゃ」

　しかし、俺は誰だれとも関かかわってはいけない。足早にその場を離はなれようとする。

「あ、ちょっと待って」

　背後からの声を無視して歩きだすと、雪の上に尻しり餅もちをつく音が聞こえた。転んだのだろが、こんなふうに誰かと会話をすることは危険なんだ。構ってはいられない。

「……気をつけろ」

　しかし俺は、彼女の手を取って起こしてやった。雪の上にむき出しになった彼女の脚には、いくつかのアザがあった。日常的に転んでいるのだろうか。

「はい、気をつけます」

「それじゃあな」

「あの、コレ……」

　コンビニの袋から、今度は小さな箱を取り出す。世界の魚シリーズと題された、プラスティックでできたオモチャのようだ。

「……あげる」

　お礼のつもりか、目の前にそれを差し出す。残念ながら、腹の足しにはならないものは邪魔になるだけだ。

「いらない」

「……あげる」

「いらないって」

「……うぅ」

　彼女は鼻の穴を膨らませると、突然泣き出しそうになった。まさか泣かれるとは思わなかったので、俺おれは慌あわてて取り繕つくろう。

「わかったよ。もらったもらった。ほら、確かに受け取った。それじゃあな」

　ここにいるのはさすがに限界だ。しかし、彼女はまだ用事があるらしい。俺のコートの袖そでを摑つかむと、小さく引っ張った。

「なんだよ……」

　少女は「その箱を開けろ」と視線で合図する。仕方がない、ここまできたら最さい後ごまで付き合うしかないってことか。

「はいはい、開ければいいんだろ……。あ、クラゲ」

　中からプラスティックでできた、半透明のクラゲが出てきた。それを見た瞬間、彼女は「あっ」という顔をする。どこから見ても「それが欲しかった」という顔だ。

「なんだよ、欲しいならやるよ」

　オモチャを差し出すが、彼女は「いや！　それは、あげたものですから！」と必死で拒否をした。しかしよほど欲しいのだろう、視線がクラゲに釘くぎ付づけだ。

「いいよ、やるよ。元々はお前のものだし」

「うー！　でも、一度あげたものですから！」

「もらったけど、元々はお前のだろって。だったらこうしよう、お前から貰もらって俺のものになった。で、俺がまたお前にやる。それなら問題ないだろ？　これは俺のもんだ。俺が俺のもんをどうしようと勝手だ。だから、お前にやる」

　少女はその場をグルグルと歩き回り、雪の上に足跡を大量に残してから「うーんうーん。わかった」と言ってクラゲを受け取った。これで解放かと思ったが、まだ用事があるらしい。いい加減にして欲しいものだ。

「交換。これと交換」

　少女はポケットから世界の魚シリーズの箱を取り出した。それはさっきの未開封品とは違って、封が開いていた。きっと、クラゲを出すために何箱も買ったうちのひとつなのだろう。中にはクラゲではない、なにか別の世界の魚が入ってるようだ。なんだよ、世界の魚って。

「わかったよ、貰っとく。ありがとな」

　俺は中身は見ずに箱を受け取り、今度こそその場から逃げようとする。

「やさしい」

　少女は俺を見て、にっこりと笑って言った。冗談じゃない。

「にゃー」

　今日はついていないらしい。コンビニのゴミ箱の後ろから出てきたのは、どこからどう見ても捨てられたばかりの仔こ猫ねこだった。こんな雪の日に猫を捨てるなんてどうかしてる。

「あ、猫……」

　彼女は猫に駆け寄ると、迷うことなく抱き上げた。そういった優しさが相手を傷つけることもあるってことがわかっているのだろうか？　そのまま責任を持って飼うならいいが、どうせそんなこともできないんだろう。

「うー」

　案あんの定じよう彼女は困ったような顔をする。この猫、どうしようって顔だ。いい加減、これ以上は付き合いきれない。俺おれは本当にこんなことをしている場合じゃないんだ。

「あ」

　少女は猫を抱いたまま近寄ってきた。嫌な予感がする。いや、嫌な予感しかしない。

「やさしい」

　にっこりと笑って俺に差し出す。おいおい、さすがにこれは冗談じゃない。

「待て、いいか、俺は……」

「おい、そこでなにしてる？」

　警察官の声だと、経験的にわかった。今日はどこまでもついていない。まあ、コンビニの裏手で女子高校生とホームレス風の男が話しこんでいたら、警官としては声をかけないわけがない。俺は顔をふせて、少女の差し出した猫をすぐに受け取った。

「捨て猫がいたんで、拾うんですよ。彼女がね、飼えないって言うから。俺が面倒を見ようかと思いまして」

　なるべく顔を見られないように。

「お前が猫を？　飼う家はあるのか？」

　若い警官は胡う散さん臭くさそうに俺を覗のぞき込む。

「やさしい」

　そんな警察官の袖そでを引っ張って、少女が言った。そしてもう一度。

「やさしい。このひと」

　俺はなぜか胸が痛くなった。

「なんだきみは？　こんな時間に買い物か？　あまり感心しないな」

　警察官は少女の足元から顔までをなめるように見ると、俺に振り返った。

「お前は身分証明書を出せ」

「わかりましたよ」

　俺はそう言ってポケットに手を突っ込み、ナイフを握る。さて、このまま逃げるか、あるいは他ほかの手にするか。面倒は少ない方がいいが、状況が状況だ。

「あ────！　クラゲ!?　!?」

　突然、少女が雪の上にうずくまって泣き出した。警官は驚いて俺から視線をそらす。

「クラゲ!?　な、なんだそれは!?」

「クラゲ、落とした！　クラゲ!!」

「クラゲを落とす？　どういうことだ？」

　雪の上に小さなオモチャを落としたようだ。警官は理解できずに慌あわてている。俺おれはゆっくりとその場から離はなれようと歩きだす。

「なんだ、クラゲがどうした？　きみ、いいから立ちなさい！　ほら！」

「でも！　クラゲ！　クラゲ!!」

　二人の会話が徐々に遠くなる。俺はここだ、というところで一気に走りだした。そしてそのまま、住宅地の奥へと逃げ込む。とくにあの警官の前で悪いことはしてない。きっと執しつ拗ように追ってくることもないだろう。それにしたって、この町から出なくてはいけないことは確かだ。例の二人組の刑事だって、この近くにいるに違いない。

　俺は木造アパートの裏手に隠れて、タバコに火をつけた。

　どこまでも気温は冷え込み、永遠に続くようにして雪が街中に降る。

「にゃー」

　コートの中で小さな鳴き声がした。

　まったく、冗談じゃない。





　　






　佐さ間ま太た郎ろうはで朝食の準備をするテンコの後姿を、食卓のイスにすわりぼんやりと眺めていた。

　頭の中では人間になった違和感と共に、夜中の出来事を思い出していた。誰だれかの落ちる夢、それから、メメがやってきて、そして、また、夢。

　二度目の夢は、何者かから逃げている夢だった。少女が出てきて、猫を拾った。そんな不思議な夢だった。

「佐間太郎、その、もうちょっと待っててね、まだ時間かかりそうだからさ」

「うん、待ってる……」

　時間は朝の七時半。久く美み子こは部屋に戻って寝込んでいるようなので（衝撃を受けすぎた）、ここには佐間太郎とテンコしかいない。母親で女神であるところのママさんや、女神候補で姉の美み佐さはまだグッスリと眠っている。

　妹であるメメは、もうこの家にはいない。佐間太郎の部屋を訪ねた後、遠くへと旅立っていった。

　それにしても、久美子の驚きぶりといったらなかった。パパさんは、佐間太郎とテンコが人間になったことを彼女には伝えていなかったということだ。他ほかの家族もしらないのだろうか？

　様々な考えが巡り、落ち着きがなくなってくる。居ても立ってもいられず、彼は立ち上がると、キッチンで料理中のテンコの隣に向かった。

「うーん。なんか手伝うことある？」

　材料からすると、肉じゃがとお吸い物を作っているようだ。

「朝から肉じゃが？」

「ううん、これは夜のぶん。ほら、あたしたち、今日から家に戻ってこないじゃない。その、つまり……お泊まりでしょ？」

　あきらかに赤面しながらの発言。テンコよ、まだスイートメモリーか。お前はスイートメモラーなのか。それを軽く無視して、佐さ間ま太た郎ろうはじゃがいもに手を伸ばした。

「俺おれ、じゃがいも洗う」

「うん、じゃあそれを……」

　テンコはニンジンに包丁を入れながら、何気なく彼の方を向いた。その時、佐間太郎の目には、テンコの指に突き刺さる包丁がスローモーションで見えた。

『あ』

　と、二人は同時に言う。一瞬の呼吸の後、彼女の指からはユルユルと真っ赤な血が流れてくる。

「……痛い」

　テンコは血の流れる人差し指をジッと見ていたかと思うと、目をうるませて言った。

「佐間太郎、痛い、痛い、指が、痛い……」

　彼女の鼻は赤くなり、オロオロと落ち着きがなくなってくる。そうこうしている内に、血液はポタリポタリとシンクに垂れ始めた。ステンレスの上に赤い血だまりができるのを見て、佐間太郎は動どう揺ようする。

「ああああ！　お前、よそ見するからだろ、包丁使ってる時に！」

「だって、いつもはよそ見したって指なんて切らないもん、天使だから」

「今のお前は天使じゃねーんだよっ。人間になったからケガだってするんだよ」

「そうだけど……。佐間太郎、痛い、血が止まらない……」

　グズグズと泣きながら、テンコは指をギュッと押さえている。そうすれば血が止まるかもしれないと思っているからだ。しかし、止まるどころか出血は増すばかりである。

「ちょっとお前、それ結構深く切ったんじゃないのか？　こういう時は、あれ、その、氷だ！　氷で冷やせ！」

　そう言いながら、冷凍庫から氷を出し、ビニール袋に少量の水と一緒に入れる。それをタオルで包んで、真っ赤に濡ぬれるテンコの指に押し当てた。

「さまたろぉ……どうしよう、血が、このまま止まらなかったら……どうしよぉ」

　不安そうな瞳ひとみで佐間太郎を見るテンコ。そんなふうに言われると、彼も心細くなってくる。

「止まらないってことはないだろ、だって、その、なぁ？　止まるよ！」

　そうは言いつつ、本当に出血が止まるかどうか不安だった。人間になっていきなりのハプニングに二人は激しく動どう揺ようする。

「どうしよう、これじゃあたし、ピアノ弾けない……」

「お前、もともとピアノ弾かないだろ」

「でも、もしもピアノが弾けたなら……」

「今、もしもの話してもしょうがないだろ!!」

「だって！　だって！　死んじゃうかもしれないんだよ、佐さ間ま太た郎ろう、あたし、このまま出血多量で死んじゃうかもしれないんだよ!!」

「さすがそれはないんじゃないか？　でも、きゅ、救急車呼んだ方がいいのか!?」

　テンコの顔から血の気が引き、青くなっていく。実際のところ、どれぐらいの出血で人間が死亡するのかなんて知識は二人にはない。本当にこのまま血が止まらず、死んでしまうかもしれないという考えで頭がいっぱいになった。

「うー、さまたろぉ、指がちべたいです。感覚がなくなってくる……」

「我慢しろ、冷やせば出血はおさまるはずだ!!」

「でも冷やしすぎると、凍傷になるんじゃないの？　それ、大丈夫？」

　凍傷。そういえば、人間は寒い場所では身体からだが凍ってしまい、ひどい状態になるというのを聞いたことがある。人間の身体はなんて面倒なのだろう。たった数センチの傷で、慌あわてふためき、どうすることもできないなんて。

「そういえばさまたろ、あたし聞いたことあるよ」

「な、なんだ、言ってみろ！　なんでも良いから知恵袋から出してみろ！」

「死にそうになった時は、人・工・呼・吸」

「却下（即答）」

「はえー！　さまたろ、はえー!!」

　あほかコイツは、と思いつつも、もしもの場合はそれも視野に入れなくてはならないのか？　と内心ドキドキする佐間太郎であった。試しに、冷やしているタオルを指からどけてみると、一瞬だけ血は止まるものの、放ほうっておくと中からケチャップのような血液が溢あふれてくる。

　もしかしてもしかすると、本当にこのまま出血多量でテンコ死亡ということもありうるのではないだろうか。

「さまたろぉ、血が止まらないよぉ……」

「とりあえず、指を上に上げろ！　血液は高いところから低いところに流れると聞きますから、上へ上へと頑張れ!!」

「はいっ!!　どう！　あがってる？　あたし、あがってる!?」

　テンコはタオルを巻いた左手を、ペイッと上に挙げた。どうしてか、爪つま先さき立ちで背伸びまでしている。なんともマヌケだ。

「あがってるから平気！　あたし、平気ようわあああん!!」

　強がってはいるものの（一応これは、強がっているのだ。彼女なりに）、テンコの目は涙で濡ぬれ、鼻からは水が、つまり鼻水が出て、非常にさみしんぼうな状態である。

　こんなに不安そうなテンコを見るのは久しぶりだ。いかん、男としてここは勇気付けなくてはならない。

「て、てんこっ。死ぬな！　死ぬんじゃない!!」

「うー、お願いがあります」

「なんだ!?　なんだって聞いてやるぞ!!」

「人・工・呼・吸」

「却下（即答）」

「で────い!!　あたし、死ぬでやんす！　出血で、死ぬでやんすよ！」

「これぐらいじゃ死なないよ。いや、でも、人間だったら死ぬかもしれない！」

　オロローンとしながら、二人は見詰め合う。そして、なんだか本当にこりゃ助からないんじゃないかしらという気持ちでいっぱいになる。このまま死んでしまうんじゃないか、という想おもいでいっぱいになる。むしろ、絶対死ぬと確信した。

「（もしかして……俺おれ、お前に、マジで人工呼吸しなくちゃダメ？）」

「（コクン）」

　出血し続ける指を中心に置き、二人は目で会話をする。

「（マ、マジで？　口？　ほっぺじゃダメ？）」

「（ほっぺじゃ人工呼吸できないから）」

「（そ、そっか……。じゃあ、エラは!?　エラだったら呼吸できる！）」

「（でもあたし、エラ、ないし）」

「（そっか。お前、エラ、ないな）」

　テンコの人差し指は、トクントクンとそこが心臓になったように脈打っている。軽い痺しびれと、氷による冷たさ。ずっと爪つめで強くつねられているような痛みがずっと続き、不安で仕方ない。体中の血液が全すべて流れ出てしまいそうな気さえする。

　このまま傷がふさがらないんじゃないかしら？　タオルを指に巻いたまま一生を終えるのは嫌でやんす。テンコは「あーうー」と言葉にならない声を出した。

　それを見た佐さ間ま太た郎ろうは覚悟を決め、ウムと頷うなずく。

「わかった、しょうがない。非常事態宣言だ。人工的に呼吸をしようじゃないか」

「は、はい……（キュン）」

　既に二人は、出血は止まらないものの呼吸は正常そのものなのでは？　という疑問さえ思い浮かばなかった。「死にかけ＝人工呼吸」という短絡的なキーワードのみで行動する、パニック中の愚かな人間でしかなかったのだ。

「まずはテンコ、目を、瞑つむるんだ」

「え！　だってこれは、キスじゃないから……その、目は……」

「でも人工呼吸って、目、開けてやるもんか？　普通は？」

「わ、わかんない。閉じてるもの？　気絶？　じゃあたし、気絶したフリする！」

「そ、そうだな。フリしとけ！　フリだけしとけ！」

　テンコは「はぅっ」と小さくうめくと、そのままカクンと佐さ間ま太た郎ろうに身を預けた。どういう種類の小芝居やってんのよ、という感じではあるが、二人は真剣なのだ。

「じゃあいくぞ……」

「（コクリ）」

　テンコのあごを指で押し上げ、人工呼吸がしやすい角度にする。いつもとは違う、人間の顔のテンコが目の前にいる。天使の時にはなかった、小さなホクロや、ソバカスが見えた。それは、とても、リアルだった。彼女からの甘い香りよりも、ガスコンロの上の鍋なべから漂う、お吸い物のにおいの方が鼻を刺激する。テンコのまつげは緊張で微かすかに震え、小さな蝶ちようのように見えた。ゴクリ、と生なま唾つばを飲み込んでから、佐間太郎は唇を近づける。

「するぞ」

　自分の言った言葉がテンコの唇に当たって、はね返ってくるのがわかった。本当に、すぐ、近くに、彼女が、いる。

「（コクリです）」

　佐間太郎は瞳ひとみをしっかりと閉じる。そして、ゆっくりと、顔を前に……。

　ちゅっ。

　確かに唇になにかがぶつかる音がした。そして、感触もある。それはテンコも同じだった。人間の肌の当たる音。しかし、なにかがおかしい。どうも変だ。二人はゆっくりと目を開ける。すると……。

「やんっ★」












　なぜか二人の間で、姉の美み佐さが頰ほおを染めていた。二人は、彼女の頰に同時にキスをしていたのであった。驚いた佐間太郎とテンコは、パッと離はなれて数十センチの距離を取る。

「ぶええええええ！　なにしてんだ姉ちゃん！　ぺっぺっ」

「み、み、み、美佐さん！　どうして中央に！　あたしと佐間太郎の中央に!?」

　美佐は「てへっ」というわざとらしい笑顔のまま、二人の間を通り過ぎると冷蔵庫を開けた。

「いや、牛乳をば……」

　そしてパックのまま、ゴクゴクと牛乳を飲み始める。

「牛乳をば、じゃないだろ！　確かに俺おれとテンコの向こうには冷蔵庫がある！　だが、それを避けて通ることもできるだろが!!」

「なーに言ってんのよ！　朝っぱらからチューしてんの邪魔しないようにって、そっと二人の間をすり抜けようとしたじゃない！　でも失敗でやんの！　突っつかれた！　二人にホッペ、突っつかりた！　ハズカスィー!!」

　ニヤニヤと笑いながら、二人の顔を交互に見る美佐。どう考えても嫌がらせである。

「違うんです、美佐さんっ。あたしと佐間太郎はキスしようとしたんじゃないんです、その、あたし、死にかけ人間なんで、その、人工呼吸を……」

　真冬だというのにタンクトップに下着だけといういつもの姿で、美み佐さはいぶかしげにテンコを見つめた。人工呼吸？　死にかけ人間？　死にかけ天使じゃないの？

「なに人間とか言ってんのよ。そもそもあんた、ピンピンしてんじゃない？」

「ピンピンしてるけど、死にかけなんです。ほら！」

　テンコは犯人に証拠を突きつけるようにして、切り傷のある人差し指を見せた。もう血はすっかり止まっていたものの、美佐はほほうと声に出す。

「傷？　天使が傷？　なに、あんた本当に人間になったの？」

「はい。なったんです。佐さ間ま太た郎ろうと……お泊り温泉旅行に行くために」

「違うだろ」

　すぐに佐間太郎が否定するが、遅かった。お泊り温泉旅行という甘美な響きは、あの人物にも聞かれてしまったのだ。

「おーとーまーりーおんせーんりょこぉー？」

　ゴゴゴゴと地鳴りがする。まさか、そう、この声は!!

「許しませんよ佐間太郎ちゃん!!　未成年がお泊りだなんて──!!」

　叫さけび声と共に電子レンジのドアが開いたかと思うと、中から神かみ山やまビーナスことママさんが飛び出してきた。どう考えてもサイズ的に入るわけがないのに、電子レンジの中からなんの躊ちゆう躇ちよもなく登場するママさん。さすが女神である。

「とやー!!　ママさん、登場!!」

　ママさんはレンジから飛び出すと、バランスを崩して床に顔面から突っ込んだ。

　ポカンと口を開ける佐さ間ま太た郎ろうとテンコを置いておいて、美み佐さが牛乳を飲み干してから言った。

「なんで電子レンジ？」

　ガバッとママさんは起き上がる。

「いやーん！　なんだか寒くて寝れなかったから、電子レンジで寝たの！　そしたら、もっと寝苦しかった！　だからレンジの中で起きっ放し！　ママさん、不眠！　みんなは真ま似ねしちゃダメよ？　これは、ママさんが女神だからできるウルテクなのよー？」

　おーっほっほほと自慢げに笑うと、Ａから数えるよりもＺから数えた方が早い胸がタワタワと揺れる。人間佐間太郎には、その刺激は強かったようだ。うっと言って鼻を押さえる。

「ちょっとママさん、電子レンジで寝るなんておかしいです！　やめてください！」

　テンコがズイッと一歩前に出ると、ママさんはさらにズズイッと前に出る。その結果、ママさんの胸がテンコの顔にボフンと当たった。桃色接触事故である。

「なによテンコ。あんた、うちの佐間太郎ちゃんと旅行ですって？　本当にもう……」

　ママさんは、異常なまでに息子の佐間太郎のことを溺でき愛あいしている。きっと旅行のことで怒られてしまうのだろう。もしかしたら、同行することも止められるかもしれない。テンコはそう思って覚悟をした。しかし、ママさんは彼女の手をそっと摑つかむと、そのまま自分の顔に持ってくる。

「あんたたちも、ついにそういうことになったのね。まあ、頑張ってらっしゃい」

　そして、切り傷を負った指を深く口に含んだ。

「え、ママさん、なにをするんですかっ」

「ほひはははまっへ（いいから黙って）」

　髪をかきあげながら、ママさんはテンコにウインクをする。口の中で、温かい舌が指を包み込むようにして動いている。チュポッという音と共に指が吐き出された頃ころには、不思議と傷はなくなっていた。

「ケガしたままじゃダメでしょ？　ちゃんとうちの佐間太郎ちゃんを守ってもらわないと困るんですからね！　だっはー!!」

　バスン、とテンコの背中を叩たたいて笑うママさん。よくわからないが、旅行のことは認めてくれているようだ。パパさんから話を聞いているのだろう。

「佐間太郎ちゃん。試験は辛つらく厳しいものっぽいけど、とりあえず頑張ってね」

　鼻血が出るのを押さえつつ、佐間太郎は身構える。いつものママさんなら、このままお別れのキスをせがむだろう。だが、彼女はそうはしなかった。

「ここでママさん、キスしたいけど我慢する！　お帰りなさいのキスまで我慢する!!　とぉー!!」

　そう叫さけぶと、ママさんは電子レンジの中へと帰っていった。レンジは激しく揺れながら彼女を受け入れ、最さい後ごにはバタンとドアがしっかりと閉まる。

「入った!!　また入った!!」

　目の前で行われている、超人的な光景にテンコは啞あ然ぜんとする。

「……すんすん……すんすん……」

「しかも泣いてる！　レンジの中でママさんが泣いてる!!」

　泣き顔を見られたくなかったのだろう。息子との別れを悲しむママさんは、レンジの中で一人泣いているのだ。だが、どう見ても電子レンジが泣いてるようにしか見えないので、これは結構なオカルトである。

「なに、あんたたち二人とも人間になったの？　そんで試験？」

　美み佐さは口の周りについた牛乳を舐なめながら言った。

「あ、はい。そうなんです。ごめんなさい、黙ってて」

　佐さ間ま太た郎ろうの代わりにテンコが謝った。美佐はニヤッと笑ってから呟つぶやく。

「まあ、気楽に頑張りなよ。そんなことよりさ、お土産みやげ忘れないでね」

　それだけ言うと、後は興味なさそうにソファに身体からだを埋うずめた。




　佐間太郎とテンコはそれぞれにコートを着込んで、出発に臨のぞんだ。

　玄関で靴を履いていると、二階から久く美み子こが降りてくる。ショックからまだ立ち直ってはいないようだが、神かみ山やま家にいるのだからなにが起こっても不思議ではないと自分で自分を納得させたらしい。

「あの、神山くん、テンコさん。気をつけてくださいね。まったく状況は把握できてないですけど、お風か邪ぜなどはひかぬように……」

　テンコは靴のつま先で地面を蹴けりながら返事をする。

「ありがとう、久美子さん。あたしがいない間、みんなのゴハンよろしくね」

「はい、もちろんです」

「あれ、それ、なに？」

　久美子の背後に、もう一人誰だれかいたような気がした。すると彼女はそれをエイッと廊下の奥へと投げやった。

「えーと。てへっ、なんでもないです★」

　あきらかに「神山くんを色仕掛けで惑まどわす女め豹ひよう」と殴り書きされた紙が貼はってある、等身大のテンコ藁わら人形のようにも見えたが、あえて無視することにする。

　その隣にフワフワッと現れたのは、大天使のスグルだ。

「くれぐれも間違いのないようにな。テンコ！　わかってるな!!」

「んもう、間違いってなによ……ムフフ」

「そのムフフの部分が間違いだ！　ムフは禁止だ、ムフフは!!」

　さらにゴトンゴトンと電子レンジが床を跳はねてやってくる。その中では、相変わらずママさんがスンスンと泣いていた。しかも、悲しみの表現なのか、ものすごい速さでレンジのドアを開けたり閉めたりしている。テンコは苦笑いをして頭をさげた。

「あれ、そういえばメメちゃんは？」

　久く美み子こが気づいて周囲を見渡した。それに対し、電子レンジの中からママさんが答える。

「遠足」

「遠足、ですか？」

「そう、とっても長いおでかけ。チョロ美は気にしなくていいのっ」

「そ、そういうもんですか……」

　スニーカーのヒモを結び終えた佐さ間ま太た郎ろうが振り返ると、廊下のすみで美み佐さの手だけがフラフラと揺れていた。居間のソファに寝転がりながら、腕だけ伸ばして挨あい拶さつをしているのだ。いかにも彼女らしい。

「よし、それじゃ出発だな。テンコ、準備はいいか？」

「もちろんっ」

　こうして佐間太郎とテンコは、旅立つことになった。

　神様になるための試験。二人だけの旅。

　元神様の息子と、元天使の旅。








第二章　救援公園







「どうにもならんな。もぐもぐ」

「どうにもならないわね。もぐもぐ」

　どうにもならなかった。もぐもぐ。

　二人はいざ出発とばかりに家を飛び出したものの、すぐに行き詰まった。なにせパパさんから言われたのは「とある人間を助けろ」というだけもので、それが誰だれなのかまったくわからないのだ。日本人だけで一億二千万人。その「とある人物」が外国人だったら、六十四億人の中からたった一人を見つけなくてはならない。これは途方もないことだ。

　二人は考えただけでグッタリとしてしまい、とりあえずお腹が減ったからと家の近所のカレー屋「ナスおばさん」で野菜カレーを食べるのだった。人間になってから、空腹というものをとても意識するようになった。不便なものである。

「なあテンコ。もぐもぐ」

「なあに、佐さ間ま太た郎ろう。もぐもぐ」

「無理だ」

「ぶはー！　早いー！　佐間太郎、あきらめるの早すぎ！　ぶがー！」

　ナスを口から撒まき散らしながら、テンコは佐間太郎に抗議する。彼は完全に諦あきらめムードである。

「だって、手がかりひとつないんだぜ？　どうやって、誰を助けりゃいいんだよ……」

「そりゃそうだけど……でも、あたしに良い作戦があるのよ」

　スプーンをくわえながら、テンコはニヤッと笑った。そして懐から生徒手帳にカモフラージュした、「天使の心得」と書かれたメモ帳を取り出す。

「お前、そのメモ帳まだ持ってたのか」

「当たり前よ！　えーとね、昨日頑張って考えた作戦がね……あ、これだこれだ」

　彼女は該がい当とうページを探し出すと、佐間太郎にズバンと突きつけた。そこには妙に筆圧の強い字で、こう書いてあった。





　◎かたっぱしから助ける。






「却下（即答）」

「でーい！　佐間太郎、この作戦はナイスな作戦なのよ!?　なにしろ、もし相手が目的の人物じゃなくても、人助けができるんですもの！　素敵なことじゃございませんか！」

「素敵はいいけどさ、ものすごい時間かかんないか？」

「そりゃそうよ。神様になるための試験なんだから、そんな簡単に終わるわけないじゃない。あたしも覚悟して人間になったんだから、あんたも少しぐらい覚悟なさい！」

　テンコにそう言われて、佐さ間ま太た郎ろうはハッとした。彼女は人間になるというリスクを負って同行してくれているのだ。その期待に応こたえるためには、彼だって努力をしなくてはならない。

　神様になるための試験。簡単じゃないのはわかっていたはずだ。そうだ、初日からあきらめている場合ではない。彼は心を入れ替え、希望に瞳ひとみを光らせて叫さけんだ。

「そうだな！　お前の言う通りだ！　そうと決まったら、今すぐ出発だ！」

「ちょっと待って、今カレーやっつけてるから。もぐもぐ」

　それをあっさり邪魔する、食べるの遅いテンコであった。

「早く食えよ……」

「もぐもぐ」

「…………」

「もぐもぐもぐもぐ」

「………………………」

「プハー！」

「よし、出発だ!!」

「ちょっと待って、福ふく神じん漬けやっつけるから」

「やっつけなくていい!!」

　結局、やっつけた。




〝あなたのことをマジにお助けします　無料〟

　ダンボール紙にマジックでボリボリと書き、立て札のようにして地面に置いた。そして公園のベンチに座って、テンコはニコニコと笑顔を作り通行人に愛あい想そを振り撒まくのだった。

　ベンチに座る二人を訝いぶかしげに見つめる通行人。立て札を見てくれる人はいるのだが、ほとんどは無視だ。中にはクスクス笑う人や、見てはいけないものを見てしまったような顔をして早足に立ち去る人もいる。

　佐間太郎は恥ずかしさで顔を赤くしながら、隣にいるテンコに言った。

「なあ、これで本当に目的の人間が見つかると思うか？」

「そんなのわかんないわよ！　でもやるしかねーんだよ！　ほら、笑顔作って！」

　う。強気なテンコに言われ、佐間太郎はなんとか笑顔を作る。

「でへ、でへへへ」

「気持ち悪い、もっと自然に！」

「そんなこと急に言われてもできないって……。手本みしてよ」

「こうよ！　コホン」

　テンコは咳せき払ばらいをすると、ニマッと笑った。

「……でしゃ、でしゃしゃしゃしゃ」

「俺おれと同じじゃねえか！　むしろ俺より気持ち悪いぞ！」

「そんなことないでしょ！　でしゃしゃしゃしゃしゃ」

「ある！　そんなことある!!　俺の方がマシだ！　ぶしゃしゃしゃしゃ」

　妙な笑いを浮かべる二人を見て、ますます客足は遠のく。時代が時代ならば、警察に連れていかれてもおかしくない感じですらあった。佐さ間ま太た郎ろうはため息をつき地面を見る。積もった雪に太陽が反射して眩まぶしい。チリチリと目の奥に光が差して痛む。人間ならではの、わずらわしい痛みだった。

「二人してなにしてんだよ……」

　子供の声がしたので顔を上げると、そこにはキュウタがいた。彼は以前、テンコに惚ほれてプロポーズまでしてきた小学生である。坊主頭に野球帽をかぶった姿は、いまどき滅多に見られない小学生らしい風ふう貌ぼうだ。

「あらやだキュウタちゃんじゃないの!!」

　彼を見て顔を明るくしたのはテンコだ。シマウマを見つけたライオンとも言っていい。

　かたっぱしから助ける、という言葉が佐間太郎の頭に浮かぶ。

「んねえんねえキュウタちゃん、なにか困ってることなーい？　テンコお姉ちゃんに相談してみよーか？　なにかあるでしょ、子供の甘あま栗ぐりむいたとかむかないとか。ん？　ん？」

　鼻息を荒くしながら近づく彼女に、キュウタは何事かと怖おじ気けづく。

「ど、どうしたんだよテンコ。なんかいつもと違うぞ？」

「大丈夫大丈夫、気にしなくていいの。ほら、困ったことない？　あれが欲しいとかこれ食べたいとか、どっか痛いとか？　ん？　ここにいる佐間太郎お兄ちゃんが助けてくれるわよ？　ほれほれ！　とりあえず脱げ脱げ！」

　なぜかキュウタの服を脱がそうとするテンコを見て、さすがに佐間太郎も止めに入る。

　ようやく訪れた最初の人助けのチャンスとはいえ、興奮しすぎだ。

「待てテンコ、落ち着け、キュウタが泣いてる！」

「なに言ってんのよ、泣かせるぐらいの勢いで人助けよ！　脱げ！　むけ！　脱げ！」

「わー!!　やめてくれー！　寒い！　寒い!!　わかった、お願いしたいことがある！　ありますから離はなして!!」












　キュウタが半泣きで言うと、彼女は顔を明るくさせた。

「なになに？　テンコお姉ちゃんに全部言ってごらんなさい？　ん？　ん？」

　少年は少しずつテンコから離れながら、最さい後ごに叫さけんだ。

「頼むから放ほうっといてくれー！　テンコのバカー!!」

　そして猛ダッシュ。残されたテンコは、不服そうにキュウタの後姿を睨にらんでいる。

「なによあの態度！　せっかく人が助けてあげようってのにさ！」

「十二月にいきなり公園で半裸にされたら、そりゃ誰だれだって放っといて欲しくなると思うよ。下へ手たすりゃトラウマだ、トラウマ」

「そうなの？　ったく、キュウタってば根性ないのね……がっかり!!」

　しかし、二人にはもっとがっかりすることが起こる。それは、キュウタが去った後、公園の人通りがなくなり、誰だれも前を通らなくなったことだ。その状態が一時間ほど続き、二人はボケーとしながら鼻水をずるずるとすする。

　待てども待てども人は通らない。たまに通ったとしても、テンコが「うしゃしゃしゃ」と笑うので逃げて行ってしまう。無料で人助けしてあげるというのに、誰も興味を示さない。もしや、怪しい団体の勧誘かなにかと勘違いされているのではないだろうか。

「なあテンコ。もうちょっと他ほかの方法でやったほうがよくないか？」

「ずるずる。どういうこと？」

「例えば、横断歩道で待ってて、荷物を持ったおばあさんがきたら助けるとか」

「うーん、ありがちだけど悪くないわね。もうちょっと待ってダメだったらそうしましょう。はい、『よく考えたで賞』の賞品の小石。あげる。さっき拾った」

　妙に偉そうな態度のテンコに、軽くカチンとくる佐さ間ま太た郎ろう。でも、彼女は寒いのを我慢してサポートしてくれているのである。一応ありがたく思わなければならない。

　その時、遠くから見覚えのある女の子が走ってくるのが見えた。あれは、菊きく本もと高校の三年の亜あ矢やだ。ジャージを着てランニングシューズを履いた彼女は、目の前までくるとダンボール紙と二人を交互に見て不思議そうな顔をした。

「なに、芸術活動？　それとも壷つぼでも売ってるの？」

　確かにそう言われてもおかしくない光景である。テンコに説明させるとまた興奮しそうなので、佐さ間ま太た郎ろうが先に喋しやべる。

「いや、そうじゃないんですけど、なんていうか、今、人助けをしなくちゃいけなくてですね、誰だれでもいいんですけど、その、無料でやってるんですけど、先輩なにか悩み事とかありますか？」

　亜あ矢やはそう聞かれると、ランニングで乱れた呼吸を少し落ち着かせながら、なんでもなさそうに言った。

「彼氏と別れたんだけど、毎晩泣いちゃうのよね。どうしたらいい？」

　重い。イキナリの重い展開に、佐間太郎とテンコは固まった。しかも、亜矢自身が冷静に言うのが余計にキツい。全然平気じゃないくせに。

「えと、それは、先輩が振られちゃったんですか？」

　恐る恐るテンコが尋ねる。

「ううん、振ったのはあたし。なんだかあいつの態度とかが気に入らなくてね。あのね、あいつのこと大好きなんだよ。今でも大好き。でも、付き合ってはいけないって思ったの。難しいね、恋愛って」

「はぁ。好きなのに、付き合えないんですか……」

　どうして好きな二人が別れてしまうのか、彼女にはわからなかった。好きならずっと付き合っていればいいじゃないか、それなのに、どうして？

「えと、ですね、先輩」

　そこで声を出したのは佐間太郎だった。

「きっと好きでいる限り、いつかまた一緒になる時がくるんじゃないでしょうか。先輩が本当に相手のこと好きなら、いつか必ず幸せになれる時がきますよ。それまで、お互いがお互いのことをちゃんと想おもっていれば」

　それは、なんの根拠もない希望的な意見だった。しかし、彼は本当にそう思ったし、そうであって欲しいと願った。亜矢は最初驚いたような顔を見せたが、その後にニッコリと笑った。

「そうね。そうだといいね。ありがとう。じゃあ、またね」

　そう言って彼女は走り去って行った。佐間太郎とテンコは、どっと疲れてお互いにもたれ掛かる。重い、重いよ。こんなふうに相談をずっと受けていくのは重過ぎるよ……。

「ねぇ、佐間太郎……」

　いつの間にか、テンコが真面目まじめな顔をして彼のことを見ていた。目に少し涙が滲にじんでいるのがわかる。突然のことに、佐間太郎は「へ？」と変な声を出してしまった。

「あたし達は……、その、別れたりしないよね？」

　そう言って、彼女はギュッと彼の袖そでを摑つかんだ。言われて、二人が恋人になったことを思い出す。今までもずっと一緒にいたから、あらためて恋人といわれてもあまり実感がなかった。しかし、こうして不安そうにしているテンコを見ていると、彼女がとても愛いとしい存在に思えてくる。亜あ矢やのヘビーな話を聞いた後だから、よけいにそうだ。

「うん。俺おれたちは、なにがあっても別れないよ」

　テンコは佐さ間ま太た郎ろうの胸に顔を埋うずめた。心と一緒に。

「離はなさないでね」

「離さないよ」

　離さない？　彼は、なにかが遠ざかっていく感覚を思い出した。

　なんだろう。そうだ、少女だ。少女が自分から離れていく光景。

　さらに、数日前に相あい原はらに言われた言葉も思い出す。

『今度こそは、彼女をちゃんと守るんだよ』

　そう彼は佐間太郎に言った。

　彼方に落ちていく少女。あれは……。

「ねえ佐間太郎」

　テンコの声に、我に返る。彼女は続けた。

「確かにこの作戦、途方もなさ過ぎるね。パパさんから、なにかヒントみたいなものはなかったの？」

「ヒント？　ヒントか。あー、そういえば」

　彼はパパさんに言われた言葉を、口に出してみた。

「『ヒントはね──夢だよ』って」

「夢？　パパさん、そう言ったの？」

「言った」

　二人の間に短い沈黙が走る。そして、テンコが切れた。

「もーヒントあるじゃん！　ばかさまたろが!!　なに『なんの手がかりもなしに探さなければならないのであった』みたいな顔してんのよ！　どう考えてもそれ手がかりじゃん！　早く言ってよ!!」

「いや、俺もコロッと忘れてた！　ごめん！」

「そんな大事なこと忘れんな！　やっつけるぞ！」

「やっつけないで!!」

　やっつけられた。





　　★






「夢がヒントってどういうことかしら？」

「わかんない。それしか手がかりがない」

「それじゃとりあえず……」

　ということで、夢で見た光景と似ている場所を探そうということになり、二人はブラブラと歩くことにした。

　テンコから顔面にいいの一発もらった佐さ間ま太た郎ろうは、頰ほおをさすりながらの歩行である。

　その途中、世田谷せたがやの住宅地を抜けた頃ころ、彼女は急にモゾモゾしだした。

「ん？　どした？」

「なんでもにゃい」

「あっそ。ならいいんだけど……」

　一本の長い手編みのマフラーを二人で首に巻きつけ、寄り添って歩く姿はカップルそのものだ。かなり恥ずかしいご様子だが、寒いのだから仕方がない。

　昨日まで激しく降っていた雪はやんではいたが、ぶ厚い雲が空に広がっている。

「あ、そうだ。ねえ佐間太郎、雑貨屋さんでお菓子買ってく」

「買ってく。じゃねえよ。遊びに行くわけじゃないんだからさ、お菓子はいらないだろ？」

「でも途中でお腹減るじゃん。そんな時にさ、アメリカ製の頭の悪そうな色したゼリーとか、砂糖をたっぷりまぶしたドライフルーツとかを……」

「いらね。腹減ったら弁当買う」

「ちぇ……ケチなんだから……ぶぶぶぶうぶ」

　文句の最さい後ごに、完全に彼女の身体からだが震えた。その振動は、腕に抱きつかれている佐間太郎にもわかった。

「なにそれ？　携帯電話？」

「マナーモードのモノマネなんてしないよ……ぶぶぶぶうぶ」

「じゃあなんで震えてんだよ、答えろよ」

「やじゃ」

「嫌じゃなくて、わかんないじゃん」

「やじゃー！　やじゃもんが！」

　やじゃもんが。日本語として機能するギリギリの単語を発しながら、テンコはダッシュしだした。マフラーで繫つながっているため、当然佐間太郎もそれに引っ張られる。

「うわたっ、ちょっと、なに、どこ行くんだよ！」

「どこでもないもんー！　ぶぶぶぶぶううはうっ!!」

　前も見ずにダッシュしたテンコは、一組のカップルとぶつかった。相手の男の子はもんどり打って倒れ込み、電柱に頭をしこたまぶつけ、その痛みで転がったら偶然そこにいた強暴そうな犬の尻尾しつぽを踏み追いかけられ、お尻しりを嚙かまれて飛び上がったらお店の軒先に頭を打ち、倒れたら倒れたで大き目の石があってガツンで出血して半分死にかけた。

「いやー、散々だったぜ」

　でも立ち直りは早かった。

「進しん一いちくんに愛あいちゃん！　ごめんなさい、ぶつかったりして」

　テンコがぶつかったカップルとは、同級生の橘たちばな愛と霧きり島しま進一であった。愛はトレードマークの三つ編みを揺らしてニコニコしている。一方進一は、頭から血を流しながらフラフラしている。立ち直りが早いと言っても人間の体力に限界はあるのだ。

「どうしたの、二人してマフラー巻いちゃって。今日はデート？」

　流血する進しん一いちを無視して、愛あいは朗ほがらかに言った。テンコはムフフと笑いつつ答える。

「デートなんてヤワいもんじゃないの。温泉旅行！　おんてんりょぽー!!」

「ええっ、おんてんりょぽー!?　ってことは禁断のお泊り!?」

　愛は興奮して、キャーと言いながら流血している進一の頭を持っていたカバンでバッコンバコン叩たたいている。そしてなぜかテンコも興奮したのか、進一の頭を足で蹴けっている。

　箸はしが転がってもおかしい年齢とは、こういうことも言うのだろうか。違うね。

「じゃあなに、テンコさん、もしかして……今こ宵よいは？」

「うひひひ。愛さん、今宵は……」

　ウシャウシャシャという笑いと共に、二人の進一への暴行は激しさを増す。そろそろ止めた方がいいかなーと佐さ間ま太た郎ろうが思ったところで、ようやく愛が血まみれの彼を発見した。

「あれ？　進一くん、その頭どうしたの？　イチゴ味？」

「い……いや、たぶん、今の俺おれを舐なめても鉄の味しかしないよ。えへ、えへっへ」

　打ち所が悪かったのか、ブルブル震えている進一。それを見たテンコが、思い出したかのように、またしてもぶぶぶぶっと震えた。

「あ、あの、愛ちゃん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど……」

「なになにテンコちゃん」

　ゴニョゴニョゴニョ。二人は耳打ちをして、「あーらー」とか「もぉーねー」「あのビルにあるの!?」「助かった!!」などと話している。用件が済んだのか、テンコはマフラーを外して「ちょっと花を摘つみに！」と言ってどこかに行ってしまった。残された佐間太郎は、キョトンとした顔で立っている。

「んもう神かみ山やまくんて鈍いのね。女の子って、男の子より我慢できないんだから気づいてあげなよ」

　愛がグッタリした進一を抱き起こしながら、佐間太郎に言う。だが彼は、まだなんのことかわからない。

「なに、我慢できないって？　テンコがなんかしたの？」

「だからー。今日って寒いでしょ？　近くなっちゃうのよ、ト・イ・レ」

「トイレ？　そんなのトイレに行きたいって言えばいいじゃん」

「鈍感！　だから神山くんは顔が旧ザクって言われるのよ!?」

「言われてないけど……」

「とにかく、女の子は恥ずかしがりなんだからわかってあげなさいよね」

　愛の肩につかまりながら、進一はなんとか言った。

「ちなみにな、佐間太郎。女の子がトイレに行くときは『花を摘みに』、男の場合は『キジを撃ちに』って言うんだぜ。覚えておけよ！」

「んもう、余計な知恵袋はいらないの！　ほら、二人の邪魔しちゃいけないから行くよ！　それじゃ、またねー」

「またな佐さ間ま太た郎ろう！　二人で過ごす初めての夜はイチゴ味だぞ！」

　彼はズリズリと愛あいに引きずられ、商店街の方へと消えていった。

「妙な奴やつらだな。しっかしテンコのやつ、トイレに行くぐらい気にすることないのに」

　佐間太郎はテンコが戻ってくるのを、雑貨屋の前の階段に座って待った。

　しばらくしてやってきたテンコは、少し恥ずかしそうにしていた。天使の頃ころはトイレに行くのも形だけだったが、人間になった今ではそうではないからだ。なんだかいけないことをしてきてしまったような気持ちでいっぱいになった。

「お待たせ、佐間太郎」

「おうっ。ちゃんと全部出したか？　おしっこだろ？」

　ガンッ、という音が道路に響いた。テンコが反射的に佐間太郎の顔面を蹴けり上げた音である。

「最低っ!!」

　人間って蹴られると、かなり痛いんだな……。最低って言葉、結構傷つくよな……。そんなことを思いながら、佐間太郎は雪の中に倒れ込んだ。そして意識までも白く染まる。





　　






　電車に乗るということが、どんなに危険かわかっていた。しかし、雪道をいくら歩いたところで距離は稼げない。

　朝になってから公園のトイレで顔を洗いヒゲを剃そると、なるべく自然な顔が作れるように鏡の前で練習をした。それから多少の金を残して切符を買い、行き先も決めずに列車に乗り込んだ。

　幸い車内は人も少なく、俺おれは目立っていないようだった。腹の中にいる奴が妙な声さえ出さなければ、このまま無事でいられるだろう。

　いっそどこかに捨ててしまおうかとも思ったが、なぜかできなかった。別に俺は動物愛護の精神なんて持ち合わせてない。

「にゃー」

　コートの中で仔こ猫ねこが鳴く。頼むから静かにしてくれ、と俺は思う。

　車内は暖房が利きいていて、とても心地が良かった。猫が乗っている腹の部分は、陽ひだまりのような暖かささえした。自分の身体からだの中で、そこだけがなにもかも許されているような気持ちにさえなった。

　俺は私鉄からＪＲに乗り換えて、人ひと気けの少ない駅で降りた。夕陽がプラットホームを照らしており、俺は眩まぶしくて目を細める。

　改装されて間もないのか、構内は妙に清潔で人工的だ。ニットキャップをかぶりなおし、駅員に見られないようにして改札を出る。駅前には小さなロータリーと数軒の商店。お世辞にも栄えているとは言えない街だ。

　身を隠すには雑多な方がいいのかもしれないが、俺おれは静かな場所で少し休みたかった。線路沿いには妙に広い駐輪場があり、そこを横切って当てもなく歩く。

　年末だというのに街に活気はなく、すれ違う人々も背中に憂ゆう鬱うつを背負っているみたいに浮かない顔をしていた。空は灰色で、積もってから時間が経たったために硬くなった雪が、シャリシャリと靴の下で音を立てる。この街は、今まで過ごしたどの街よりも寒かった。

　たまに見かける子供達も、来年になっても世界がなにも変わらないことを知っているかのように、諦あきらめにも似た捨て鉢な笑顔を浮かべていた。

　俺はポケットの中のオモチャを思い出した。あの少女にもらった、世界の魚シリーズだ。歩きながら箱を開けると、タコのオモチャが出てきた。

「タコか……」

　そのまま道路わきのゴミ箱に捨てようとすると、一人の少年が近寄ってくる。

「それ、タコでしょ？　おじさん、いらないならトレードしようよ」

　トレード？　眉まゆをひそめると、彼は得意げになって言った。

「交換だよ、交換。俺、タコ持ってないんだ」

　交換なんてしなくても、ただで貰もらってくれて構わない。しかし子供たちの間では、そういったことはルール違反らしい。俺は少年から別の箱を受け取り、彼にタコを渡した。

　少年はそのまま、子供達の集団に戻って行った。

　ここのところ、やけに子供に絡まれるな、と俺は舌打ちをした。できることなら子供には関かかわりたくない。巻き込んだりしたら後味が悪いからだ。

「にゃー」

　コートの内ポケットで、猫が鳴いている。昨日手に入れた食料は昼食として消えていたので、俺は適当なコンビニを探した。いつも通り裏手にあるコンテナ型のゴミ箱を探すと、賞味期限切れの牛乳と、鶏とりのササミの燻くん製せいが手に入った。

「ほら、食え。そして飲め」

　人通りの少ない裏道で、猫に牛乳をやる。ペロペロと小さな音を立てながら、あっという間に猫は牛乳を飲み終えてしまった。ササミも気に入ったのか、小さな身体からだからは想像できない食欲を見せてぺロリと平らげた。

「お前、よっぽど腹が減ってたんだな」

「にゃー」

「ササミが好きなのか？」

「にゃー」

「じゃあ、お前の名前はササミだ」

「にゃ？」

「不満なのかよ……」

「にゃー」

　猫を抱きかかえて移動しようとすると、背後に嫌な気配を感じる。

　振り返るまでもなく、それは俺おれをしつこく追っている二人組の刑事だということがわかった。あいつらには、独特の臭においがある。

「指名手配中のお前が、こんなところでなにをしてるんだ？」

　若い刑事はそう言った。俺は彼のことを〝軍人〟と呼んでいる。神経質に短く刈り込んだ髪の毛が、軍人を思わせるからだ。

「この人殺し……。きみも今日までだね」

　年老いた刑事が続ける。こっちは〝タバコ〟だ。いつも短いタバコをくわえているから。俺は振り返りざまに雪を蹴けり上げ、二人の注意を奪った。そのまますぐ猫を拾い、民家の塀を蹴破って庭に飛び込んだ。腐りかけていた木製の塀は、骨が折れるような音を立てて崩れた。そのまま走って逃げようとするが、乾いた金属音と共に足に激痛が走った。バランスを崩しかけそうになるものの、なんとか力を入れて地面を蹴り走る。

「撃つならちゃんと狙ねらうんだね」

　背後でタバコの声が聞こえる。どうやら軍人が発砲したらしい。あの二人の目はいつも血走っている。きっと今も、獲物を狙う肉食動物のような視線で俺を見ているのだろう。

　いつもならもっと素早く動けるが、猫が邪魔でそうもいかない。庭を走りぬけ、駐車場のフェンスを飛び越え、また別の家の庭に身を隠す。二人の足音に注意しながら、なるべく別方向へと逃げ続ける。もう大丈夫だと思った、その数十メートル先あたりに適当な場所を探し、呼吸を整えるために身体からだを小さく丸めて座り込む。

「にゃー」

　頼むから静かにしてくれ。やはりどこかで捨ててくればよかったのかもしれない。

　足が酷ひどく痛み、出血しているのがわかる。しかし、それほど深い傷ではない。雪でも押し当てて止血すればなんとかなるだろう。

「ササミ。お前、今度邪魔したら捨てるぞ」

　俺は猫の頭を撫なでながら言う。

「にゃー」

　お、返事した。





　　






「ねー佐さ間ま太た郎ろう、起きてよー。恥ずかしいよぉ……」

　夢の世界から戻ってくると、テンコの顔と空が見えた。これは世に言う膝ひざ枕まくらというやつだろう。頭の下がフニフニとした柔らかい感触でいっぱいだ。

「あれ……俺、なんで？」

　なんで気を失ったんだろう。そう言おうとすると、すぐにテンコが答える。

「滑って転んだのよ。事故ね」

「噓うそつけよ」

「本当です。見ました。この目で見ました!!」

「蹴けられたの覚えてるぞ」

「う」

　う、という非常にわかりやすいうろたえ方をするテンコ。だが、唇を尖とがらせてこう続けた。

「あたしが蹴った後に、その衝撃で滑って転んだから事故！」

「そりゃお前が悪いんだろ！」

「いいからどいてよ、もう!!」

　雑貨屋の前の階段に座り、佐さ間ま太た郎ろうを膝ひざ枕まくらしていたテンコは、そのまま彼を突き落とした。ゴリッ、とか嫌な音がしつつも、佐間太郎は立ち上がる。

「いたいっ！　お前な、もう俺おれは人間なんだから、乱暴にするなよ！」

「進しん一いちくんは人間だけど、乱暴にしても大丈夫だよ？」

「あれは特別なの！」

　フンッ！と鼻息を荒くする二人。

「それはともかく、今も夢見てた」

「えっ、本当に？　寝るだけじゃなくて、気絶しても夢見るのね。それで、どんなの？」

「電車に乗って、どこかの街に行ってた。乗った電車は見覚えがあったから、俺たちも電車に乗るぞ。もしかしたら、夢に出てきた街に行けるかもしれない」

　テンコはフゥとため息をつくと、その場でゴロンと寝転んだ。そして両手両足を伸ばしてきれいな大の字になると、低い声で呟つぶやいたのだ。

「温泉」

　だだっこだ。突然のだだっこだ。

「温泉いきたいーおんぺんー！　どうせ電車乗るなら温泉いきだいー!!」

　周囲を行き交う人々は、なにごとかと彼女の方を見ている。佐間太郎は慌あわててテンコを起き上がらせようとする。

「バカ、お前なにしてんだ、子供じゃないんだから！」

「子供じゃないから温泉行きたいんでしょー！　お泊りしたいのー！」

「わかった、わかったから立て！　とりあえず立て！」

「え!?　本当!?」

　目をキラキラさせながら、トランペット欲しい子供のポーズで佐間太郎を見つめるテンコ。

「う。そんな無む垢くな瞳ひとみで見られると困るんだけど。まあ、なんとかするよ。その代わり、ちゃんと言うこと聞けよ？」

「うん！　聞く聞く！　ファーイ！」

　ハーイと手を挙げたかと思うと、彼女はいきなり走りだし、そこらに歩いている人に「ねね、あたし温泉いくんですよ。お泊りで。うふ」などと無差別に声をかけ始めた。佐さ間ま太た郎ろうはそれを止めるのに二十分もかかったという。

　二人は駅に着くと、都心とは反対へ向かうホームで私鉄電車に乗った。夢の中の風景は、東京よりも田舎だったからだ。列車のデザインも夢のものと一緒だった。

　ガタンゴトンと電車に揺られていると、あっという間に終着駅へと着く。アナウンスが、乗客への降車を呼びかけた。

「佐さ間ま太た郎ろう、ここで終点だって？　これからどするの？」

　そこは二人には見覚えのあるある駅だった。

「ここって、久く美み子こさんたちとプール行く時に……」

「そうそう、この駅で乗り換えたんだよね」

　夢の中に出てきた男も、この駅で乗り換えていたはずだ。二人は切符を買って、ＪＲ線の乗り場に向かった。

　佐間太郎は、歩きながら夢の意味を考える。

　昨日から見ている夢。これはきっと、前の世界の話だ。

　前の世界というのがなにかもよくわからないが、彼にはそうだという確信があった。

　その世界に出てくる男は、佐間太郎の以前の姿ということなのだろう。

　そこでの彼は、殺人犯として警察から逃げている。

　この夢が神様になるための試験とどう関係があるのか。そして、夢はどうなっていくのかはわからない。

「どしたの、さまたろちん。怖い顔して……」

　心配そうに覗のぞき込むテンコに、なんとか笑顔を作る。

「なんでもない」

　しかし、すぐに笑顔は凍りつく。

　前の世界とはいえ、自分は殺人犯で、誰だれかを殺してしまったらしいということ。

　それにあの、落ちていく夢。

　自分の手から、少女の手が離はなれていく夢。思い出すだけでぞっとする。

「佐間太郎、こっち向いて」

　テンコは真面目まじめに言った。

「黙ってるだけじゃ全然わかんないよ。だからちゃんと、あたしに説明して」

「……う、うん」

　あの少女は、テンコだったのではないか。不意にそんなことを考えた。

　テンコが自分から離れていってしまう。なんとなく、そんな気がした。

　佐間太郎は少しずつ、テンコに自分の見た夢の話を始めた。





　　★






「つまり、それってこういうこと？」

　駅の構内にあるベンチにて、テンコは慎重に言った。

「手長猿の手は、そんなに長くないと思いきや、実際はそこそこ長いと……」

「その通りだ。実際は、そこそこ長い……」

「憎にっくき中南米」

「許すまじ中南米」

　例によって二人は現実逃避の会話を繰り返していた。しかも、いつの間にか中南米に怒りの矛先が向かっていた。理由がわからない。中南米は二人になにも悪いことをしていないというのに。

「まぁ、中南米のことはいいとして、つまり、佐さ間ま太た郎ろうは夢を見てるってことなのね？」

「そう。寝る度に夢を見る。それが前の世界ってことだと思う」

「そもそも、あたしたちは人間界にくる前に、天国でちょこっと暮らしてたじゃない？前の世界って、それよりも前ってこと？」

　テンコは頭をポリポリとかく。

「そこでは佐間太郎はどんな人なの？　性格とかも違うわけ？」

「うん、違う」

「じゃあなんで、それが佐間太郎だってわかるわけ？　ただの他人かもしれないじゃない。ただの夢かもしれないじゃない」

「でもなんとなくわかるんだよ、そういうのって」












　いつか、メメと触れ合った時に見えた世界。それが前の世界だということを、彼は直感的に察知している。

「ちなみにその夢にあたしは出てくるのかにゃ？」

　テンコは指をくわえながらジィーっと佐さ間ま太た郎ろうを見つめる。ほんのりちょっとのオネダリ加減がムカつく。

「よくわかんないけど、基本的には出てこねえ」

「なによもう！　あたいも出してよ！　その前の世界にさ!!」

　佐間太郎は否定したものの、本当は前の世界でテンコを見たことがある。正確にはテンコではなく、前の世界でのテンコだ。ややこしい話に彼は頭をぐしゃぐしゃとかいた。

「ちなみに、その前の世界と相あい原はらって関係あるのかしら？」

「たぶん関係あると思うんだけどさ。とにかく俺おれにもよくわからないんだよ。オヤジは詳しく教えてくれないし」

「ヒントは、『夢』ってことだけなのね」

　それから二人は黙り込んでしまった。ちょうど電車がやってきたので、やはり黙ったままそれに乗る。

　二十分ほど電車に揺られていると、佐間太郎は夢で彼が降りた駅を見つけた。

　無言で席から立ち上がり電車から降りると、テンコが不思議そうに話し掛けてくる。

「ここが夢で見た駅？」

「そう、ここで降りた。なにからなにまで夢のままだな……」

　前の世界が、過去の記憶というのとも少し違うと佐間太郎は思った。もし過去ならば、夢で見たよりも目の前の風景が古ぼけていなければおかしい。

「また一人で考えごと？」

　テンコが腕に絡み付いてくる。

「一人で考えないで、二人で考えようよっ」

　洋服越しでも伝わる温ぬくもり。人間というのは、肌と肌でわかりあえる生き物なんだろうか。

　駅は比較的新しくできたようで、無機質で清潔だった。改札を出て階段を下りると、駅前は閑散としている。商店街などもなく、ロータリーを中心に何軒かの商店があるだけだ。

「夢では続きはどうなってるの？」

「続き……」

　佐間太郎は、前の自分が刑事に追いかけられて足に怪け我がを負ったことを思い出す。しかし、それは言わない方がいいかもしれない。テンコに全すべてを説明をして、変に心配をかけるのも困る。

「あ……」

　テンコは彼の顔を覗のぞき込んだ。

「また、一人で悩んでますって顔してる。あたしはちゃんとここにいるんだから。だから、相談してよね」

「う、うん……」

　とは言うものの、やはり心配をかけるのは心苦しい。

「夢はその、駅で降りるところで終わってるから、この先はどうすればいいかわからないんだ」

「ふぅーん。ってことは、また夢見ればいいわけね。じゃあ佐さ間ま太た郎ろう、ほいほい、仮眠仮眠！」

「そんな急に言われて眠れるわけないだろ」

「じゃあ、一発いいの顔面にいっとく？」

「腕を振り上げるな!!　普通に眠らせてくれ！」

「そっか……じゃあ次に眠くなるまで、なにすればいいかわかんないってことか……」

　テンコはウムムムと悩んでいたかと思うと、いきなりニマーと笑い出した。

「ってことは佐間太郎、今から自由時間ってことじゃない！　やったー！　じーゆーうー！　じーゆーうー！」

　プールの授業で先生が「あー、時間が五分だけ余っちゃったなーどうしようかなー」と言った時の小学生ばりの声で、テンコは自由時間を要求するのであった。

「自由って言ってもなぁ。一応試験中だぞ？」

「いいじゃん！　どうせすることないんだし！　だったらさ、佐間太郎。あの、えと、デートしませんかっ？」

「で、でぇと!?　お前、今どんな状況かわかってんのか？」

「わかってますよー。でもなにしていいかわからないんだったら、ヘニョヘニョ悩んでるより楽しいことしようよ。デートデート」

　うーむ、デート。佐間太郎は考える。そういえばテンコとデートらしいデートをしたことがないな。いつも邪魔が入ったり、妙なことが起こったりしてしまうのだ。

　今は神様の息子でもなければ天使でもない。ただの人間の男の子と女の子だ。そんな二人がデートをしたら、どんなふうになるのだろうか。

「確かにちょっと楽しそうだな……」

「よっし！　そうと決まったらデートだ！」

　テンコは嬉うれしそうに笑って、彼の手を引っ張った。北風によって冷たくなっていた二人の手が、体温で温まる。

「駅前、なんにもないね。ちょっと歩いてみようよ」

　テンコに言われて気の向くままに歩いてみる。線路沿いを少し行くと、スーパーマーケットがあった。二人は顔を見合わせてみる。

「スーパーでデートか？　そりゃないんじゃないか？」

「でも他ほかになにもなさそうだし……。あ！　ほら、あそこ見て！」

　スーパーの一角に、子供向けのゲームコーナーが見えた。古いビデオゲームや、メダルで動く小さなスロットマシーンに交まじってプリクラが一台だけ置いてある。数人の子供がビデオゲームで遊んでいた。

「さまたろっ、プリクラ撮ろうよ、プリクラ!!」

「ぷっ、プリクラか!!　プリクラはさすがになんていうか照れないか!?」

「照れるけど撮るですよ！　はいはい、そこのガキどもどかんかい！」

　興奮して言葉遣いの悪くなっているテンコのオデコを引っぱたきつつ、プリクラの筐きよう体たいへと近づく。撮影の背景になるカーテンをくぐると、一瞬で二人だけの世界になったように感じる。そう意識してしまうと、気持ちが落ち着くわけがない。誰だれにも見られていない密室にいるような気にさえなってしまう。

「さささ、ささ、さまたろ、とりあえずお金入れて、お金」

「俺おれかよ？　お。おう」

　チャリンチャリンと百円玉を入れると、画面に二人の姿が映った。一本のマフラーを二人で巻いている姿を客観的に見せられると、結構恥ずかしいものがある。

　テンコはモジモジしながら、フレームなどを選んでいる。佐さ間ま太た郎ろうはプリクラは初めてだった。テンコは誰かと撮ったことがあるのだろうか？　疑問に思って聞いてみる。

「テンコはプリクラ撮ったことあんの？」

「え？　そりゃ、何度かはあるわよ。愛あいちゃんとか久く美み子こさんと撮ったりとか……」

　愛や久美子とプリクラ……。想像もしなかったが、年とし頃ごろの彼女たちがそんなことしていても不思議ではない。

「あ、バカっ！　さまたろ、違うからね!!」

　急に顔を真っ赤にしてテンコが慌あわて始める。彼にはそれがなぜかわからなかった。

「え？　な、なに、どしたの？」

「その、男の人と撮ったことはないから……ね。佐間太郎と一緒に撮りたかったから、他ほかの人とは撮りたいなんて思わないしさ」

　俯うつむきながら彼女は言う。それを見て佐間太郎はキュンとなった。かわええ。この娘、かわええ。一人で慌てるテンコかわええ。

　しかし、ポスンと手を叩たたくとあっさり意見を翻ひるがえした。

「あ。いまのなし。ある。男の人と撮ったことある」

「ガビーン!!　そ、そうなんだ!!　だけど俺、ぜ、全然ショックじゃないぜ!!」

　佐間太郎、思い切りガビーンと言っているのに、それは説得力がなさすぎである。

　彼の頭の中では一瞬で妄もう想そうが広がる。誰だ、誰と一緒に撮ったのだ。進しん一いちか？　進一ならまだ許せるが、自分の知らない誰かだったらどうする？　まさかどこかのサラリーマンに、お小遣いあげるからプリクラ撮ろうよ的なこと言われたりか!?　いかんぞテンコ、それはいかん。倫理的にいかんのだよ。大人が悪いと世間は言うが、大人の誘いに乗ってしまう少女も悪い。気持ちを強く持て、金に魂たましいを売るな！　っていうかテンコのバカ！

「パパさんと撮った」

　プシュー。これは佐さ間ま太た郎ろうの、取り越し苦労ゆえの鼻息である。

「なんだよ、オヤジかよ。なんでオヤジとプリクラ撮ってんだよ」

「パパさんがプリクラ撮ってみたいって言うから、一回だけね」

　なんにでもチャレンジする神様である。そういえば、ブルマ姿にもチャレンジしていたような……。

「じゃあ一枚目撮るよ。ほら佐間太郎、もっと近づいて」

　そう言ってテンコは彼の腕を引き寄せる。二人は頰ほおをくっつけて、カメラに向かった。

　画面に映る二人は、どこから見ても仲の良い恋人だった。佐間太郎は少し照れながらも、テンコを見る。

「なあ、この画面見てるとさ……」

「うん、そうだね」

　テンコはすぐに返事をした。彼女もまた、自分と同じことを思っていたのだ。気持ちが通じているようで嬉うれしい。

「そうだね、これじゃダメよね。美白モードにしないとね。えいえいえいえい」

　全然通じてなかった。美白モードなるボタンをテンコが連打すると、画面が光で溢あふれはじめ、二人の顔が真っ白になる。

「これでＯＫ」

「……なに、これ、誰だれかわかんなくない？　鼻とか消えてない？」

「なに言ってんのよ！　女の子はちょっとでも美白なのよ！　バカサマタロウ！」

『一枚目を撮るよー。はいポーズ★』

　自動音声が喋しやべると、すぐにフラッシュが光って撮影がはじまった。佐間太郎は思い切り半目で写ってしまう。

「なにこれ！　佐間太郎、気持ち悪い!!」

「だ、だってしょうがないだろ、心の準備が!!」

『二枚目撮るよー。はいポーズ★』

　そして二枚目。テンコはなんとかピースサインでポーズをつけたが、佐間太郎は直立不動のままだ。しかも半目。

「だからなんで目が半分しか開いてないの!!」

「知らないよ！　勝手に写すからダメなんだよ！　俺おれのタイミングで撮らしてくれ、俺のタイミングで!!」

『三枚目撮るよー。はいポーズ★』

　続いて三枚目。今度の佐間太郎は、意識しすぎて、マブタを力の限りゴゴオワアァと見開いている。どっちかというと、半目よりも具合の悪い感じに仕上がってしまった。

「だから佐間太郎!!　なんでこんな顔するのー！　妖よう怪かいに憧あこがれてるの!?」

「ハァハァ。だいぶタイミングつかめてきたぜ。次はいける！」

「プリクラで息切れすんな!!」

『四枚目撮るよー。はいポーズ★』

　完かん璧ぺきだった。佐さ間ま太た郎ろうはピースサインでポーズを決め、ニッコリと微笑ほほえみ、目もキラリンとすること天あまの川のごとし。これでテンコにも怒られまい。自信満々で画面を見ると、テンコが思い切り半目で映っていた。

「ゴミン。しくった」

「なんじゃそりゃ！　人が完璧だっていうのに、お前はそれかー！」

「しょうがないでしょ、あんたが何度も失敗しなければ!!」

　二人はカメラを無視して、向かい合って怒鳴り合いをはじめた。ちなみにカーテンの外では、子供たちが恐怖を感じてゲームコーナーから避難をはじめている。

「もー、あと一枚しか撮れないのよ！　最さい後ごはちゃんとしてよ！」

「お前こそ半目だったら罰ゲームだからな！　ブッコロ！」

「なによ、あんたこそ……」

　その時、興奮しすぎたテンコは、バランスを崩して佐間太郎にもたれかかってしまった。彼は驚いてそれを受け止めようとするが上う手まくいかず……。

『最後、撮るよー。はいポーズ★』

　二人が、まるでキスをする寸前のようなポーズになった瞬間、フラッシュが光った。












『おわりー。この中から好きな三枚を選んでねー』

　テンコと佐間太郎は、顔を赤くしながら画面に向かった。最後の一枚、どう見ても「俺おれたちキスしてプリってます」だ。

「さ、さまたろう……最さい後ごのは恥ずかしい」

「でも、他ほかは半目ばっかりだぞ……」

「うぅ……」

　結局、キスは恥ずかしいということで佐さ間ま太た郎ろうの半目一枚、テンコの半目一枚、佐間太郎のギョロ目一枚というセレクトになった。佐間太郎がカーテンから出ようとすると、テンコはそれを引き止める。

「なにしてるの？」

「なにって、終わりだろ？」

「バカ、これからが最大の盛り上がり、落書きタイムじゃないのさ！」

「のさって……。なに、それ？」

「このペン使って、写真に落書きすんの。ほらほら、佐間太郎も描いて！」

　なにをどう落書きすればいいのだろうか。よくわからなかったので、テンコの顔にヒゲを描いたら、すぐにいい角度で膝ひざが飛んできた。

「そうじゃないでしょ！　もっとかわいく！」

「かわいくって言われても……」

　じゃあお前はなにを描いてんだよ、とばかりに覗のぞき込むと『初プリ』と文字を書いている。

「初プリってなに？」

「初めてのプリクラってことに決まってるでしょ。んもう邪魔しないで！」

　テンコはそれから、ハートーマークをたくさん描き、さらに「大好き佐間っち」とピンク色の文字で書いた。そんな姿を見ていると、カワイイトコロアルジャン、と思ってしまうが、画面に映っているテンコは明らかに半目で、全然かわいくないじゃんなのである。

　とりあえず佐間太郎も落書きをするためにペンを構えた。そしてテンコの頭の上に天使の輪を、そして背中に羽を描いた。だけど、やっぱりテンコは半目だった。思わず大爆笑すると、また膝が飛んでくるのだった。




「もう満足したか？　プリクラ撮ったしな」

「してない！　まだデートの醍だい醐ご味み味わってなさそです！」

「なんだよデートの醍醐味って……」

「そりゃ佐間っち、デートって言ったら映画も見なくちゃいけないし、公園に行ってボートにも乗らなくちゃいけないし、レストランで食事の後は……キス!!」

「映画館も公園もレストランもなさそうだろ、このへん」

「えええっ!?　佐間っち、それってもしや、今すぐキスってこと!?　そんな、求め方がストレート!!　でも……イイヨ★」

「違うよ！　そうじゃなくて！　そもそもあっても行かないし！　いま、そんなことしてる場合じゃないだろがっ。あと、佐さ間まっちって呼ぶのやめれ」

「じゃあ、たろっち？」

「それもいらん」

「チェ。面白くないのー。ふんっ」

　いい加減このまま遊んでいてはマズイと思うものの、どこに行けばいいやらわからない。佐さ間ま太た郎ろうはテンコの手を引いて、無鉄砲に歩きまくった。すると次第に大通りから人通りの少ない住宅地に出た。裏道のような場所を歩いていると、徐々に空気が重くなってくるのがわかった。テンコは不安そうに彼の腕を摑つかむ。

　引き返した方がいい、そう佐間太郎が思った時、ジャリジャリと雪を踏み潰つぶす音が聞こえてきた。その足音は人間のものではない、異質な音だった。テンコと佐間太郎が振り返ると、路地裏から巨大な犬が顔を出したところだった。いや、よく見ればそれは犬ではない。顔は醜みにくく歪ゆがみ、皮膚は腐り落ちている。

　悪意で塗りつぶしたような色をしたそれは、以前フミコのペットだったあの動物型の悪魔だ。

「久シブリダナ」

　大きな口が動き、低い声が響く。テンコは恐怖のあまり、声も出ない。それは佐間太郎も同じだった。まだ神様の息子だった頃ころは、このような悪魔を見ても「なんとかなる」という自信が無根拠ながらにあった。しかし、人間になった今、彼らを見て浮かぶのは恐怖心だけである。それも、心の底から身震いするような、遥はるか北の国の吹雪ふぶきのように冷たい恐怖だ。

「ドウシタ、ソンナ顔シテ。俺おれノ体ガメズラシイカ？」

　以前に佐間太郎が彼を見た時は、それでも動物らしい形を保っていた。しかし今では、巨大な肉の塊かたまりが這はいまわっているような、異様な姿になっている。

「人間ガ俺ヲコウサセタ」

　悪魔は続ける。

「人間ノ心ガ俺ヲ醜クサセル」

　佐間太郎はなにも言わずにテンコを抱き寄せる。彼女を守るどころか、自分を守ることさえできないだろう。殺される、と彼は本能的に感じた。それでも、テンコを抱きしめずにはいられなかった。あるいはそれは、恐怖心からのことだったのかもしれない。

　自分はいかに無力で、悪魔にたいしてなんの術すべも持たないことを痛感した。

「オ前、人間ニナッタヨウダナ」

「ああ、それがどうしたんだよ」

　声を出すと、酷ひどく震えた声しか出なかった。

「ナラ恐ロシイダロウ。俺ノ姿ハ醜イダロウ」

　悪魔が口を開けると、腐敗臭が漂ってくる。悪魔の目は、深い谷の底から佐間太郎を見つめているようだった。悲しみにも似た表情を浮かべながら、ジリジリとにじりよってくる。テンコは佐さ間ま太た郎ろうの腕の中に隠れながら、どうすればいいのか必死に考えた。

　しかし、意外なことに悪魔は二人を通り過ぎると、何度か鼻を鳴らして言った。

「今日ハコレマデダ」

　裏通りをゆっくりと悪魔は去って行く。テンコは気の抜けた声を出して、その場に座り込んだ。佐間太郎は彼女の手を引き、安心させようと引っ張った。その途端、足に鋭い痛みが走った。雪の中に埋まっていた、木の枝が彼の足に刺さったのだ。

「いててて……」

「わ、さまたろ、大丈夫？」

「うん、大丈夫だけど、ちょっと血が……」

　足がジリジリと熱くなっていくのがわかった。悪魔は去ったというのに、なんてことのないことでケガをしてしまった。

「大丈夫？　どこかで休んだ方がいいんじゃない？」

「う、うん、そうだな」

　ズボンの生き地じ越しに、血が滲にじみ出てくるのがわかる。

　佐間太郎はテンコに肩を貸してもらいながら、ゆっくりと冬の道を歩いた。

　真っ白な雪の上に、微かすかに血が広がる。それは、遠くから見ると、赤い花が咲いているように見えた。

　テンコは必死になって、どこか佐間太郎が休める場所はないかと歩いた。空が暗くなり、風が温度を下げる。名前も知らぬ小さな橋を渡り、坂道を登ると小学校が見えた。あそこに行けば、保健室の医療道具を借りて手当てができるかもしれない。

「佐間太郎、あそこに小学校があるよ。助けてもらおう」

　しかし、佐間太郎は辛つらそうな声でテンコに言った。

「ダメだ。誰だれかを助けなくちゃいけないのに、助けを借りてる場合じゃない。俺おれたちだけでなんとかするんだ」

「そんな、あたしたちだけって言っても……」

　佐間太郎が小学校のグラウンドを見ると、そこにはプレハブの体育用具倉庫があった。

「あそこだ、テンコ」

「あそこ？」

　二人は誰にも見つからないように、こっそりグラウンドの隅を歩いて体育用具倉庫へと向かった。








第三章　鉄棒少女





　　






　仔こ猫ねこの鳴き声で目が覚めた。小さな窓から差し込むオレンジ色の光で、今が夕方だということを知る。俺おれはリュックに入れてあった牛乳を取り出して、仔猫に与えた。地面が粉っぽいのは、グラウンドにラインを引く石せつ灰かいがしまってあるからだろう。窮きゆう屈くつで寒いが、屋根があるだけでありがたい。高たか跳とび用のマットの上に寝転がり、俺はため息をついた。

　ため息は空中に白く浮かびあがると、考え事をするようにして揺らめいてから、憂ゆう鬱うつな様子で消えていった。

　足の傷の痛みが増し、ゆっくりと休むことができる場所が俺には必要だった。

　刑事たちをまいたあと、小学校を見つけた。校庭の隅には体育用具を入れるための小さなプレハブ小屋があった。危険かもしれないと思ったが、これ以上歩き回ることは肉体的にも精神的にも辛つらかった。俺はナイフを使って鍵かぎをこじ開け、小屋の中に入った。

　ドアを閉めると緊張がとけ、一気に疲れが襲ってきた。腹に乗る適度な重さの仔猫が気持ちよく、俺はいつのまにか眠ってしまった。

　表から子供の声が聞こえる。見つからないうちに逃げた方がいいが、人ひと気けのなくなる夜まで待つとしよう。俺は小さな窓から、こっそりと表を見た。

　窓からは鉄棒と、それで遊ぶ二人の小学生が見える。

　一人は男の子。三つ並んでいる鉄棒の、一番高いものを使って逆上がりをしている。もう一人は女の子。一番低い鉄棒にぶらさがり、地面を何度も蹴けり上げている。彼女も逆上がりをしようとしているのだろう。しかし、足はある高さまでいくと、重力に負けて地面に落ちてしまう。

　二人はなにも言わずに、無言で鉄棒をしている。二人の間には、見えない壁があるようだった。少年は何度か少女に話し掛けようとしたが、途中で躊ちゆう躇ちよしてやめてしまう。そしてそんなことどうでもいいというふうに鉄棒に戻った。

　少年が彼女に恋をしているのは明らかだ。俺は自分が子供の頃ころのことを思い出そうとして、やめた。そんなことをしてなんになる。くだらない。

　なにかを思い出そうとすると、決まって二つのことがが真っ先に浮かんでくる。

　ひとつは、夢だ。落ちていく夢。そしてもうひとつは、あの現場の記憶だ。真っ赤な血液と、倒れる男。俺は震えながら、自分の手にベットリとついた返り血を見ている。

　窓から顔を離はなし、タバコに火をつける。こんな場所でタバコを吸うなんて、俺も大胆になったものだ。きっと、疲れているんだ。見つかるんなら見つかってしまえばいい。そうなったらそうなったで構わない。

　それにしても、と俺おれは思う。あの少女の顔を、もっと近くで見てみたいと思った。俺の思い違いであって欲しいが、考えれば考えるほど、彼女に似ているからだ。

「待て待て、なにをバカなことを考えてるんだ」

　俺は煙を吐き出しながら、自分で自分を戒いましめる。頭を何度か振り、そんなことをしたらどうなるかよく考えてみろ、と口に出す。

　長い逃亡生活で疲れているんだ。だからこんなおかしなことを考えてしまうんだ。目立たないようにこっそりと、ひっそりと生きてきた。それなのに、小学校で子供に近づくなんて自殺行為だ。きっと子供は怯おびえ、教師に報告に行くだろう。そうしたらあの刑事たちもすぐに俺のことに気づくに決まってる。

　関かかわるな、ただの思い違いだ。あんな子供に惑まどわされることなんてひとつもない。

　気が付けば手が震えていた。まさか、そんなことはないと思いつつも、もしかしてと考えてしまう。仔こ猫ねこが俺の指をペロペロと舐なめている。ザラついた舌がくすぐったい。

　頭から可能性を追い出そうとしても、しっかりと張り付いて消えてはくれない。こうなったら、やはり自分で確かめるしかない。

「……しょうがないな」

　俺は仔猫をマットの上に置くと、立ち上がって静かにドアを開けた。

　外に出てすぐに後悔をした。やはりこんなことはするべきじゃなかったんだ。

　だが、もう後戻りはできない。冷たい風が薄いコートに吹き付ける。少女と少年は、俺が近づいてきたことに気づいたようで、なにごとかとこっちを見ている。それはそうだ。突然体育用具倉庫から男が出てきたら驚くだろう。

　俺は少年を見た。彼は俺に敵意を持っているようだった。あるいは、少女を守らなくてはならないと思ったのかもしれない。こんなに小さくても男だということなのだろう。

　次に少女を見る。やはり、と俺は思う。やっぱり彼女は、あの少女だ。

　彼女は少し怯えた表情で俺を見つめ返した。

「できないのか、逆上がり」

　少女に向かって俺は言った。自然に出た言葉だった。彼女は視線を外さずに、じっと俺を見ている。それからしばらくして、返事をした。

「できない。やってよ」

　なんでこんなことをしているんだろう。自分でも不思議だった。コートを脱ぎ、三本ある鉄棒の真ん中の一本に手をかける。子供用のものなので、とても低かった。足の傷が疼うずいたが、失敗することはないだろう。

「見てろよ、お嬢ちゃん」

　そう言って、地面を蹴けった。

　とても久しぶりの感じだった。世界がぐるりと回転し、空と地面が入れ替わる。空気の重さが一瞬だけ変化して、それからすぐに元に戻る。俺は逆上がりをしてから、地面に着地した。

「うわ、すごいすごい!!　もう一回やって、もう一回!!」

　彼女は言った。まるで、目の前で魔法を見せられたような顔をしていた。

「……ああ」

　その後、何度か少女にせがまれて逆上がりをした。いつのまにか少年はいなくなっていた。気が付くと空から冷たい雨が降ってきて、グラウンドに残っている雪に細い穴をあけた。

「雨だ。そろそろ帰れ」

　俺おれはそう言って、コートを羽は織おると体育用具倉庫へ戻ろうとした。すると少女は俺の後を面白そうについてくる。

「あそこに住んでるの？」

　しまった、と思った。やはり出すぎたことをしてしまったようだ。しかし、どうしてもそれを止めることができなかった。俺は舌打ちをする。

「住んでるわけじゃない。少し休んでいるだけだ」

「休むなら、もっと他ほかの場所がいいんじゃないの？」

「俺にはここがちょうどいいんだよ。余計なこと言うな。さっさと家に帰った方がいい。

　俺のことは誰だれにも言うなよ」

　少女を置いて、倉庫の中に入る。マットに寝転がると、猫が鳴きながら俺に飛び乗ってきた。少しさらされただけなのに、身体からだの芯しんまで染み込むような冷たい雨だった。カーテンをひくようにして空が暗くなり、風の音が不吉な知らせのように聞こえる。

　タバコに火を点つけ、煙を吸い込む。軽くなった箱の中を見ると、あと数本しか入っていない。またどこかで拾ってこなければならない。

「あ。猫だ」

　突然の声に驚くと、ドアの隙すき間まから少女が見ていた。彼女は遠慮なくそのまま中に入ってくると、俺の腹の上に乗っている猫に手を出した。

「かわいい、ね」

　そう言って俺を見る。まったく、厄やつ介かいなことになりそうだ。早く彼女を追い払わなければならない。親が帰りが遅いのを心配して捜しにきたら面倒だ。

「欲しければやるぞ？　持って帰れ」

「そういうわけにはいかないよ。あなたの猫でしょう？」

　大人びた表情で少女は言った。

「それに、うちのマンションでは猫は飼えないの。そういう決まりなの」

　猫は彼女の肩に飛び乗り、少女の頰ほおをペロペロとなめている。

「ダメ、くすぐったいよ……。ねえ、この子の名前は？」

　彼女は猫を抱きかかえると、俺にそう聞いてきた。名前なんてない、と答えようとしたが、思いつきでつけたことを思い出す。

「ササミ」

「ササミ？　猫の名前がササミ？」

「変か？」

「変だよ。それって変。すごく変。とっても変。それに……」

　俺おれはため息をついて、リュックからササミと牛乳を取り出す。猫は少女から離はなれると、嬉うれしそうにササミを食べ、牛乳を飲んだ。

「こいつはササミが好きなんだよ。だから『ササミ』だ」

「牛乳も好きそうじゃない？　だったら『ミルク』でもよくない？」

「そんな変な名前は嫌だ」

「……ぷっ」

　彼女はおかしそうに笑うと、お腹を押さえながら言った。

「ササミの方が変だよ。あなた、本当に変な人ね」

　こんな子供にバカにされるなんて、俺も落ちたものだ。なにか彼女を追い出す方法はないかとポケットをさぐると、例の小さな箱があるのを思い出した。

「そうだ。お前にこれをやる。だから、さっさとここから出ていくんだ。ほれ、世界の魚シリーズだぞ。流は行やってんだろ？」

　箱を放ほうり投げると、少女はそれを受け取ったものの、不服そうな顔をする。

「こんなの低学年の子が集めるものよ？　私は高学年だもの、興味ないわ」

　そういうものなのか、と俺は思う。俺からしたら、同じ小学生だ。

「ガキがなに言ってんだか……」

「むっ。ちょっと取り消してよね。ガキじゃないんだから、こう見えても立派なレディーなんですから」

　頰ほおを膨らます彼女を見て、俺は自分も子供の頃ころはこうだったんだろうか、と考える。しかし、いくら考えてみてもなにも思い出せない。俺は、いつ大人になったんだろう。

「それよりあなた、ケガしてるでしょう？　このハンカチを使って」

　少女は俺に白いハンカチを押し付けた。

「お兄ちゃんに迷惑をかけてるみたいだから、今日は帰る。でも、そんなに迷惑がるなら、どうしてあたしに声をかけたの？」

　もっともな質問だった。俺はタバコを吸いながら答える。

「夢で見たんだよ」

「夢で？」

「そう、夢の中に出てきた子と似てたから、つい、ね。でもただの偶然だ。なんてことはない」

「どんな夢？」

　少女は俺の目を覗のぞき込む。その顔は、やはりあの夢と同じだ。

　暗い闇やみに落ちていく、あの夢。毎晩見る、リアルで恐ろしい悪夢。

　あれは運命なのだろうか。俺の未来を示しているんだろうか。いつかあの夢の通りに闇に引きずり込まれてしまう気がして、奥歯がカチカチと音を立てた。

「どんな夢でも関係ない。もう帰るんだ」

「えー。うーん、わかった。わかったけど」

　不満そうに彼女は続けた。

「でも約束して。私に無断でここから出ていかないでね。ちゃんと、教えて」

　無断でって、こんなところにずっといるわけないじゃないか。

「なんでわざわざ……」

「いいの、とにかくそうするの」

「……はいはい」

　まあ聞くだけ聞いておけばいい。俺おれが新しいタバコに火を点つけていると、少女は世界の魚シリーズの箱を開け始めた。

「なんだよ、興味ないんじゃないのかよ」

「だってせっかくあなたから貰もらったプレゼントだもの。開けてもいい？」

「もう開けてるじゃねえか。どうだ、なにが出たんだ？　クラゲか、イカか？　それとも他ほかのか？」

　少女は中から、小さな魚のオモチャを取り出す。

　そして、言った。

「エンジェル・フィッシュ」





　　






　佐さ間ま太た郎ろうは、誰だれかの声が聞こえた気がして目を覚ました。辺りを見回すが、テンコの他には誰もいない。彼女は彼の肩に顔を埋うずめて眠っている。ということは、空耳か気のせいだろう。疲れているのかもしれない。溜ため息いきをつき、テンコを引き寄せる。

　そして、夢のことを考えた。

　今までは夢の中の出来事をなぞるように行動していたが、今回はそれが逆になった。佐間太郎たちが体育用具倉庫に入ると、それを真ま似ねするようにして夢が同じ行動を取った。これはどういうことなんだろうか。こっちでの出来事が、向こうの世界に影響を与えているのだろうか。それとも、佐間太郎がどこに行こうと、夢の男は体育倉庫にくる運命だったのだろうか。

「むにゅ……。あれ、さまたろ、起きたの？」

　寝ぼけ半分でテンコがこちらを向く。顔の距離が近すぎて、思わず返事をする声が上ずってしまった。

「お、おう」

「夢、見たの？　聞かせて？　チーン」

「チーンてお前、誰のハンカチ、それ」

「わかんない。そこに置いてあったから、鼻かんでみた」

「おいおい……」

「で、夢に進展はあったの？　次はどこに行けばいいのかな？」

「それなんだけど、夢を追いかければいいってわけじゃないみたいなんだ」

　テンコは体育座りをして、寒そうに自分の脚をさする。吐く息が白くなって、倉庫の中を漂った。

「どういうこと？　だってパパさん、ヒントは夢って言ったんでしょ？」

「ああ。だけど、夢の通りにしてるだけじゃダメみたいだ」

「そうなんだ難しいね……」

　夢の中の出来事を、順を追って考えていく。最初は夢が佐さ間ま太た郎ろうたちをリードするような形だった。しかし、今度は彼らの方が夢をリードしているようにも思える。

　夢が佐間太郎たちに影響を与え、佐間太郎が夢に影響を与える、ということだろうか。

「うー、わかんねーなー」

　髪の毛をグシャグシャとする佐間太郎。こうして体育倉庫にいると、自分が夢の中の世界にいるみたいだった。夢と同じ場所、同じ光景。頭が変になりそうだ。

「あ、そういえばさ、お前っぽい女の子が出てきたぞ」

　佐間太郎は、夢に出てきた少女のことを思い出した。鉄棒工場騒ぎの時にも見た、あの少年と少女。

「え、あたしついに登場!?　なになに、あたしどんなの!?　美少女!?」

「小学生」

「ナヌー!!　ナニショレ!!　ロリータコンプレックス!!」

　テンコはそれがまるで必殺技の名前かのように連呼しながら、佐間太郎をバシバシと叩たたく（「ロリータコンプレックス！　ロリータコンプレックス！」）。












「痛てえな！　叩くな、叩き過ぎだぞ!!」

「うるしゃい、うるしゃい、この変態めっ！　そんなに幼女が好きかっ!!」

「誰だれも言ってないだろ、そんなこと!!」

「あ!!　ちょ、ちょっと待ってよ佐間太郎……」

　その時、テンコは不意に怯おびえた表情になって彼から離はなれた。それは、恐るべき事実を目まの当たりにした恐怖の顔であった。

「どうしたテンコ、なんか見たのか？　どうかしたのか？」

「どうもこうも……大変だよ佐間太郎……。あんた、大変なことになってるよ!!」

　そう叫さけんで、ビシッと指をさす。佐間太郎は、どんな大変なことになっているのだろ。

「なに？　俺おれ、別に変わりないと思うけど……」

「変わりあるよ、ありすぎるよ！　あんた、変わっちまったよ！」

「だから、そういう小芝居はいいから、さっさと結論だけ言え!!」

「くさい」

　テンコはハナをつまんで、そう言った。それが、結論だった。

「……え？」

「佐さ間ま太た郎ろうがくさいー!!　大変だー、くさいよぉ!!」

　わーんと泣き出すテンコ。突然、臭くさいと言われた佐間太郎はショックである。まさかそんなことがあるわけないと、自分の身体からだをクンクンしてみる。が、確かに汗臭かった。悪魔と対たい峙じした時に、嫌な汗をたくさんかいたからだろうか。人間の身体になった彼は、汗をかいたら当然臭くなるのであった!!

「ってことは、お前も臭いだろ？」

　そう言いつつ、ズリズリとテンコに近づいてみる。

「きゃあああああ！　やめてよ！　こないで！　クサ太郎、こっちこないで！」

「クサ太郎って、お前だって人間なんだし汗かいたら臭くなるだろがよ！　いいから嗅かがせろ、臭においを嗅がせろ！」

　鼻の穴をヒクヒクさせながらテンコに近づくクサ太郎。ちょっとした性犯罪っぽいシチュエーションだが、これは「犯罪」ではない。「ギリ犯罪」ぐらいだ。

「ダメ、こないで佐間太郎！　ごめんなさい、多分あたしも臭いからこないで！」

「うるさい、嗅がせろ！　証明してみろ！　靴下出せ、靴下!!」

「なんで靴下なの！　なんでそんな一番デンジャラスなところからなの!!」

「いいから出せ！　嗅いでやる！　思う存分クンカクンカしてやる!!」

「やだ、変態！　ちょ、あ、や、だ、ダメ、あ……やんっ」

　テンコは必死で抵抗したが、男の力の前では、か弱き少女はなにもできなかった。ブーツを無理やり脱がされ、さらにスルスルと靴下を取られてしまったのである。

「はぁはぁ……グスグス……もう許してつかーさい……」

「往おう生じよう際ぎわが悪いな。ふふ、靴下はこっちのもんだぜ」

　靴下をプラプラとさせながら、ニヤッと笑う佐さ間ま太た郎ろう。最初は変態チックなだけだったが、なぜか今では立派な変態になってしまった。むしろオカルトだ。オカルトばっかりのこんな世の中じゃ。

「それでは嗅かがせてもらう」

　佐間太郎はテンコの靴下を鼻の前に持ってきて、思い切りその臭においを嗅ごうとする。しかし、大きく息を吸い込もうとした瞬間、テンコは置いてあったサッカボールを思い切り彼に投げつけた。顔面に黒と白のボールが激突し、彼は目を白黒させる。

「ぐおあぁっ!!　な、なにすんだ!!」

「なにすんだじゃない！　それ以上やったら、ファンタジーな世界観が消える！」

「なんだそれ！　この世界に一個もファンタジーなんかねえぞ！」

「あたしはファンタジーでいたいの！　夢の世界の住人でいたいんだってば！　佐間太郎のバカー!!」

　テンコは涙ぐみながら（もちろん噓うそ泣き）、体育倉庫からダッシュで逃げようとする。なんだかんだとやんやか言ってはいるが、結局は靴下の臭においを嗅がれたくないだけである。佐間太郎はその後姿に、ボソッと呟つぶやいた。

「温泉行くか？」

　ダダダダダダと走っていたテンコは、ピタッと止まり、数十秒間無言となった。その後、ニンマリとした表情でゆっくりと振り返ると、たった一言だけ告げる。

「いぐ」

　もちろん「行く」のことである。しかし、嬉うれしさのあまり、妙な濁音が入ってしまうテンコであった。めちゃくちゃ笑顔。
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「騙だまされました」

　めちゃくちゃ泣き顔。

　佐間太郎はテンコの隣で「んおっ？　どした？　なにか問題でもあるか？」的な笑顔を浮かべている。ここは体育用具倉庫のある小学校から、少し離はなれた場所。

　目の前には大きな煙突。そこから白い煙がモクモクと出ている。

　時刻は夜の八時過ぎ。テンコは温泉に行けると思い、ウキウキで出かける準備をしたのだった。しかし、どうも佐間太郎の様子がおかしい。温泉に行くなら、まず電車に乗って温泉地へと向かわなければならない。それなのに、駅に向かう気配はなく、トコトコと商店街かなんかを横切ったりしているのだ。

　はっはーん、こりゃ騙だまされるな。そうテンコは察した。しかし、人を頭から疑ってかかるのはよくない。もしかしたら、この街のどこかに温泉宿があるかもしれないのだ。そんなこんなで黙って彼のあとをついて歩くこと十数分。

　目の前には高い煙突。「男」「女」という文字が書いてあるドアにゲタ箱。

　どこからどう見ても銭湯であった。

「騙されました。あたし、あっさり騙されましたよ！　これ、銭湯じゃないのさ！　世に言う、ヨコチョノフロヤじゃないの!!」

「なんだよ、不満かよ。温泉も銭湯も似たようなもんだろ？」

「全然違う！　温泉と銭湯は全然違うの!!　やだやだ、スイカバーとガリガリくんぐらい違う！　どっちも好きだけど!!」

「うるさいなあ。どっちにしろ、俺おれらは臭くさいんだから、お風ふ呂ろ入って汗流さないとな」

「らって言うな！　俺らって言うな！　あたしは臭くないもん。ジャスミンだもん」

「はいはい、ジャスミンジャスミン。インディアンジャスミン」

「あしらうなよう！　あたしのことあしらうなよう！」

　唇を尖とがらしながら、エグエグと泣くテンコ。そんな彼女を無視しつつ、佐さ間ま太た郎ろうは「男」と書いてあるドアへと向かう。

「ほら、お前も早く入ってこいよ。また雪降り始めたら寒いぞっ？」

　空には、粉砂糖のような雪が風に吹かれて舞っていた。テンコは鼻水をすすりながら、確かにこりゃ寒いねと思う。早くお風呂に入ってユッタリしたい。温泉宿に一泊とか考えていたけれど、無理っぽいので銭湯でもいいかしらんと妥だ協きようする。

「ああ！　あたしってば妥協の産物!!　悔しい!!」

　オーマイガッ、という感じのポーズでテンコは「女」と書いてあるドアを開ける。結局二人はこうして銭湯へと入っていった。

　入り口からドアを開けて中に入ると番ばん台だいがあり、そこで入浴料金を払う。銭湯というのはどこも同じような造りなのだろうか？　世田谷せたがやにある「鶴つるの湯」と、まったく一緒の配置であった。佐間太郎は、番台でタオルと石けんなどを買った。手ぶらでやってきても大丈夫なように、銭湯は色々と売っているのだ。すぐ奥には広めの脱衣所がある。スポーツジムのロッカールームのようなものだと思ってもらえればいいだろう。体重計などに交まじって冷蔵庫があり、中には牛乳やらフルーツ牛乳やらコーヒー牛乳やら、「湯上がりと言えば牛乳以外は認めませんから。殺す」という心意気で、様々なバラエティに富んだ牛乳が入っている。

　佐間太郎は服を脱いでロッカーに押し込むと、浴場へと向かった。いくつも蛇口が並んでおり、その中のひとつを選んでシャワーを浴びる。タオルに石けんをこすりつけ、身体からだを洗った。

　人間になって初めて身体からだを洗った佐さ間ま太た郎ろうは、こんなにも気持ちがいいものかと驚いた。タオルを使って、身体から疲れを押し出しているような気持ちにさえなった。

　足の怪け我がは大したことがなかったようで、血は完全に止まっていた。お湯をかけると少し染みたが、それぐらいどうってことはない。

　シャワーで泡を流すと、今度は湯船に入る。何人も同時に入れる大きな浴槽の中に足を入れると、とんでもない熱さだった。

「う……これはかなり熱いぞ……」

　と言いつつ、ゆっくりとお湯に浸つかる。ジンワリとした感覚が全身を包み、呼吸が浅くなる。熱さに耐え、我慢していると、次第にそれも心地良さに変わっていった。

　フゥ、と息をついて天井を見上げる。男湯と女湯はもちろん別だが、それらを隔てる壁は天井の少し手前までしかない。つまり、上の方がつながっているのだ。もちろん背を伸ばして覗のぞけるような高さではないが、向こうにテンコが裸でいるんだと思うと、妙に鼓動が速くなるのを感じた。

「や、やばい。あんまり想像すると、なんていうか、やばいことになりそうだ」

　年とし頃ごろの人間男子としては、あまり想像してはいけないのである。鼻血で済めばいいが、耳血的なものが出たら大変だ。血が上半身にいかず、下半身にいってしまったらそれこそ一大事だ。湯船から出られなくなる。

「ふぅ、やめとこう、やめとこう」

　空想エックスに浸ひたっていた佐間太郎は、頭を振って湯船からあがった。思考が全すべてピンク色で染まる前に、シャンプーをして頭を洗ってしまおうと思ったのだ。

　適当に座り、シャワーで頭を濡ぬらす。それから頭を洗おうとして、自分がシャンプーを持っていないことに気づいた。しまった、こりゃまいったぞ、と佐間太郎は髪の毛をしっとりさせながら考える。

　タオルと石けんは買ったのに、シャンプーを忘れるとはウッカリ男だん爵しやくである。このまま脱衣所まで戻ってシャンプーを買うのもなんだなーと思っていると、ふと天井の隙すき間まが目に入った。そうだ、上は女湯と繫つながっている。ということは、テンコにシャンプーを借りればいいのだ。

「お、おーい、テンコー」

　彼はそう呼びかけた。しかし、お湯の流れる音や人の話し声によってかき消されてしまう。これは、女湯に聞こえるようにするには、結構大声で叫さけばないといけないらしい。ちょっと恥ずかしい。

「テ、テンコー!!　シャンプー貸してくれー!!」

　思い切って、そう叫んでみた。すると、向こうから「いーよー」という声と共に、もの凄すごい勢いでシャンプーの小さなボトルが飛んできた。佐間太郎の頭にボトルは直撃し、軽い痛みが走る。

「あいつ、絶対わざと全力で投げやがった……」

　と思いつつも、貸してくれたのだからありがたい。しかし、シャンプーのボトルには「ちょうど一回！　使いきりサイズ!!」と書いてある。嫌な予感がしたものの、一応キャップを開けて、手にとってみようとする。

　……が、出てこない。テンコのやつ、わざと完かん璧ぺきに使い切ったんじゃないかしらんと思うぐらい、一滴も垂れてこない。使い切った空容器を投げてくるとは、いい度胸してるじゃないか。絶対あとで殴ってやる。彼はため息をつく。

　その時、横にいた人がシャンプーをしているのが見えた。彼の前にはやはり使いきりサイズのシャンプーのボトル。うーんと悩みつつ、佐さ間ま太た郎ろうは泡まみれの人物に声をかけた。

「あの、シャンプー、少し借りていいですか？」

「え？」

　その「え？」は、非常に感じの悪い「え？」であった。シャンプー借りたいって言っただけなのに、どうしてそんなに怖い声が出せるのですか、と佐間太郎は震えた。しかし、次の瞬間には「あ、いいよ。残り少ないけど。どうぞどうぞ」と、彼は明るく答える。なんだ、さっきの「え？」は自分の思い込みだったか、と考えながら、佐間太郎はシャンプーを借りて髪の毛をあわ立てた。

「ありがとうございます」

「いいえ、どう致しまして」

　シャコシャコと頭を洗いながら、隣の人との会話。ああ、銭湯って心の交流があるよね。そんなことを思っていると、彼は佐間太郎に言った。

「さっきの、恋人？」

　チガイマス。なぜかそう即答したかった佐間太郎だが、一応、あいつは、あれでも、彼女なので「はい、そうです」と言った。今まで自分の中でテンコは恋人というのはあったが、こうして他人に言うというのは初めてだ。改めて口に出してみると、非常にこっ恥ずかしい、むずがゆさを感じてしまう。

「付き合って長いの？」

「いえ、その、数日前に付き合い始めたばっかりです……。もともと幼おさな馴な染じみみたいなもんなんですけどね……」

　シャコシャコと頭を洗いながら、佐間太郎は顔を真っ赤にする。なんでどこの誰だれとも知らない人に、こんな赤裸々トークをしているのだろうか。あぁ恥ずかしい。

「俺おれなんて幼馴染みも恋人もいないから羨うらやましい限りだな」

　男は自じ嘲ちよう気味に笑い、シャンプーを続ける。二人して目を閉じ、頭をゴシゴシ洗いながら会話をするというのも妙な感じだ。

　しばらく会話をした後、佐間太郎は先に洗髪を終え、そのまま脱衣所へと向かった。男はずいぶんと念入りに髪の毛を洗っているようで、彼が服を着た後でも、まだゴシゴシとやっていた。

　外に出ると、銭湯の前でマフラーを首にグルグル巻いたテンコがしゃがみこんでいた。

「いつもあたしが先なのよね……ぐすん」

　いつだったか、前に佐さ間ま太た郎ろうとテンコは一緒に銭湯に行ったことがあった。その時も彼女の言う通り、佐間太郎の方が後に出てきたのだ。

「ごめんて。てか、シャンプー空だったじゃねえか」

「ふんだ。知らないもん。ハフー寒い寒い」

　両手をこすり合わせ、息を吐きかけているテンコに向かって佐間太郎は言った。

「そうだ、今日は暖かい場所で寝ないか？」

「えー！　本当にー!?」

　テンコ、一気にその場でジャンプ。しょーりゅーけんしょーりゅーけん。

「温泉がダメだったから、せめて宿だけでもってこと!?　さすが佐間太郎、気が利きくじゃない！　で、どこどこ？　高級ホテル？　雰囲気のある隠かくれ家が的な宿？　ねね、教えてよ！」

「バーカ、そんな金あるわけないだろ」

「え……はれれ？　だって、暖かいところって……」

「ここにくる途中見つけたんだよ。きっと、体育倉庫よりはマシだと思うよ」

「うー……宿……」

　彼の言い振りにテンコはガックリコンとした。確かにお金もあまり持たずに出発してしまったのだから（既にこの時点で無計画だ）、ホテルに気安く泊まれはしないだろう。

　佐間太郎は一体なにを考えているのだろうか……。
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「寒いでふ」

　テンコ、めちゃくちゃ鼻水。

「だー！　なにが暖かいのよ！　噓うそつき！　っていうか、噓はき！　ウソハキ！」

「バカ、あんまり大声出すなっての。崩れるだろ！　あとバレる！」

「うー。どこに連れてってくれるのかと思ったら、人んちの庭じゃないですか……」

「まあな。でも屋根があるだけマシじゃないか。それに、こういうのって意外に暖かいんだぞ？」

「いや、寒いでふ。普通に家の中でコタツ入ってた方が暖かいでふ」

「そりゃコタツと比べたらあれだけどさ……」

　二人はどこにいるのかというと、銭湯に行く途中で見つけた民家の庭にいるのである。庭には、子供たちが作ったであろう大きなかまくらがあった。佐間太郎はそれを見て、おやおやあれぐらい立派なかまくらだったら、ちょいと泊まってもいいんじゃありませんかと思い、こうしてテンコとヒッソリ場所を借りているのである。

「これ、住居不法侵入じゃないの？」

　かまくらに入る時、テンコは不安そうに言った。佐さ間ま太た郎ろうは「大丈夫、このかまくらは住居じゃなくて娯楽的な意味合いだから」と笑っていたが、彼女が伝えたかったのは、庭に入った時点でアウトなんじゃないの、ということである。日本の法律って難しい。

　それにしても、庭に足を踏み入れた時、かまくらの陰に隠れていた犬小屋が目に入ったのにはさすがの二人も驚いた。強暴な犬が出てきて、猛烈な勢いでお尻しりとか嚙かまれて、マンガみたいに「もうこりごりだよー」とか言いながら逃げなくちゃいけないかと思ったからだ。

　しかし、息を飲んだ二人の前に現れたのは、耳の大きな茶色い老犬だった。犬小屋にはマジックペンで「ラッキー」と書いてあったけれど、あんまりラッキーな感じの外見ではないように思えた。そんなにキュートでゴキゲンではなく、どっちかというと「ビッグ」とか「デカさが売りです太郎」という名前の方が似合う、やたらに大きな犬だった。

　犬は目が隠れるほどに毛が伸びていて、山奥に住んでいる仙人のような雰囲気を漂わせていた。二人と一匹は、かまくらを挟んでジッと見詰め合ったままだ。

「あの、えーと、ラッキー先輩。かまくら、お借りしてもいいでしょうか？」

　沈黙に耐えかねたテンコが言うと（年上そうだから、先輩だ）、ラッキー先輩はウーンと少し考えた後に「わふん」と小さな声で鳴いた。

「いいよ、って言ってる」

　テンコは、あっさりと佐間太郎に言った。

「お前、犬の言葉なんてわかんないだろ。無責任に……」

「無責任じゃないよ。そりゃ犬の言葉はわからないけど、なんとなく、そう言ってる気がするの……」

　彼女はラッキー先輩に近づいて、その頭をナデナデと撫なでた。先輩はくすぐったそうに顔を振り、口から大きく息を吐いた。佐間太郎がペコリ、と頭をさげると、先輩もペコッと頭をさげる。

「すごいよ、頭いいよ、ラッキー先輩。もしかして、言葉わかるんじゃない？　喋しやべらないかな。アーアー、テンコデース、キコエマスカー？」

　テンコは先輩の顔を触りながら、マイクテストのように喋っている。もちろん先輩は言葉など話さない。ムフン、と鼻息で返事をして、犬小屋へと戻って行ってしまった。

「あ。行っちゃった……。ちょっとぐらい喋れると思ったんだけどな……」

「んなわけないだろ。家の人に見つかる前に、かまくらの中に入るぞ。そんで、朝早く出ていくんだからな」

「初めてのお泊りがかまくら……ガッカリ」

「なんだよ、いいだろ、子供時代を思い出しそうでさ。中はあったかいんだからな……」

　そう言って佐間太郎は中に入り、テンコも続く。

　そして十分後。この会話である。

「だー！　なにが暖かいのよ！　噓うそつき！　っていうか、噓はき！　ウソハキ！」

　そう。かまくらは寒かった。テンコは鼻水をアメリカンクラッカー的にブラブラ揺らしながら文句を言う。佐さ間ま太た郎ろうは黙って地面に横になる。彼女がうるさいので、壁の方を向いてみた。

「……寒いな」

　当然だった。雪の上に直接寝転んでいるのだから、寒いに決まっている。

「ちょっと佐間太郎、このままじゃ凍え死んじゃうよぉ……」

　体育座りの姿勢で、テンコがズリズリと近づいてくる。そして寝転んでいる佐間太郎に、ピトッとくっついた。

「うー。寒いよぉ。どうすればいいの？　やっぱりこういう時って、裸になって温めあうの？」

「そんなことしねえよ！　お前、そういう知識はどこで仕入れてくるんだよ」

「だって美み佐ささんが、遭難したらそうしろって……」

「遭難してないし。ただ寒いだけ。我慢しろ。ひっつくな」

「ちぇっ」

　と舌打ちをして、離はなれるテンコ。すると、今まで彼女がくっついた部分がひどく寒く感じられた。確かにこういう時は寄り添い合っていた方がいいみたいだ。佐間太郎は少し考えてから、小さな声で言った。

「近づけばいいだろ……」

「え？　なに？」

　離れている上に、壁の方を向いていたせいで声が聞こえなかったようだ。しかし、ひっつくなと言った手前、やっぱり近づこうと二度は言いにくい。

「いや……その……もっとね、近くでさ……二人で体温をだね……」

「だからなに？　聞こえないんですけど」

　たぶんテンコは、唇を尖とがらせてスネているのだろう。長い付き合いだ、見なくてもわかる。もっと大きな声でハッキリ言わなくては、彼女はこっちにやってこないはずだ。

「はぁ……わかったよ、ちゃんと言えばいいんだろ……」

　佐間太郎は恥ずかしいながらも覚悟をして、大きな声で言おうとした。二人で温め合おうぜ、と。

「あのさ、テンコ。二人で──」

　そこまで言った時、彼は息を飲んだ。なぜなら、テンコが佐間太郎の背中に身体からだをピッタリと重ねるようにして寝転んだからだ。

「わぁ、あったかいね」

　彼女の声が微かすかに聞こえた。ど、どうしたんだ、こんなのテンコらしくないじゃないか。ハッキリと「近くにおいで」と言っても「いかないもん！　バカさまたろ!!」なんて怒鳴られるのを想像していたのに、急に身体を密着させてきたのである。

「ど、どうした……テンコ」

　身体からだを硬直させながら、佐さ間ま太た郎ろうは呟つぶやく。あまりの密着度に、振り返ることさえできない。

「ん……はぁ……」

　彼女の吐息が肩越しに聞こえる。触れ合っている部分から、ジンワリとした温かさが伝わってくる。

「う……。その、そんなにくっつかなくても……いいんじゃないか？」

　言った直後だ。テンコは佐間太郎の首筋にキスをした。柔らかい唇の感触が首に残り、彼は頭の中がモフンとなった。モフン、と。

「きゅ、急になに……すんだよ」

「いいじゃない、それくらい」

　突然のことに意識が朦もう朧ろうとしたのか、彼女の声の距離感がつかめない。かまくらの中で声が反射しているのだろうか。まだ体験したことはないが、お酒を飲んで酔っ払うとこんなふうに気分が高こう揚ようするのかもしれない。

「い、いいけど。今はこんなことしてる場合じゃ……」

　また首筋に吐息がかかった。今度はさっきよりも長い時間のくちづけ。佐間太郎は声も出なくなる。

「あの……えと……その……」

「なに？　もしかして、気持ちよかった？　うふふ、あたしもして欲しいなぁ」

　な。なんてことを言うテンコだろう。そんなこと言っていいのだろうか、テンコのくせに、そんなこと言っていいのだろうか。

　頭の中がグルグルとしてきた。すると今度は、耳をペロッと舐なめられた。背筋にゾクゾクゾクッと、言いようのない震えが走る。テンコってば、まさか人間になって性格が変わってしまったのだろうか。イケナコだ！　イケナイコテンコだ!!

「あ、ちょっとよだれついちゃった」

　大胆不敵！　なんなのコイツ！　なんで今こ宵よいはそんなにそんななの!?　佐間太郎の心臓はバックンバックンと高鳴り、爆発するんじゃないだろうかとさえ思えた。ペロッと舐めた後もテンコは、唇を耳から離はなさずに、熱くて湿った吐息をずっと繰り返している。

　はぁはぁという少し乱れた呼吸が、佐間太郎の「年とし頃ごろの男子スイッチ」を押しそうになってしまう。このスイッチを押せば、どんな気の弱い男子も「ぼ、ぼ、僕だって男の子なんだぞ!!」と言って大胆になってしまう恐怖のスイッチである（よく色っぽい家庭教師のお姉さんが、このスイッチを押してしまうそうである）。

「うーうー。むーむー」

　これは佐間太郎の苦く悶もんの声である。振り返って、ＤＡＩＴＡＮなテンコを抱きしめたい。抱きしめて、俺おれだってなんかこう、色々したい。でもここは人んちの庭である。そんなところで、色々したらマズイ。勝手に寝てるだけでもヤバいのに、もっとヤバいのである。しかし、テンコの次の行動で、遂ついに彼の年頃の男子スイッチは押されてしまう。

「ペロッ」

　と、テンコは佐さ間ま太た郎ろうの首筋を舐なめ、そのまま鼻をピトンとくっつけたのである。なんかもうこれ「あたし、準備オッケイですから」みたいなトーンの動作じゃないですか!?佐間太郎の心は最高潮になり、そりゃもうボンバイエでありガタメキラであった。首筋に当てられたテンコの鼻から、熱い息が流れ出て彼をくすぐる。これはもう、大変なのだ。ああ、テンコがゴニョゴニョと鼻を押し付けてくる。これは世に言う「イチャイチャする」という行為なのではないか。イチャイチャ、なんと甘美な響き。イチャイチャ、口にすれば心はハッピー。この、少し濡ぬれた鼻がなんともチャーミングで──

　濡れた鼻？

「そうか……」

　佐間太郎は、そこで全すべてを察してしまった。あぁ、そうか、そういうことか。深呼吸を何度かしてゆっくり振り返ると、予想通りラッキー先輩が彼に抱きつき首をベロンベロン舐めていた。その先輩の背中にテンコはもたれかかり「あったかいね」などと言っている。

「ちくしょう!!　なんだよ、ちくしょう！　なにがラッキーだよ！　うわああんん！」

「なに、どうしたの！　佐間太郎!?　どうしたの!?」

「うるさい、首がヨダレまみれだ！　犬のヨダレ！」

　こうして佐間太郎は泣きながらラッキー先輩に舐められ続けるのであった。わんわん。




　ラッキー先輩は二人が寒がっていると思い、わざわざかまくらにやってきてくれた。さらに、犬小屋の中にあった毛布を口にくわえてきた。毛布は定期的に交換されているようで、洗濯せっけんの香りがする。

　テンコは毛布に包くるまりつつ、ラッキー先輩にしがみついていた。よほど温かいようで、ヌクヌクと幸せそうな顔をしている。一方佐間太郎は、寒いし、さっきはとんだ勘違いでガッカリだしでイライラしているのであった。

「あーもーちくしょう……ガッカリだよ……」

「なに、どしたの、さまたろ。舐められたことに怒ってるの？　いいじゃない、あれくらい」

「どうもしない。いや、どうかしたけど言えないんだよ！　言えないけどガッカリなんだよ!!」

「なにそれ？　変な佐間太郎。でも、あたしもガッカリすることあったもん」

「なんだよ、そんなにヌクヌクしてるくせに……。あ、まさか、まだ温泉とか寝ぼけたこと言ってんのか？」

「ううんそうじゃなくて。さっき銭湯でお風ふ呂ろに入ったでしょう？　その時、身体からだ洗ってたんだけど……」

「ガッカリしたのか？　なにに？」

「脚にね……その……なんていうか、毛がね」

「そ、そうなのか。モッサリか」

「モッサリじゃない！　そんなに、モッサリじゃないけど、その、結構っていうかね、脚にだね、毛がだね」

「アシゲってやつだな」

「そうなの!?　アシゲって言うの!?　うー。でも、その、産うぶ毛げみたいなのだから、よく見ないとわからないと思うんだけどね」

「そっか。生えてたのか。毛が」

「う、うん。天使の頃ころは毛なんてなかったからビックリした。ううん、もしかしたらあったのかもしれないけど、もっと非現実的っていうかね。そもそもお人形さんみたいな脚だったし、プラスティックみたいな質感だったの」

「そうか？　結構こう、生々しかったぞ？」

「あんたはエロスだからそう思ったかもしれないけど……。でも、あたしからしたら、全然違う。やっぱり人間って、変。不便だし変だし、リアルだし。天使とは全然違うのね」

「そうだな。俺おれも人間になって思ったけど、前の身体からだと全然違う。これはこれで悪くないと思うけど」

「えー、あたしは……。うーん。なんでもない」

「なんだよ？　まあ、いいや。とりあえず脚、見せてみ？」

　佐さ間ま太た郎ろうはガバッと起き上がると、靴下の悲劇よ再び、とばかりに彼女に近づく。

「えー!!　なんで！　この変態!!」

「いや、そうじゃなくてさ、どんぐらい、毛なのか。気になるじゃん」

「やだ！　あたしってばファンタジーの世界の住人なのよ!?　それなのに毛とか!!」

「いいから、見せて。少しでいいから」

「うー。ちょっとだからね。一瞬だからね！」

　テンコは恥ずかしそうにして、佐間太郎に脚を見せた。確かに彼女の脚には本物の細かい毛が生えていた。天使の頃にはなかった、人間の証あかしのようなものだ。

「別にいいじゃん、これぐらい。気にすることないよ」

「そうかな？　すごい気になる。みんながあたしの脚毛を見てる気がする！　剃そりたい！　今剃る！　無理なら明日剃る！」

「いいんだよ、剃らなくて。そのままでいいんだって」

「そうかな……」

「俺だって、毛、生えたぜ」

　そう言って佐間太郎は、シャツをめくって見せた。すると、彼の胸には、毛が二、三本、チョロリンと生えていた。ほんの少しばかりの胸毛である。それを見たテンコは、怒った時のフグのように頰ほおを膨らませた。しかし、今の彼女は怒っているわけではない。笑っているのである。

「プハー！　なにそれ！　胸毛だ！　さまたろのくせに、胸毛生えてる！　しかも三本!?　なに、オバキューを意識してるの!?」

「してねえよ！　なんでオバキュー意識して胸毛生やすんだよ。……俺おれもビックリしたよ。どうせならワシャーって生えた方が男らしいのになぁ。三本てなぁ」

「男らしくないよ！　気持ち悪い！　とりあえずさまたろ、その毛、抜いておこうよ」

「なぜ!!　なぜ抜く！」

「いいから抜かせて！　なんかその中途半端な胸毛見てると、根こそぎ抜きたくなる！

　はい、ここにピンセットがあるんですけど」

「なぜある!!　なぜそこにピンセットがある!!」

「え？　用意がいいから」

「だったら、もっと他ほかの用意もよくしろよ！」

「いいからいいから、動いちゃダメだよ？」

　テンコはニヤニヤ笑いながら、ピンセットを片手に佐さ間ま太た郎ろうへと近づく。そして「動かないで……」と呟つぶやきながら、ピンセットで胸毛の一本をつかんだ。

「えい」

　という声と共に毛を引っ張ると、胸の皮膚がビヨーンと伸び、真っ赤になった。

「いだああああああああいいいいい!!」

　佐間太郎は今朝港から上がったばっかりのマグロっぽい動きでジタバタと暴れる。それを見てテンコは大爆笑だ。わっはっは、ぎゃっはっはっは、うへへへと散々笑ったあと、涙を手でぬぐいつつ、一言。

「今の失敗。はい、も一回」

　まるで悪魔だ。テンコはキヒヒヒと怪しい笑顔を浮かべている。

「するかー!!　もうしない、もうしないから!!」

「あれ？　佐間太郎、もしかしてアゴのとこ、ヒゲ、ちょっと生えてない？」

「えっ？」

　そう言われて彼は自分のアゴを手でさすった。確かに言われた通り、ほんの少しだけヒゲの感触がある。

「……それも抜こうか、さまたろ★」

　笑顔だ。全力の笑顔だ。

「やだ！　痛いから絶対やだ!!」

「うるさいなー！　もー！　子供じゃねんだから、大人しくしろよー!!」

　テンコはピンセットを持ってジリジリと彼に近づいてくる。人んちの庭で、なにをやっているんだろうか、この二人は。

「やめてー！　テンコ、それだけは堪忍してー!!」

「うひひひ、逃げるな逃げるな！　かわいい奴やつよのぉ!!　うひひひひ」

　──それから数十分後、テンコはラッキー先輩を枕まくらにして、満足そうに眠りについていた。佐間太郎は、ヒリヒリと痛み続ける胸とアゴを手でさすりながら、スンスンと泣くのであった。

　ああ、平和な国もあるものだ。





　　






　随分と身体からだが冷えたので、俺おれは銭湯に行くことにした。それこそ血迷っていたのかもしれない。だが、俺は心底温まりたかったんだ。今日だけは誰だれにも見つからないような予感がしていた。それは気の緩みと言ってもいいかもしれない。

　どっちにしろ、俺はなにかの目印みたいにして立っている銭湯の煙突を目指し歩いた。白い煙が音もなく上がっていく光景を見て、どこか遠い惑星にある滝を想像した。

　世の中には俺の見たことのない景色が山ほどある。見たことがないからといって、知らないからといって、それが存在していないわけではない。この世界の、宇宙のどこかで、色々な人や色々な物が、俺に永遠に知られることなく存在しているのだ。その中に、地面から空に向かって流れる白い煙の滝があってもおかしくはない。そんなことを考えながら、日の落ちた街を歩く。

　銭湯に着くと、入浴料を払い必要なものを買って服を脱いだ。長い間着ているシャツの臭においにもなれたものだ。たまにコインランドリーで洗濯をするが、冬場はそれも少なくなる。

　裸になってシャワーを浴びてから、湯船に入った。必要以上に熱い湯が身体の芯しんに染み込んでくる。汗が額から流れ、意識がふやけてきた頃ころに湯船から出て頭を洗うことにした。身体を洗い、もう一度湯船で温まってから、浴場から出た。脱衣所に立ち、タオルで身体を拭ふいていると、冷蔵庫の上にポツンとコーヒー牛乳が置いてあった。

　近くに誰もいない上に、丁てい寧ねいにフタまで開いている。これじゃ、まるで俺に飲んでくれと言っているようなものだ。もしかして毒でも入っているんじゃないかと疑ったが、それならそれで構わない。

　俺はもう一度周囲を確認してから、コーヒー牛乳を飲んだ。

　久しぶりに味わう甘さが心地よかった。ここに置き忘れた誰かに感謝しつつ、俺は銭湯を後にした。




　外に出た途端、俺は思わず声を出した。警察官が一人、雪の中を巡回していたからだ。普段なら視線もそらさず、自然にすれ違うこともできる。しかし今回はタミングが悪かった。気を抜いていたし、髭ひげを剃そった直後で顔を見られることに抵抗があったからかもしれない。いつも目ま深ぶかにかぶっていたニットキャップも、今はポケットの中だ。

　警察官は俺に気付くと、意地の悪そうな笑みを浮かべ警棒に手をかけた。

　ゆっくりとそれを引き抜きながら、舌で唇を舐なめて言う。

「どうした、やましいことでもあるのか？　お前、顔がこわばってるぞ？」

　ずいぶんと高圧的な態度だ。俺おれの洋服がみすぼらしいからか。何度もこんな修しゆ羅ら場ばはくぐってきた。いつもなら上う手まくやり過ごせるはずなのに、今日はどうしてかそうはいかなかった。腹の奥で、コーヒー牛乳が甘くうねっている。手が震え、呼吸が荒くなる。こんなふうじゃ、相手の思うつぼじゃないか。

「いや、ただ風ふ呂ろに入っただけですよ」

　俺はなんとかそう言って、頰ほおを指で触った。冷たい風が、カミソリの跡を珍しそうに眺めては去っていく。

「風呂か。いいよな、銭湯は。俺も温まりたいもんだね」

　警察官はそう言って、自分の太ももを警棒で軽くトントンと叩たたく。

「それじゃ俺はこれで帰りますんで」

　さっさと逃げてしまおう、俺は少し強引に歩きだした。すると、警察官は強い口調で言う。

「待て。止まるんだ。身分証明書を出してもらおうか」

　後ろを向いたまま、俺は答える。

「免許、持ってないんですよ。だから身分証明書ないんです」

「保険証でもいいんだぞ」

「持ち歩かないですよ」

「パスポートでも構わんが」

「それも持ち歩かないですって。冗談止やめてくださいよ。俺、人を待たせてるんで」

「誰だれを待たせてるんだ？」

　警棒が俺の肩をコツコツと叩き、ゆっくりと力が込められる。俺は振り向かされ、顔を睨にらみつけられた。

「怪しいぞ。お前、怪しいな。どっかで見た顔だな」

「こんな顔、どこにでもいますから」

「怪しい奴やつは、みんなそう言う」

「警察の人も、みんなそう言います」

「ちょっと待ってろ、いま、調べる」

　警察官はそう言うと、なにかをしようと動いた。無線を使おうとしたのか、それとも手帳を取り出そうとしたのか。そんなのどっちでもいい。俺は反射的に、ポケットに手を突っ込み、ナイフをしっかりと握った。

「動くな！」

　冷たい声だった。警察官は拳けん銃じゆうに手を伸ばす。俺は迷った。相手がホルスターから銃を抜く前に、どうするか決めなくてはならない。

「おまわりさん、僕は人を待たしてるんですよ、勘弁してくださいよ」

「黙れ、動くんじゃない」

　警戒をしてはいるが、相手もそう簡単に銃は使えないようだった。迷いがあるなら、こっちの方が有利だ。

「ねえおまわりさん、見逃してくださいよ。俺おれはなんにもしてないですから」

「動くなと言っているだろ!!　それ以上動いたら!!」

「お兄ちゃん!!」

　お兄ちゃん？

「なにしてるのお兄ちゃん、そこで待っててって言ったでしょ！」

　振り返ると、そこにはあの小学生がいた。鉄棒の少女だ。

「あ。──そうなんだよ、そうなんだけど、このおまわりさんがさ」

　俺は頭をポリポリとかいた。そしてポケットの中をさぐって、ナイフではなくハンカチを取り出す。

「うちのお兄ちゃんがなにかしました？　普段から怪しいって言われるんですけど、生まれつきこういう顔なんですよ」

　まるで保護者のような口調で少女は言うと、警察官に近づいた。その無防備な行動に彼はうろたえる。警察官は俺がハンカチをポケットから取り出したのを確認したようで、ホルスターから手を離はなした。

「いや、なんでもないんだけどね……。この人、きみのお兄ちゃん？」

「当たり前じゃない。だからお兄ちゃんって呼んでるんでしょ？」

「そ、そうだね。あはは……。うん、そっか。そう、ね」

　俺と少女を交互に見ながら、彼は警棒もしまった。ひとまず大丈夫みたいだ。

「それじゃ、バイバイ」

　彼女はそう言って手を振る。警察官も愛あい想そ笑いを浮かべ、手を振った。

「行こうっ、お兄ちゃん」

　俺の手を取って、少女は歩き始める。俺は顔だけ振り返り、警察官に頭をさげた。

　彼は俺を見ずに、彼女の後姿だけを見ていた。しばらくすると俺は少女の手を離し、タバコを一本吸った。

「よかったねお兄ちゃん、あの人、変態で」

「……なんだそれ？」

「やらしー目であたしのこと見てたのよ」

　俺は思わず吹き出しそうになったけれど、あながち冗談でもないかもしれない。彼女を見る目が、少し普通じゃなかった。

「なれてるからいいけど、気持ち悪い」

　そう少女は続ける。俺は煙を空に向かって吐いた。やれやれ、こんな子供でも男の目を気にして生活しているのか。子供は大人の行動を結構見てるもんだ。

「ねえ、ササミは？」

　振りほどいた手を摑つかみ、少女はきいた。ここにいる、と俺はコートの隙すき間まから猫を出した。銭湯ではロッカーの中で大人しくしていた、優秀な猫だ。

「そっか！　ところでさ、あたし、役に立ったでしょ？」

「まあな」

「あたしのこと、少しは認めてくれた？」

　認める？　認めるってどういうことだ？　この子供のなにを認めればいいんだ？

「なにその顔。さっきのハンカチだって役に立ったじゃない」

「確かにそうだな。お前に貰もらったハンカチが、とても役に立ちました、ありがとう」

　そう言って俺おれはハンカチを彼女に返す。

「なにそのわざとらしい言い方。あなたって、本当に嫌な人。わ。これで鼻かんだでしょ！　カピカピになってる!!」

「かんでねえよ。そんなことしてない。使ってすらない」

「噓うそおっしゃい。ほらここ、カピカピ」

　言いがかりはよしてくれ。タバコの吸殻を地面に投げ捨て、踏み潰つぶす。

「あ！　ポイ捨てはいけないんだよ！」

「いいじゃねえかよ」

「よくない。絶対ダメ。拾いなさい」

「うるせえな」

「拾いなさい!!」

　いつの間にか彼女は腕組みをして、頰ほおを膨らませながら俺を見ていた。やれやれ、面倒なことになったものだ。俺は吸殻を拾って、ポケットに突っ込んだ。

「えらい。よろしい」

　こんなことなら、下へ手たに助けてもらわなければよかった。こいつがいなくても、一人で上う手まくやれたっていうのに。

「あなた、もうすぐ、ここから出ていくつもりでしょう？」

　少女はそう言って真剣な顔をした。俺は同じくらい真剣な顔をして、無言で頷うなずいた。

「あたしも一緒に連れていってよ」

　連れていく？　一緒に？

「なに言ってんだ？　ダメだ、ダメに決まってんだろ。そもそもお前、俺を誰だれか知らないからそんなことが言えるんだ。冗談はよしてくれ」

「冗談じゃない。本気だってば」

　笑うしかないと思ったが、残念ながら彼女は本気のようだった。大人の振りをして自己満足しているタイプの子供なんだろうか。俺は小学生と一緒に逃げ回る気はない。

「あたし、あなたのことが好きなの」

　少女はさらに続ける。

「恋愛感情として、ね」

　恋愛感情。久しぶりに聞いた言葉だ。そんな感情、蹴け飛とばしてやりたい。

「わかったわかった。じゃあ明日の朝、十時にこの銭湯の前にこい。お前を連れていってやる」

「本当に!?　嬉うれしい！　準備するから！」

　彼女はそう言って笑顔を浮かべ、慌あわてて走りだした。

「明日、絶対に来るから！　忘れないでね！　約束だからね!!」

　少女は早速家に帰って荷物をまとめるのだろう。

　俺おれはキャップを深くかぶり、コンビニで牛乳とササミの燻くん製せいを買った。それからできるだけ暖かくて安全そうな場所を探し、仔こ猫ねこが食べやすいように皿の上に買ったものを並べた。

「すまないね。俺なんかじゃなくて、もっとまともなやつに拾われてくれ」

　ミーミーと寂しそうな声を出す仔猫を見て、俺は自分のコートを猫の近くに丸めて置いた。これがあれば少しは寒さをしのげるはずだ。

　俺は寒さに背中を丸めながらすぐに街を出た。歩ける場所まで歩くことにした。

　あの少女と関かかわっていたら、夢の通りの結末を迎えるような気がしてならなかった。

　俺は闇やみに落ちたくない。たかが夢だと思っても、どうしても頭からあの光景が離はなれない。落ちていく少女。手を摑つかもうとする俺。そして、バランスが崩れて、俺も引きずり込まれるようにして落下する。

　ドスン、は、ごめんだ。





　　






「うーん……もにゃもにゃ……」

　夜が終われば朝がくる。佐さ間ま太た郎ろうは、かまくらの中で目を覚ました。最初、目を開けた途端に頭が痛くなるような白が見えたので、病院かなにかかと勘違いしてしまった。妙に温かいなと思ったら、テンコが使っていたはずの毛布を一人で身体からだに巻いていた。寝ている最中に奪ってしまったのだろうか、だとしたら悪いことをしてしまった。あるいは、彼女が寒がっている彼を気にかけてしてくれたのかもしれない。

　枕まくらなんてないはずなのに、頭の下が柔らかい。見ると、そこにはラッキー先輩が眠っていた。

「ぶぁ……。おはよう」

「……わん」

　先輩は耳を少しだけ動かして、そう返事をした。まだ眠いらしい。

「はぁ……テンコ、起きろ、朝だぞ。テンコ」

　半分眠っていた頭が、一瞬で覚かく醒せいした。かまくらの中に、彼女の姿がなかったからだ。

　それだけなら、散歩だろうか、それとも人間ならではのトイレとかだろうかと楽観的になれるのだが、とてもそんな余裕はなかった。

　なぜなら、かまくらの入り口の部分の雪が、真っ赤な血で染まっていたからだ。

　流血している人間を引きずったとしか考えられない痕こん跡せきが残っている。そうだとしたら、その血を流した人物はテンコだ。

「テンコ!!」

　大声で叫さけびながら外に出ると、引きずった跡は道路に出て消えていた。血けつ痕こんの他ほかに、とても大きな動物の足跡が残っていた。間違いなく、あの悪魔の仕業だった。

「ワンワン!!」

　後からやってきたラッキー先輩が、空に向かって大声で吠ほえる。その方向に目を凝らすと、灰色の雲の彼方へ妙な生き物が飛んでいくのが小さく見えた。















第四章　衛生天使







　朝の日差しを雲が遮さえぎり、また雪が降り始める。水分をたっぷりと含んだ雪は、佐さ間ま太た郎ろうの服に冷たい足跡をいくつも残した。

　視線を忙しく動かしていはいるが、彼の目にはなにも映っていなかった。爪つめを嚙かみ、身体からだを丸めて震える。このままじゃいけないとは思うが、立ち上がるきっかけさえどこか遠くに失ってしまった。

　テンコを悪魔に奪われた今、彼にできることはなにもなかった。無力な人間として、ただ途方に暮れることしかできない。

　一度世田谷せたがやの家に戻り、家族に助けを求めようかと考えた。しかし、そんな悠長なことをしている間に、テンコがどうかされてしまうかもしれない。

　大きな翼まで生やしたあの悪魔は、大きな爪を彼女の身体に食い込ませてどこかへ飛んでいってしまった。

「このままじゃいけない。やらなくちゃ」

　彼は自分で自分の頰ほおを叩たたき、頭をリセットさせる。留とどまっているだけじゃ、なにも解決はしない。まず佐間太郎は血のついた雪を庭にあった水道の水で流し、それからラッキー先輩に頭をさげ、かまくらのある民家を後にした。

　雪を踏み潰つぶしながら、無言でただ歩く。どうすればいいのか見当もつかない。ひとまず悪魔の飛んでいった方に向かってはいるものの、途中で飛ぶ方向を変えていたらもうアウトだ。手がかりはなにもない。

　佐間太郎は泣きたい気分だった。こうして一人になって思うのは、人間になっても不安にならなかったのはテンコのおかげだったということだ。彼女だって明るく振る舞ってはいたが、本当はとても心細かったはずだ。そして今は、佐間太郎以上に不安で心細い、絶望に近い場所にいるのだろう。

「そうだ、テンコの方が困ってるに決まってるじゃないか。俺おれが不安になってどうする」

　口に出したものの、なんの勇気も湧わいてはこなかった。神様になるため試験、誰だれかを助けること。しかし、今は自分の方が助けてもらいたい。

　いつも一緒にいてくれたテンコ。衛星のように自分の周りにグルグルとまとわりついていた天使。少しうるさいと思っていた昨日が噓うそのようだ。彼女のいない今が、この瞬間が、こんなに冷たくて恐ろしいものだなんて。

「待ってろよ、テンコ。必ず助けてやるからな」

　佐間太郎はそう言って、路地を曲がる。しかしそこは袋小路になっていて、行き止まりだった。閉へい塞そく感で息苦しく、頭が痛くなった。彼は振り返って今きた道を戻ろうとするが、急に胸が熱くなるのを感じて立ち止まった。

　吐きそうな気分の悪さに、体調を崩したのかと思ったがそうではなかった。大粒の涙が、彼の瞳ひとみからボロボロと落ちてきたのだ。彼は、泣いていた。

「どうして泣いてんだよ。俺おれ、意味がわかんねえよ。なんで泣いてんだよ。しっかりしなくちゃダメじゃないか」

　寂しさからか、絶望からか、とにかく佐さ間ま太た郎ろうは泣いていた。止めようと思っても、後から後から涙がこぼれることがあるのだと初めて知った。そして、彼は思った。

　人間は、なんて弱い生き物なんだろう。

『さ……む……』

　彼は、どこからか聞こえてくる声に耳を疑った。

「テンコ!?　テンコ!?」

　あまりにも突然の声だったために、それが誰だれの声かわからなかった。あるいは空耳だったのかもしれない。そういえば、昨日もどこからか声が聞こえた気がした。

　今は、神様家族特有の心の声は使えないはずだ。

　それなのに、これはどういうことだろう。混乱して、なにか他ほかの音が人の声に聞こえただけだろうか。

「誰だ！　応こたえろよ！　返事をしてくれ!!　俺に話しかけるのは誰だ!!」

　佐間太郎の声は、灰色をした空にむなしく響くだけだった。





　　






　スニーカーの中に小石や砂が入り込み、足の裏を意地悪く刺激した。俺は腰まである背の高い草を手で払いながら進む。草のふちは刃のように鋭く、細かくついた傷のせいでジリジリと指先が痺しびれた。

　血が滲にじむ両手を無視し、バランスを崩しながらも全力で走っている。どこか、林のような場所を、デコボコの地面を蹴けりながら走り続ける。

　すぐ背後にやつらが迫ってきているのがわかった。殴られたら頭が割れてしまいそうな鉄の棒と、たった一発の弾丸で命を奪い去る拳けん銃じゆう。そういった物騒なものを持った連中が、集団で俺を捕まえようと追いかけてくる。

　肺の中は石せつ灰かいが詰まっているように乾き、ただ息をするだけでも苦しかった。ふいごのように呼吸をしながら、俺は腐りかかった巨木の陰に倒れ込む。

　汗を手で拭ぬぐい、周囲を注意深く見る。大丈夫だ、まだ追いつかれていない。息をつき、気を緩めた瞬間に声が聞こえた。

「お兄ちゃん」

「うわあああああ！」

　そこには、例の鉄棒少女が立っていた。いつもと変わらない、生意気そうな表情で。

　どうしてここに彼女がいるのかわからない。街からずいぶんと離はなれた場所だっていうのに。どっちにしろ、俺おれに彼女を構っている時間はない。

「ねえ、お兄ちゃんはなにをしているの？」

　不思議な声の響き方がする。これは……もしかして？

「なにって、逃げてるんだよ」

　俺は苛いら立だちながらも応こたえる。

「逃げてる、どうして？」

　どうして？　少し楽になっていたはずの呼吸に圧迫感を覚える。どうして逃げるのか、それを考えるだけで胸が押し潰つぶされそうだ。

　どうして逃げているのか。それをこんな少女に言えるか？　言えっこない。言ったところで、子供にわかってたまるか。そう思いながら、頭の中ではあの瞬間が蘇よみがえる。返り血を浴びて、立ち尽くしたあの瞬間を。多くの視線が俺を責めた、あの日を。

「どうもこうもないけどさ。それより邪魔だ、怪け我がする前に家に帰れ」

　少し優しい口調で俺は言った。早く彼女をこの場から立ち去らせたかった。

「嫌。そうやって子供扱いする」

「子供扱いつうか、子供だろがよ」

「子供じゃないもん！　こう見えても精神年齢はお兄ちゃんより一個ぐらい上だもん！」

「はいはいわかったよ、んじゃな」

「ちょっと待ってよ！　ねえお兄ちゃん、一緒に連れていって」

「バカ、冗談言うんじゃない──」

「冗談じゃないんだけど」

　いつの間にか彼女は、とても真剣な顔をしていた。あの時と同じだ。

「……わかった、じゃあ一緒に連れてってやる……」

「うんわかった！　あたし麻あさ美み！　お兄ちゃんの名前は？」

「俺は……、天使だ」




　そこで目が覚めた。身体からだを起こすと喉のどが異様に渇き、背中に粘っこい汗をかいているのがわかった。そう、夢。あれが夢だということには、途中で気づいていた。しかし、わかっていても、それを自分ではどうすることもできない。だから俺は、夢のその光景をただ受け入れるしかなかったんだ。とてもリアルな夢だった。まるでもうひとつ別の世界があって、その世界での俺を見ているようだった。

　どうして夢の中に、ああいった形で少女が現れたのだろう。やはり罪悪感からか。

　朝の十時に待ち合わせをしておいて、夜のうちに俺は街を出てしまった。約束の時間はとっくに過ぎ去り、もう昼を少し過ぎたところだ。あの子は、銭湯の前で俺が来るのをずっと待っているのだろうか。来るはずのない俺を、今でも待っているのだろうか。

　重たい雪の降る中、一人で俺のことを待っている。もしかしたら、あの変質的な警官に声をかけられているかもしれない。

　口の中に嫌な味が広がる。後悔ではないが、それに近い感情だ。だから俺おれはあんな夢を見るんだ。

「麻あさ美み……」

　俺は少女の名前を口に出してみる。もちろん夢の中での名前だ、本当の名前はしらない。それにしたって、なんで俺は彼女に「天使」なんて名乗ったのだろう。まったく、完全にどうかしてる。その意味がわからない。

　麻美（もう一度断っておくが、これは偽りの名前だ）が世界の魚シリーズの小さな箱から出したエンジェル・フィッシュ。そのエンジェルという言葉が気になっていたのだろうか。

　俺はため息をついて、辺りを見回した。寂れたスーパーの裏手にある、小さな倉庫に俺はいる。人通りの少ない場所にある店で、ほとんど潰つぶれかかっていた。隠れるにはこういう場所がちょうどいい。いつものように鍵かぎを壊して中に入ると、たっぷりとホコリをまぶした机やら棚やらが置いてあった。俺はそこにうずくまるようにして座り、体力が回復するのを待った。動けるようになったら、すぐにまた移動だ。

　とにかく逃げて逃げて逃げなくてはならない。彼女を置き去りにしたことは忘れて、自分の身の安全を優先するんだ。

『……て……れ……』

　俺は咄とつ嗟さにポケットに手を入れ、ナイフを摑つかんだ。どこからか声が聞こえたからだ。なにを言っているのかはわからなかったが、確かに男の声がした。スーパーの店員がやってきたのだろうか。俺はナイフを摑んだままで、倉庫の入り口までゆっくりと向かった。扉の向こうで小さく音がする。やはり誰だれかいるようだ。

　生なま唾つばを飲み込み、静かに扉を開ける。

　冷たい風が薄暗い倉庫内に吹き込み、乾いた臭においがした。

「見つけた」

　そう、少女は言った。倉庫の扉の向こうにいたのは、ニットキャップに耳当て、手袋をはめてコートを着た鉄棒少女だった。

「麻美……。どうしてここにいることがわかったんだ？」

　俺は咄嗟にそう言った。どうして彼女がここまで辿たどり着いたのかが知りたかったからだ。あの銭湯から随分歩いた場所だし、なにも手がかりは残してこなかったはずだ。それなのに、どうして。だから、俺は彼女のことを「麻美」と夢の中の名前で呼んでしまったことに気付いていなかった。

　しかし、少女は呆あつ気けに取られたような顔をして返事をした。

「……どうしてあたしの名前を知ってるの？」

　俺と麻美は顔を見合わせて、しばらく黙っていた。
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「ダメだ」

　何度言っただろうか。だが彼女は、その度に聞き返してくる。

「だからどうしてダメなの？」

　小さな手足を折り曲げて、倉庫の壁にもたれかかる麻あさ美み。俺おれはその姿をなるべく見ないようにして、冷たい口調で返事を繰り返す。

「ダメだからダメなんだ」

「それじゃ理由になってない。教えて」

「……話にならないな」

「話にならないのは、お兄ちゃんがちゃんと話してくれないからでしょ？」

　思った通り、面倒なことになったものだ。なぜ麻美がこの場所までやってこれたのか、いくら聞いても答えようとしない。そのくせ、俺と一緒に自分も連れていくようにとせがみ続ける。いくらダメだと言っても納得する様子はない。次第に俺は苛いら立だちはじめ、タバコを何本か立て続けに吸った。その煙に麻美は目を細め、小さく咳せきをして顔を伏せる。

　危あやうく怒鳴りそうにさえなったが、なんとか冷静になるように心がけた。タバコを靴の底で踏み潰つぶし、吸殻を拾ってポケットに入れる。

　麻美を連れていけないのは当然だった。彼女は家に帰るべきだった。帰るべき場所がある人間は、そこに戻るのが一番いい。それに、あの落ちていく夢が引っかかっていた。

　夢の通りになりそうで怖いんだとはさすがに言えなかったが、一番の理由がそれかもしれない。

「お前には家があるだろ。家に帰れ」

「……家には帰りたくないの」

　彼女は膝ひざを抱え込むようにして座っている。倉庫にある小さな窓からは、降り続ける雪が世界を真っ白に染めていくのが見えた。

「どうしたのか言ってみろ」

「なにが？」

　うつむいていた麻美は、ゆっくりと顔を上げて俺を見る。少し泣いたのか、目が赤く充血していた。

「なにがじゃない。どうしてそんなに俺についてこようとするんだ」

「お兄ちゃんのこと好きになったから」

　まったく、どうなってるんだ。こんな子供に好かれる筋合いはない。そもそもこの子は、まだ好きとか嫌いとか語れる年齢じゃないだろう。

「いい加減に冗談はやめてくれ」

「冗談じゃない。本気だよ」

「俺とお前、どんだけ年が離はなれてると思ってんだ。こんなのバカらしいだけだ」

　子供の思いつきに付き合っている暇ひまはない。俺おれはさっさと結論を出そうと、強い口調で言った。

「ううん、そんなことない。だって、好きになったんだもん。年なんて関係ないよ」

「ある。お前みたいな子供と歩いてたら、それだけでおかしな奴やつだと思われる」

　おかしい、と麻あさ美みは声は出さずに小さく口を動かす。それから少しの間黙り、俺が床に落としたタバコの灰をつま先で崩していた。

「お兄ちゃんは一ひと目め惚ぼれって信じる？」

　本当にうんざりだ。彼女は、なにが言いたいんだろう。

「そんな都合のいい話は信じない。人を好きになるには理由がいるんだ。なにかしら理由がなきゃダメなんだよ。なんの理由もなく人を一目見て好きになるなんてあり得ない」

　麻美は俺の言葉を聞いて、驚いたようだった。やれやれ、というふうに身体からだを動かして言った。

「お兄ちゃん、それってバカみたい。人生は漫画や映画じゃないんだよ。理由もなく、ただ好きになることだってあるの。他ほかの人から見たら意味がわからなくても、あたしにとってはそれは、とても自然なことなの。それが運命なの」

　運命、という言葉に声を出しそうになる。落ちていく夢。あれも運命なのか。

「そんなのはバカらしいね。随分と都合がいいんだな」

　唇を尖とがらせ、麻美は大人びた顔をして反論する。

「でも、もし理由がいるなら、あるよ。聞きたい？」

　俺が返事をする前に、彼女は続けた。

「あたしはね、あたしをここじゃないどこかに連れていってくれる人をずっと待っていたの。それがたぶん、お兄ちゃんなの。会った瞬間にそう思ったの。それが、わかったの」

「なんだそれ、どういうことだ？」

「きっとあたしを救ってくれる人が現れるって。あたしの世界を変えてくれる人に会えるって。ずっとそう思ってたの」

　世界を変えるだなんて、大げさにも程がある。俺は麻美がなにを言っているのか理解できなかった。

「思い違いもいいとこだな。俺はお前の世界なんて変えられないし、どこかに連れていくこともできない。俺は自分のことで精一杯なんだ。お前の相手をしてる余裕はない。それにな、他の世界なんてないんだよ。世界はここにたったひとつしかないんだよ。どこかに行くなんて、逃げてるだけなんだよ。世界をどうにかしたいなら、お前が自分で世界を変えるしかないんだよ。人に頼るんじゃない。『好きになった』なんて言葉で片付けるな。そんなの関係ない」

「……」

　俺には彼女を救ってやることなんてできやしない。黙り込んでいる麻美を見ると、少し言い過ぎたかとも思ったが、それぐらいで丁度いいんだ。

「お兄ちゃんのパパはどんな人？　ママはどんな人？」

「……覚えてないな」

　もし覚えていたとしても、答えなかっただろう。だが、本当に覚えていなかった。

　そんな俺おれの言葉に対する麻あさ美みの返事は、意外なものだった。

「そっか……。あたしも覚えてないんだ」

「なんだ、お前、親いないのか？」

「うんパパもママもいないよ」

　彼女はそう言って耳にかかっている髪の毛をかきあげた。寂しそうな顔をしているわけではない。当たり前、それが普通、という目をしていた。

「だからねパパに憧あこがれる。ママに憧れる。頼りになるパパ、あったかいママ、意地悪だけど素敵なお姉ちゃんがいて、かわいらしい妹がいるの。それに、あなたみたいなかっこいいお兄ちゃん。そんな家族に生まれたかったな。でもあたしは、今はオジサンと二人で暮らしてるんだ」

「家族がいるんならマシだろ」

「うん……でも、オジサンのことあんまり、好きじゃない」

　俺には家族なんていない。一人ぼっちだ。

「贅ぜい沢たく言うな。家があって、メシが食えてるだけで幸せだ」

　眠る場所にさえ困っている俺にとって、麻美の言っていることは贅沢に思える。だが、こいつにはこいつの事情というものがあるのだろう。

「……ううん、お兄ちゃんと一緒に他ほかのところに行きたい。連れていってよ」

「俺はお前の兄貴じゃないからな。他人だ。それはしっかり覚えておけ」

「お兄ちゃんじゃない……。あ、そっか。そうだよね。あたしの方が大人だもんね」

　そう言って彼女はプッと吹き出した。そういう意味で言ったんじゃないことはわかっているはずだ。俺のことをバカにしているのだろうか。

「そう、どっちかって言うと、あなたはあたしの弟かもね。だってあなたってば子供だものね。生まれ変わったらそうなったらいいなぁ」

　俺は早く話を終わりにしたかった。こうやって話せば話すほど、離はなれにくくなるのはわかっている。

「生まれ変わったらなんて、甘い話してんじゃねえよ。お前は今、生きてるんだろ？　死んでねえんだよ。この瞬間、生きてるんだよ。だったら、次の人生を考えるんじゃなくて、今の人生を考えろよ。今の、お前自身のことを考えろよ。これからの将来のことを考えろよ」

「……そうだね」

「そうだ」

「でも、ここじゃない、どこかに行きたい。どこかで生きたい」

「またそれか……」

　このまま永遠にここで押し問答をしているつもりもない。立ち上がって、ドアの方へと向かった。そんな俺おれを見て、彼女は不思議そうな顔をする。辺りを少し見回した後に、不安そうな声で質問をした。

「ねえ、お兄ちゃん、ササミは？」

「え……。あぁ……」

　それはできればして欲しくない質問だった。俺はあの猫のことを、ずっと面倒を見ることはできない。中途半端に関かかわったのは悪かったが、街を出るにあたってどうにかしなくてはならなかった。

　返事のできない俺を見て、麻あさ美みは顔をしかめる。そして、小さな唇を震わせて言った。

「もしかして……捨てたの？」

「捨てた」

　小さな手のひらが、俺の頰ほおを叩たたいた。一瞬のことで、なにが起こったかわからなかった。目の前の少女は、怒りで顔を真っ赤にしている。

「ササミのこと捨てたらダメじゃない！」

「大丈夫だ、ちゃんと安全で暖かいところに……」

「捨てたりするなら、どうして最初に拾ったりしたの!?」

「押し付けられたんだよ、クラゲ女に」

「拾いに行くからね。どこ!?」

「…………」

「答えてくれないなら、捜す!!」

　麻美は俺を置いて、倉庫から飛び出した。放ほうっておこうかとも思ったが、激しく降り続ける雪を見ているとそうもいかなかった。雪の中を泳ぐようにして、彼女を追いかける。気温は恐ろしく低く、息は吐いた途端に氷の細かい粉末になってあたりに飛び散った。

「麻美！　待て！」

「放っといてよ！」

「コートで包くるんで置いてきたから大丈夫だから」

「大丈夫なわけないでしょ！　バカ！」

　小さな手を摑つかむと、その反動で麻美は雪の積もったアスファルトに転がった。大声で泣きじゃくりながら、俺から離はなれようとする。

「離して！　離してよバカ!!」

「わめくなよ、おい」

「やだ、やだ、やだ!!」

　通行人が見て見ぬ振りをしながら通り過ぎる。指がかじかんで、感覚が滑り落ちるようにしてなくなっていくのがわかった。しばらくすると彼女は諦あきらめたのか、声を出すことをやめた。それから俺を見つめ、ただ黙り込んだ。誰だれかが警察に通報したらまずいなと感じていたが、きっと麻美はてこでも動かないだろう。彼女自身の気が済むのを辛抱強く待つしかない。

　俺おれはうんざりした気持ちになって、なにもかも洗いざらい話したくなった。

「麻あさ美み」

「…………」

　麻美は黙ったままだ。それでも俺は続ける。

「俺は人を」

　俺は、人を。

「殺したんだ。だからお前を連れていけない。お前をどこにも連れていけない」

「え？」

　彼女はゆっくりと顔を上げた。古い映画のノイズのようにして雪が世界を切り裂く。

「お兄ちゃんは、そんなことしないよ。あたし、わかるもの」

　そう少女は言った。寒さで唇が真っ白になっていた。

「でも、事実なんだ。それに俺は──」

　そこから上う手まく言葉が出てこなかった。寒さで口が上手く動かなかったし、恥ずかしい話だが泣いてしまいそうだった。少しの間、話の続きをしようとしたけれど、やはり声は出てこなかった。あきらめて俺は黙り込んだ。

　麻美は俺の顔をじっと見ていた。なにも話さなかった。

　その沈黙を破ったのは俺でも麻美でもなかった。弱々しい声をした、老人だった。

　彼は黒い傘かさを差し、レインコートを着ていた。ゆっくりと彼女に近づいてくる。

「麻美、こんなところでなにをしてるんだい？」

　彼女の表情が、瞬間的にこわばるのがわかった。咄とつ嗟さに腕を上げ、頭を守ろうとしたのを俺は見た。老人は、傘を持っていない方の手に長くて細い杖つえをついていた。

「ずいぶんと捜したんだよ。早く一緒におうちに帰ろう？」

「やだ、帰りたくない……」

　麻美の声は恐ろしく小さかった。唇の動きで、なんとか言葉がわかる程度だ。

「その人は誰だれなのかな？　すみませんね、麻美がご迷惑をおかけしまして……」

　老人は麻美の手を摑つかむと、なんの遠慮もなく力の限り引っ張った。彼女は苦痛に顔をゆがめ、ふらつきながら彼の元へと引き寄せられる。

「おい、そんなに強く引っ張ったら……」

　俺が言いかけた途端、老人の表情が変化した。笑っていたはずの目は表情を消し、するどい声で怒鳴る。

「黙らないか！　警察を呼ぶぞ!!」

　あまりに唐突だったので、俺は一歩ひいた。彼が麻美の言う「オジサン」であることは間違いなかった。本来は彼の元に彼女は帰るべきだ。しかし、そうしてしまって本当にいいのか、俺にはわからなかった。

「お兄ちゃん、助けて！」

　麻あさ美みが俺おれに手を伸ばす。俺はなにも言わずに、二人を見つめる。

「助けて！　帰りたくない!!」

　麻美は泣いてはいなかった。ただ恐怖に怯おびえていた。俺はどうすればいいんだろう。

　あんなに嫌がっている少女を放ほうっておくしかないのか？　だけど俺になにができるっていうんだ。俺が彼女にできることなんてなにもない。そんなことのできる人間じゃないんだ。俺にはなにもないんだ。

「麻美、いいから帰るんだ!!」

　老人は麻美の髪の毛を摑つかむと乱暴に顔を地面に押し付けた。少女の小さな身体からだをアスファルトに押さえつけたまま、杖つえで脚を叩たたく。木材を叩いたような硬い音が響き、麻美は苦しそうに咳せき込んだ。彼はさらに一回、そしてもう一回と、彼女の細い足を杖で叩き続ける。

「お前が悪い子だから私はお仕置きをしてるんだ！　悪いのはお前なんだよ、私は間違ってなんていないんだ！　私は正しいんだ!!」

　老人は目を真っ赤にして叫さけんでいる。麻美は頭を手で守り、ただ耐える。

　子供に保護者は選べない。子供にとって育ててくれる大人は神様のようなものだ。一人じゃなにもできない。しかし世の中には理不尽なこともある。そこから抜け出すには、逃げるしかない。彼女は俺の元へ逃げて、どこか遠い場所へ向かおうとした。

　だが俺はそれを受け入れなかった。俺は、彼女を救えるような人間じゃないからだ。どんな酷ひどい大人といても、俺といるよりはマシだ。

　そう思ってはいるが、本当にそれでいいのかわからなかった。老人の叫び声に混じって、誰だれかの声が頭に響き渡る。助けてくれ、助けてくれ、と。

　気がついた時には、俺は麻美と男の間に立ち、振り下ろされた杖を摑んでいた。

「なにをする！　うちの子供だ、邪魔をするな！」

「あんた、子供になにしてんだよ」

「躾しつけだ。言うことを聞かない子供には罰を与えるんだ」

「色々やり方はあるかもしれないけど、これはねえよ……」

「黙れ、警察を呼ぶぞ!!」

　警察、と言われても不思議となんとも思わなかった。いまはどうしても逃げてはいけない気がした。俺は老人ではなく、麻美に言った。

「わかったわかった。俺がお前を助けてやる。一緒に行くぞ」

「……お兄ちゃん……」

　俺は杖をねじって、彼の手から奪い取ると、膝ひざを使って真っ二つに折った。老人は顔をひきつらせる。

「なにをする!!　ん？　待て、お前、どこかで見たことがあるぞ……。お前は、指名手配の殺人犯だな!!」

　俺は麻美の身体を抱き上げて、歩きだした。

　背後からは大声を上げながら老人がついてくる。

「誰だれか、うちの娘が犯罪者にさらわれる！　助けてくれ!!　助けてくれ!!」

　人々が俺おれに注目する。中には俺の顔に見覚えがあるのか、悲鳴をあげて逃げる奴やつもいる。この状況は、まるでまともじゃない。俺は一体どうしてしまったんだ。

「お兄ちゃん、助けて、お兄ちゃん、助けて……」

　腕の中で麻あさ美みが震えている。俺はなにも言わずに、抱きしめた両手に力を入れる。

「誰か、この犯罪者を捕まえてくれ！　娘が！　娘が!!」

　俺は黙ったまま振り返り、後をついてくる老人に歩み寄った。そして、できるだけ低く、小さな声で言った。

「殺されたくなかったら、黙れ」

　彼は顔から血の気を失い、そのまま地面に膝ひざをついた。俺はざわついている人込みを抜け、そのまま麻美を抱いて走った。パトカーのサイレンが遠くから聞こえる。携帯電話のカメラで俺を撮る音が聞こえる。俺は全すべてを無視して、ただ走った。

　頭がおかしくなりそうだった。どうしてこんなことしてるんだ。一人で逃げればいいだけなのに、なんで厄やつ介かいを背負い込むんだ。

「お兄ちゃん、あたしをどこかに連れていって……」

　俺は返事をしなかった。そんなの、当たり前だ。

　どこでもお前の好きな場所へ連れていってやる。





　　






「なにしてるの、神かみ山やまくん」

「なにって……しょぼくれてる」

　昼を過ぎても雪は降り続ける。佐さ間ま太た郎ろうは誰もいない公園のベンチにいた。

　彼自身がつけた足跡さえすぐに消えてしまうほどの豪雪の中、コートの襟えりを立てて小さくうずくまる。

　彼のすぐ隣には久く美み子こがいた。寒さと混乱のもたらす幻覚であることはわかっていたが、せっかく出てきてもらったんだから無理に追い払うのもよくないと会話をしているのである。傍はた目めから見たら、ベンチに座ってブツブツと独り言を繰り返しているのだから気味が悪い。だけど大丈夫。こんな吹雪ふぶきの中、好んで歩く者は少ない。

「あーあ。それにしてもテンコさん、どこにいるんだろうね……」

　久美子は寒さや雪など一切気にせず（幻覚だからね）、半はん袖そでにミニスカート姿で彼の隣に座っている。それに対して佐間太郎は、コートやマフラーを着て小刻みに身体からだを震わせていた。

「どこにいるのか全然わかんない。手がかりもない。俺は今人間で無力だし、こういう場合どうすればいいんだろう」

　少しだけ頰ほおを膨らませて、久く美み子こは言う。

「なに言ってるの。人間はみんな無力だけど頑張ってるじゃない」

「そりゃそうだけど」

「だから神かみ山やまくんだって、なんとかなるんじゃない？」

　ものすごく漠然としたアドバイスを受けつつ、彼は溜ため息いきをつく。体温がどんどん低くなっているのがわかった。手足が自分のものではないみたいだ。

「久美子さんは他ひ人と事ごとだからいいけど、頑張るって簡単なことじゃないよ」

「簡単だなんて思ってないけど……。でも、わたしは神山くんじゃないから、確かに神山くんの辛つらさはわからないわね」

「そうだよ」

「だったら神山くんは、テンコさんの辛さ、わかんないよね」

　そうだ、テンコはきっと恐怖に包まれているはずだ。ここで立ち止まっていても解決はしない。

「でもどうすればいいかわかんない……」

「かわいそうな神山くん」

　久美子はそう言うと身を寄せ、細い腕で彼を抱きしめた。幻覚のはずなのに、触れ合っている部分に微かすかな熱を感じた。佐さ間ま太た郎ろうはゆっくりと目を閉じる。

「いいのよ神山くん。無理することない。そうね、わたしが言いすぎた。神山くんは十分頑張ったもの。もう休んでいい頃ころかもしれない」

　そう彼女に言われると、全すべてを許された気分になり、心が穏おだやかになった。いつの間にか寒さも苦痛ではなくなる。

「神山くん、おやすみなさい。朝がきたら起こしてあげるからね」

「うん……久美子さん……おやすみなさい……」

　佐間太郎は静かに、深い深い眠りへと落ちていく。呼吸の回数が減り、意識が薄れる。

「おや……すみ……」

　暗くら闇やみの中で、真っ黒なカーテンが彼の全てを覆う。

　人間はそれを「死」と呼んだ。

　数秒後、佐間太郎の心臓は完全に停止した。

　神山佐間太郎は、人間として、その短い生涯に幕を閉じたのである。












「って死ぬとこだったああああああああ!!」

　─完─じゃなかった。佐さ間ま太た郎ろうはベンチからガバッと立ち上がる。

「だあああああ、死ぬ！　死ぬ！　危あやうい、俺おれ、危うい！　久く美み子こさんの幻覚てば、穏おだやかに俺を死の世界に連れてこうとしやがって！　ちくしょう、うちに帰ったら八つ当たりだ!!」

　彼は自分の身体からだに降り積もった雪を手で払い落とし、それからセルフ心臓マッサージをした。もう久美子の幻覚は消えている。

「はぁはぁ……幽体離脱しかけた……。なんか川とか花畑的なもんが見えたし……」

　静まり返る公園で、一人でハァハァと息を乱す佐間太郎。もし防犯カメラに映っていたら、それをモニタで見ている警備員さんに通報されてしまうほどの取り乱しっぷりである。

「死ぬわけにはいかない！　テンコを助けなくちゃ!!　はぁはぁ、助けるぞ、助けるぞ、テンコを助けるぞ！　うあああああああああ!!」

　まったくどうしていいかわからない佐間太郎は、とりあえず叫さけんだ。力の限り叫んだ。落ち込んでいたってなにも始まらない。まずは身体を動かさなくては。声を出さなくては。うおおおおおおおお──

『さっきからうるさいんだよ!!　誰だれだお前は!!』

　──お？

　彼は慌あわてて周囲を見渡す。カミナリオヤジ的な人がいないか目を凝らすが、人影はまったく見えない。まさか幻覚に続き、幻聴だろうか。いかん、人間として確実に死に近づいている。一人心臓マッサージをもう一度やってみる佐間太郎。

『誰だって聞いてるだろ、答えろ』

　マッサージの途中、またしても声が聞こえた。幻聴だ、これはきっと幻聴に違いない。

　あー、怖いよぉ、なんかおかしくなってきたよぉ。マッサージの速さ、マッハ。

『もう大声で叫ぶんじゃないぞ。わかったか、死ね！』

　それまで黙って聞いていた佐間太郎だったが、「死ね」という言葉に反応してしまった。さっきまで、本気で死にかけていた彼にとって、それは冗談にしても言ってはいけない言葉だったのである。

「う、うるさい！　俺だって必死なんだ、死んでたまるか！　幻聴ならさっさと消えてしまえ!!」

　地面に積もった雪を蹴けり上げ、うおおおおおと叫ぶ佐間太郎。もうなにがなんだか、である。もし防犯カメラに映っていたら、警備員さんも「ちょっとあの人は怖すぎるから放ほうっておこう」と放置されてしまうほどである。

「はぁはぁ……消えたか、幻聴め……」

　さあ、幻聴は追い払った。これで終わりだ、そう思った。

『幻聴はお前だろ！　こっちは忙しいんだ、さっさと消えろ!!』

　しかし、幻聴はさらに声を大きくして彼に叫んだ。

「な、なんなんだこれは……。頭の中に小さな妖よう精せいさんでもいるのか……」

　とりあえず右耳を下にして、トントンと頭を叩たたくが妖精さんが落ちてくる気配もない。

　ということは、完全におかしくなってしまったということか。

　しかし困っていてもしょうがない。こうなったら、ダメ元でこの幻聴に聞いてみようと彼は考えた。

「時に幻聴。人を捜しているんだが、知らないか？」

　一瞬の沈黙。その後、幻聴が返事をする。

『お前、幻聴のくせに俺おれに質問するなんてすごいな』

「お前こそ幻聴のくせにちゃんと返事するなんてすごいぞ。で、人を捜しているんだけど」

『知らねえ』

　さっくり言われた佐さ間ま太た郎ろうは、地面を足でバンスカ蹴けりながら叫さけぶ。

「最さい後ごまで話を聞けよー!!」

『だから大声を出すなって言ってんだろ、頭に響くんだよ！』

「じゃあ質問に答えろよー！　うがー!!」

『なんなんだよ、お前はどんだけ偉そうなんだ！　何様だこの野郎!!』

　質問に答える気配のない幻聴に、ついつい佐間太郎はいつもの癖くせでこう言ってしまう。

「俺は神様だこの野郎!!　文句あんのか!!」

『なに寝言いってんだお前、気持ち悪いぞ』

「うるさい、こっちは大変なんだ」

『黙れ。こっちだって大変だ』

「大変なのか？　まあお互い様だな」

『そうだな。色々あるな』

「実はこっちは、人を捜しているんだ」

『人？　どんなやつだ』

「実は、一緒にいたテンコっていう奴やつを……」

『テンコ？　そんな変な名前のやついるわけないだろ。どこの国の人間だ？』

「日本に決まってるだろ。どうだ、心当たりないか？」

『ないな』

　なんて役に立たない幻聴だろう。こんな幻聴なら、まだ久く美み子この幻覚の方がマシだ（殺されかけたけど）。

『力になれなくてすまないな』

「そうか……。まぁ、期待してたわけじゃないし、もしかしたらって感じだったからいいけどね……」

　佐間太郎は口を大きく開けて、降ってくる雪を飲み込んだ。喉のどの渇きが、ほんの少しだけ和らいだ気がする。

『ま、こっちも色々あるからな』

　幻聴が溜ため息いき混じりに言った。ここまでハッキリと声が聞こえるということは、意識が相当弱っているということだろうか。

「そうだったな。そっちはどんなトラブルだ？」

『ちょっと、逃げなくちゃいけなくてね』

「逃げる？　逃げるってなにから」

『色々だよ。過去とかさ』

　過去？　過去から逃げるだなんて、変なことを言うやつだ。相変わらず雪は降り続いている。ずっと空を見上げていると、雲に吸い込まれていきそうな感覚になる。どういう目の錯覚なのか、雪が空に昇っているようにさえ見える。

「どんな過去から逃げてるんだよ」

『……過去だけじゃないけどな。それにこっちには荷物まであるんだ。いてっ』

「いてっ？」

『荷物って言ったら殴られた』

　幻聴はおかしそうに笑った。佐さ間ま太た郎ろうは次第に、その声に聞き覚えがあるような気がしてくる。この声、どこかで……。

「なぁ、俺おれとお前って会ったことないかな。聞き覚えがあるんだけど」

『さぁ。知らないね。あんたの名前は？』

「佐間太郎」

『……俺の知り合いにはいないな』

　そうか、と佐間太郎は肩を落とした。思い違いだろうか。そもそも幻聴に聞き覚えがあるという時点でおかしな話なのだけれど。

「お前の名前はなんて言うんだ？」

『俺か？　俺の名前は──』

　その時、佐間太郎の頭の中で、大きな破裂音がした。耳のすぐそばで、爆竹が弾はじけたような音だった。それは確かな痛みとなって彼の鼓こ膜まくを刺激する。何事かと思って起き上がるが、周囲にはなにも変化はない。変化があったのは、幻聴だ。

『麻あさ美み、逃げるぞ!!』

　麻美？

「ちょ、おい、麻美って！　なぁ、おい!!　もしかしてお前!!」

　それからいくら呼びかけても返事はなかった。いつまでも消えることのない耳の痛みを抱えながら、佐間太郎は考えた。パズルのピースをはめるようにして、ひとつひとつを整理していく。

　幻聴の男は「麻美」と叫さけんだ。それは、夢の中で出てきた少女と同じ名前だ。ということは、佐間太郎は夢の中の男、つまり過去の自分と話していたということだろうか。

「いや、過去の自分と会話するなんてできるのか？　ってことは……」

　夢の中の世界は「前の世界」ではなかったのだろうか。そう呼ばれていた世界は、彼ではない彼が生きるもうひとつの「別の世界」だということか。

　お互いに影響を受け合う、もうひとつの世界が存在しているということだろうか。

「わかんない、どういうことなんだよっ」

　彼は叫さけびながら、大声を上げる。その声は、どこにも、誰だれにも届かなかった。





　　






「お前も、お終しまいだ」

　若い刑事、軍人がそう言って、麻あさ美みの頭にピストルを突きつける。俺おれの背中は熱を帯び、まともじゃいられないほどの痛みが全すべてを押しつぶそうとする。

　タバコ刑事の、先端に金属の入った靴で蹴けられたのだ。肺が圧迫され、悲鳴をあげるのがわかった。

　俺たちはあの老人から逃げている最中、刑事たちと鉢合わせになった。軍人は俺を見つけるなり、「よお」と言って顔面を殴った。麻美を一瞬で奪い取られた。それからタバコが俺を蹴った。もう逃げ場はどこにもないってわけだ。

「お兄ちゃん、助けて！　お兄ちゃん!!」

　彼女は軍人に抱きかかえられ、悲痛な声で叫び続ける。

「やめろ、そいつは関係ないだろ……」

「関係ない？　関係ないことないな。お前は、あの子供を殺す」

「殺す？　なにを言ってるんだ、冗談じゃない！　俺はその子を」

「黙らないか」

　タバコは三十センチほどの金属製の警棒を俺の顔面に振り下ろした。骨の折れるような音がして、俺は地面に叩たたき付けられる。

「お前は殺す。夢の通り、恐怖に負けてあいつを見捨てる。お前にあいつを助けることはできない」

　夢!?　どうしてこいつが夢のことを知っているんだ。

　痛みで頭が痺しびれ、目が霞かすむ。軍人が麻美に拳けん銃じゆうを突きつけているのがわかる。

　タバコはコーヒーくさい息を吐きながら言った。

「お前が殺す前に、俺たちがこのガキを痛めつけてやろうか？　足の一本なくなったところで、どうせ死ぬ。構わないよな？」

　男の目はルビーのような濃厚な赤に染まっている。俺は本能的な恐怖を覚えた。

「あんた、悪魔に取り憑つかれたような目をしてるぜ」

　俺はそう言って、頭から流れてくる血を手で拭ぬぐった。

「矢や部べ、やれ」

　軍人は矢部と呼ばれた。彼は少しも躊ちゆう躇ちよすることなく拳銃の安全装置を外し、銃じゆう口こうを少女の頭に突きつける。カチャリ、という金属の音が、やけに大きく辺りに響いた。

「やれ」

　もう一度、タバコが言う。

「やめろおおおおおおお!!」

　俺おれは叫さけんだ。

　その叫び声を搔かき消すかのように、乾いた発砲音がする。

　それは恐ろしく冷たい音で、身体からだの奥が一瞬で凍りつくのがわかった。








第五章　新型握手





　　






「猫？」

「…………」

　空耳、幻聴、錯覚、向こうの世界との交信。なんと呼んでも構わない。あの声が途絶えてから、長い時間が経たっていた。佐さ間ま太た郎ろうは自分の身体からだに雪が降り積もるのも気にせず、もう一度声が聞こえないかと耳を澄ましていた。幻聴に耳を澄ますというのもおかしな話だが、叫さけび声で途絶えたあの声を取り戻すには、そうするしかないように思えた。

　そんな佐間太郎の目の前に、一匹の猫が現れた。彼は、もしやこの猫は、夢の中で見たあの猫なのではないかと思う。しかし、仔こ猫ねこというには少し大きかった。いや、だいぶというか、かなり大きかった。むしろ人はこう呼ぶだろう。デブネコ、と。さらにいえば、結構な年齢らしく、貫かん禄ろくのようなものさえ滲にじみ出ている。茶色の毛に、まるまると太った体は、エビフライのようにさえ見えた。

　あの仔猫とは似ても似つかなかったけれど、どうしてか佐間太郎はこう呼ばずにはいられなかった。

「……サ、ササミ？」

「…………」

　猫は黙ったまま大きくジャンプをすると、佐間太郎の頭の上に乗った。あまりの重さに首をいわしそうになるが、彼はフングッと力を入れてこらえる。首筋がピキーンとなり、なにかの修行並みの苦痛が佐間太郎を襲った。

「な、なにしてんだ、おい……」

　口に出してみるが、猫からの返事はない。彼の頭の上にシルクハットのように、あるいはコックさんの帽子のように、もうずっと前からそうしているのが当たり前のように、これまた堂々と座っている。まっすぐ正面を見据える姿は、遠くから見るとトーテムポールのように見えなくもない。

　試しに頭を少しななめにしてみたり、軽く振ってみたりしたが、猫はそこから落ちもせず、吸盤で吸いついているように微動だにしない。むしろ、その重さに佐間太郎の首の方が耐えられない。無駄な抵抗はやめて、猫があきて降りてくるのを待つしかない。

「今こっちは大事なところなんだよ、お前に付き合ってる暇ひまはないんだ。他ほかの誰だれかに相手してもらってくれないかな」

　いらつきながら呟つぶやく彼の目の前に、ブラン、と太くて長い尻尾しつぽが垂れ下がる。

　伸び過ぎた前髪をかきあげるようにして、それを猫の方へと押し返した。

「あのな、俺おれは今、真剣なんだ。緊急事態なんだよ。冗談をやってる場合じゃ……」

　ブラン。またしても尻尾しつぽ。佐さ間ま太た郎ろうは我慢強く、それを指でつまんで頭の上に放ほうる。

「だ、か、ら、いま──」

　プラン。プラーン。ブラーリブラーリ。

　目の前をメトロノームのような動きで揺れる尻尾。妙にゆったりな動作が、苛いら立だちに加速をつける。

　あぁ、なんで俺は急にデブネコに頭の上を占拠され、尻尾をユラユラされてるんだ！

「こら、猫！　いい加減にしろ!!　ふざけてる場合じゃないんだよ!!」

「そんなにいらいらするな。見苦しい」

　唐突に、猫は喋しやべった。

「……え」

「あ。えーと、コホン。見苦しいにゃ」

　しかも、語尾を猫らしく言い直した。

「ちょ、ちょっと待て、なんで言葉を!?」

　混乱した佐間太郎は頭を抱えたが、一緒に頭の上に乗っている猫まで抱えてしまい、余計に混乱した。なんだこれは、どういうことなんだ。

「猫もにゃ、年を取ると人間の言葉ぐらいわかるようになるにゃ」

「本当かよ？　そんな話初めて聞いたぞ」

「うむ。普通は滅多に喋ることはにゃいからにゃ。ちなみに今こうしているのは、お前の頭から養分を吸い取って大きく成長するためにゃ」

「…………マジか」

「冗談にゃ」

「……で、猫がなんの用だ。俺は忙しいんだ」

　猫の尻尾がまたプランと垂れてきた。面倒くさいので、佐間太郎はそのままにすることにした。

「実はラッキーさんから話を聞いてにゃ。ずいぶんと困ってるみたいじゃにゃいか」

　ラッキーさん。あの家の老犬のことだ。佐間太郎は猫と犬の間にネットワークがあることにも驚いた。

「あの、俺のともだ……俺の彼女のテンコが、悪魔に連れてかれて、どうすりゃいいかわからないんだ」

「悪魔？　それでさっき慌あわてていたのかにゃ？」

「さっき？　ああ、さっきのは、幻聴になにかトラブルがあったようで」

「幻聴にトラブル？」

　猫は深いため息をついた。確かに、突然そんなことを聞かされても意味がわからない。しかし、頭に乗ってきて言葉を話す猫はもっと意味がわからない。

「いや、だから、つまりさ、夢の中の、まぁ、夢の中っていうのはあっちの世界のことなんだけど、えと、あっちの世界っていうのは、向こうの世界で……」

「黙らにゃいか。お前、相当なクルクルパーだにゃ？」

「いや、そうじゃなくて……。猫には説明しにくい問題だ」

　佐さ間ま太た郎ろうは頭をポリポリとかいた。もちろん、頭じゃなくて猫の横腹的な場所に指は当たった。

「クルクルパーのくせに、お前はすごいところもあるにゃ」

「な、なんだよ」

「どうしてわしの名前がわかったんだにゃ？」





　　






「お兄ちゃん、大丈夫!?　お兄ちゃん!?」

　俺おれは麻あさ美みを抱きかかえ、無我夢中で走った。腕からは真っ赤な血が流れ、酷ひどく痛む。ここのところ怪け我がばっかりでいけない。運の悪い冬だ。

　麻美は撃たれそうになる直前、男の腕に思い切り嚙かみ付いた。その結果、銃じゆう口こうは彼女から離はなれ、他ほかの場所に発射された。それが俺の右腕だったわけだ。麻美は驚いた顔をしたが、俺は叫さけんだ。走れ、と。俺のもとに走り寄る彼女を抱え上げ、残っている力を振り絞って逃げ出した。

　警部たちはすぐには追ってこない。目を赤くして、遠ざかる俺たちを睨にらみつけている。

　彼らの影は長く伸び、その輪りん郭かくは紙を手で千切ったように乱暴なものになっている。人の影ではない。別の、なにか、闇やみから生まれたような影。決して人間ではない影。

「怖いよ、怖いよ。あれ、なに!?」

　麻美は影を見て怯おびえた。当然だ、これは普通のことじゃない。

「あれは……悪魔だ。きっと、悪魔だ」

「悪魔？　そんな、悪魔だなんて……わああっ」

　慌あわてて走りすぎたのか、俺は曲がり角で誰だれかにぶつかった。申し訳ないと思ったが、構っている時間はない。俺は相手をろくに見もせずに、無視して走りだそうとする。

「あああ、ちょっと待って!!」

　が、その相手は妙に大きな声をだした。厄やつ介かいだな、と俺は思った。麻美が俺の服を強く摑つかむ。

「あなた、怪我してるじゃない。早く手当てをしないと」

「構わないでくれ、邪魔だ！」

　俺はそう叫んで走り出そうとする。

　が、ものすごい衝撃が背中を襲った。なにが起こったのか理解できない。いや、なんとなくわかったけれど理解したくない。

　まさか、こんなタイミングで、まさか、俺、ドロップキックされた!?

　雪の中に頭から突っ込んだ。なんとか麻あさ美みを守れたものの、二人して大怪け我がをしていた可能性もある。俺おれは立ち上がって、その相手に怒鳴った。

「お前、なにすんだ！　危ないだろが！」

「あんたこそ怪我してるのに、なにダッシュしてんのよ！　危ないでしょ！」

　驚いたことに、相手は怒鳴り返してくる。なんなんだ、こいつは。

「お前、誰だれだよ……」

「あたし？　あ、あたしは、テンコですけど」

　テンコ……。テンコ!?　あの幻聴が叫さけんでいた名前だ。

　なぜかケンカする気満々で、袖そでをめくりあげてるテンコ。俺は、彼女になにを、どう説明すればいいのかわからなかった。

「なによ、なに見てんのよ。あ！　その幼女もしかしてさらったの!?　変態畑の人!?」

「ち、違うっ」

「噓うそつきなさい！　叩たたくわよ！　ほら、叩くよ!!」

　テンコは腕を振り上げて、けん制してくる。なんて攻撃的な女なんだ。

「いや、待て、そうじゃなくて、それより、お前のことを捜してるやつがいるぞ」

「また適当な噓をついて……このー！　叩くぞー!!」

「佐さ間ま太た郎ろうだ！　佐間太郎が捜してる!!」

「あんた佐間太郎のなんなのさ!!」

　結局叩かれた。
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「なんで最初から言わないのー、もうバカ!!」

　まだ叩かれてる。

　俺たちは悪魔のような奴やつらから逃げるために、三人で必死に走った。そして、路地の奥にある、ひっそりとしたマンションを見つけた。それは五階建ての古いマンションで、外壁にはしみが広がり、誰も住んでいないかのように静まりかえっている。入り口にある集合ポストでわかったことだが、事実ほとんどは空き部屋だった。

　住人に見つかったら面倒だと言う俺を押し切って、テンコがこの場所を選んだ。確かに男が一人でウロウロしてたら怪しいかもしれないが、彼女たちがいれば少しは言い訳もできそうだ。

　俺は空き部屋のドアを蹴け破やぶって、中に入る。薄いチリが部屋中に漂っていて、吸い込むとカビくさいにおいがした。あまり心地のよい場所とは言えないが、もちろん贅ぜい沢たくはできない。部屋に着くなりテンコは俺を座らせ、自分の服の袖をやぶって俺の腕に巻いた。

　恐ろしく不器用なのか、そうしてもらっている最中、ずっと激しい痛みが腕に走っていた。しかし文句を言わずに黙って我慢する。

「なによ、お礼も言わないの!!」

　すると頭を全力で叩たたかれた。なんてやつだ。それから彼女は「佐さ間ま太た郎ろう」について質問責めをしてきて。俺おれは、幻聴の中で彼の声を聞いたこと。さらに、その声が「テンコ」という女性を捜していたことを伝えた。するとテンコはお礼も言わずに、さらに「バカ!!」と罵ののしりながら俺を殴ったわけだ。

「まったく意味がわかんない。声が聞こえたって、今の佐間太郎にそんな力はないはずなのに……」

　いつの誰だれにだって、そんなテレパシーのような能力はあるわけがない。だが俺は彼女に殴られたくなかったので黙っていた。

「あんまりお兄ちゃんをいじめないで……」

　床に座っている俺に、麻あさ美みが寄り添ってくる。テンコはそれを見て、やれやれという顔をした。

「どうやら誘拐じゃないみたいだからいいけどさっ。あんたたち、どういう関係なの？」

「恋人」

　麻美が即答する。テンコの目がクワッと見開かれた。あぁ、面倒だ。

「恋人って！　あんたちょっと、いくつなの、どういうこと!?　まだ子供じゃないの！

　騙だましてるのね、ピュアな幼女を騙しているのね!!　ねえ大丈夫、お嬢ちゃん、裸にされて変な検査とかされてない？　うん？　トラウマか？　トラウマなのか？」

　テンコが触れようとすると、麻美はその手をペチッと払う。

「近寄んないでよね。おばさん」

「きぃいいいぃいいぃい!!　なんなのこのガキ!!」

　壁にガンガン頭を叩きつけるテンコ。さすがに麻美のことは殴れないみたいだ。良心のカケラがなんとか残っているみたいでなにより。

「おばさんこそなに!?　人を子供扱いして。あたしは大人なんだからねっ」

「おっ、大人じゃないでしょーに！　あたしの方が大人ですっ。ふんだ。胸、そうよ、胸だってあたしの方が大きい!!」

「そ、そんなのあたしが成長期に入ったら簡単に追い抜きます！」

「それぐらいってなによ！　触ってみなさいよ、それなりにあるわよ!!」

「どれどれ……」












　あぁ、とめてくれ、この二人を。麻美はモニモニと彼女の胸を触った後に、何も言わず鼻を鳴らした。

「フンッ」

「なに鼻で笑ってんのよ!!　怖おじ気けづいたか、このやろう！」

「怖気づくわけないでしょ！　この貧乳ー！」

「ヒンヌー!?　最近の子供はそんな言葉も使うのかしら！　あーやだやだ！　って、なにセクハラ的な視点で見てんのよー!!」

　そう言って、突然よく伸びる蹴けりが俺おれの顔面に入った。人間離ばなれした攻撃に、なす術すべもない。

「ちょっと、お兄ちゃんになにすんのよ！　この貧乳！」

「だからヒンヌーじゃないって言ってるでしょ！　あんたは子供だから知らないだろうけどね、デカけりゃいいってもんじゃないのよ！　これぐらいあれば十分なのよ！」

　ケンカするのはいいが、そんなに大きな声を出されてはたまらない。俺は二人の間に無理やり割って入り、それぞれの目を見てから言った。

「ちょっと待て、いい加減にしてくれ。こんな場所で大声出したら見つかっちまうだろ。

　俺たちは逃げてるんだから、やめてくれ」

「逃げてる。そう、あんたたち、なにから逃げてるのよ」

　テンコは真剣な顔をしてそう言った。やぶへびだったかもしれないと思ったが、もう遅い。俺は返事をする。

「警察だ」

「警察？　警察から逃げてるの？　犯罪者？　なに、万引きでもしたの？」

　麻あさ美みが俺の手を握った。どういうわけか、俺はテンコには噓うそはつけないと思った。もしごまかそうとしても、彼女は簡単にそれを見破ってしまう気がした。あるいは、もう噓をついたり誰だれかに流されたり、そういったことに疲れてしまったのかもしれない。

「殺人犯として警察に追われている。俺は、人殺しなんだ」

　俺おれは素直に言った。テンコの表情が凍りつく。本能的に俺から麻あさ美みを引き離はなそうとするが、麻美は彼女の伸ばした手を振り払い、俺に抱きついた。

「信じてくれないだろうけど、続きがある」

「なによ、あんた人殺しをして、まだなにかやったの？」

　俺は深く息を吸い込んでから、言った。

「俺には記憶がないんだ。確かに殺人犯として追われているが、殺したことはおろか、子供の頃ころの記憶や、親の記憶もない」

「それって、どういうこと？」

「気が付いたら俺は街まち中なかにいて、目の前に人が倒れていた。自分の服を見ると、ぐっしょりと返り血を浴びていた。手には大きなナイフ。通行人の誰だれかがそれを見て悲鳴を上げた。するとあっという間に人だかりができた。すぐに警察がやってきて、俺は捕まった。だけど、覚えてないんだ。それ以前のことは、なにひとつ……」

「犯行の時に頭がカッとなって、それで一時的に記憶がないってこと？」

「違う。だったら子供の頃の記憶があるはずだ。両親のこと、家族のこと。だけど俺はなにも覚えていない。俺は、自分の名前さえ知らない。気がついたら、犯行現場だったんだ」

「きっと犯行のショックで記憶がなくなったのよ。街中でやったんでしょ？　目撃者がいるはずよ」

「それが、いないんだ。血まみれの俺、倒れている被害者。それは多くの人が見ている。しかし、俺が相手を刺した瞬間を見たやつは誰もいない。数十人か、それ以上の人がいたっていうのに、誰一人として目撃者はいないんだ」

「どういうこと？　理解できないんだけど」

「俺も理解できなかった。普通の言葉じゃ説明できない。きっとそれは手品みたいなものなんじゃないかと思う。俺と被害者は、突然その場所に現れたんだ」

「なによそれ。突然って？」

「人が急にいなくなることってあるだろ？　神隠し。その逆で、急に出てきたんだよ。手品みたいに、俺も、被害者もどこからか突然あの場所に連れてこられたんだ。そうとしか考えられない。俺には記憶がないし、被害者のこともまったく知らなかった。俺には彼を刺す理由がない。俺はあの場所で、あの瞬間に作り出されたようなものなんじゃないかって……。頭がおかしくなりそうな話だけどな」

「お兄ちゃんはなにも悪いことはしてない。だって、あたしのことを助けてくれたもの。

　それに、ササミにも優しくしてた」

　俺の言葉を遮さえぎって、麻美が言った。テンコは納得がいくわけもなく、頭を抱え込んでいる。

「なにもー！　い、い、い、意味がわかんない!!　とりあえず、あんた嫌い!!」

　嫌うのは結構だ。こんな話、誰に言っても信じてはもらえないだろう。

「それで、警察に捕まってからどうしたのよ」

「俺おれは自分の記憶がないことを正直に話した。だけど、信じてはもらえなかった。尋問に暴力が加わり、それが毎日繰り返された。次第に俺は衰弱していき、思考もまともじゃなくなってくる。本当は俺がやったんじゃないだろうか。それを都合のいいように記憶を消去しただけなんじゃないだろうか。俺は本当は酷ひどい人間なんだ、簡単に人を殺してしまうような人間なんだ。警察に追い詰められ、俺は自分で自分が信用できなくなった。そして、俺はあのことは全部自分のしたことだと信じるようになった。ある日、取り調べ室で尋問を受けている最中、辺りが急に静かになった。さっきまで俺を殴っていたやつもいなければ、普段は聞こえる車の音も外から聞こえてこない。不思議なことに、部屋のドアさえ開いていた。俺は恐る恐るドアの外を見る。廊下には誰だれもいなかった。そのまま廊下に出るが、誰一人として俺を見つける人間はいなかった。だから俺は裏口から表へ出た。なんてラッキーだと思った。だけど大間違いだった。それからの逃亡生活は、その時以上に辛つらく苦しいものになったんだ。あの脱走は誰かが仕組んだんじゃないかとさえ思う。俺をより苦しめるために」

「苦しめるために？」

「逃亡生活の間で、俺はずいぶんと神経をすり減らした。どうしてこんな辛い思いをしなくちゃいけないんだと自分を呪のろった。昼間は薄暗い場所に身を隠し、夜にだけ人目のつかない道を選んで移動した。街には俺の指名手配のポスターが貼はられていた。顔写真だけで俺の名前は載ってなかった」

　テンコは納得のいかない様子で俺を見つめていた。そして溜ため息いきをついてこう言った。

「全然信じられないけど、わかった。そういうことにしとく。とにかくあなたは怪け我がをしてる。だからあたしは助ける。それだけ。わかった？」

「わかった」

　俺は返事をした。

「そうだ。テンコを見つけたって佐さ間ま太た郎ろうに報告してやる」

「えっ！　そんなことできるの!?」

「たぶんな」





　　






「なぁ、本当にあのマンションでいいのか？」

「間違いないにゃ」

　佐間太郎は頭に猫を乗せながら、老朽化したマンションへと向かっていた。なぜササミがその場所へ向かえと言うのかはわからなかったが、今頼りになるのはこの猫だけだ。

「でもさ、ササミってあっちの世界のササミじゃないの？」

「あっちこっちうるさいにゃー。ササミはササミにゃ」

「そんなこと言われてもなぁ……」

『おい、テンコのこと見つけたぞ』

「なにいぃいいぃいい!?　はぅっ!!」

　突然の幻聴に驚いた彼は、つい力を抜いてしまい、猫の重さに耐え切れず首をイワした。

「いたたたた……」

『どうしたんだ？　なんかあったのか？』

「いや、っていうか、お前ってやっぱり、向こうの世界のあいつだよなぁ」

『向こう？　なに言ってんだかわからないな。とにかくテンコはここいにる。元気そうだ』

「元気そう？　本当かよ、怪け我がしてないか？」

『うーん、とくにそんな感じはしないけど』

　よかった、と彼はため息をついた。ラッキー先輩の庭で見た出血は、テンコのものではなかったのだろうか。だとしたら、あれは誰だれの……。

「お前、なにブツブツ言ってるにゃ？」

「あ。えーと、これはその、あれだ、幻聴と会話をですね」

「疲れてるのかにゃ？」

「そうじゃないんだけど……。あ、そうだ、ササミ、こっちにいるぞ」

　そう言うと、幻聴の男は酷ひどく驚いた声を出した。

『ササミが!?　なんでササミのこと知ってるんだ？』

「わかんない。立派なデブネコだ」

『そりゃ別のササミだろ』

「そうかもしれない……。とにかく今からテンコを迎えにいく。どこにいるんだ？」

『そうだな、マンションなんだけど、場所、わかるかな』

　佐さ間ま太た郎ろうは目の前にあるマンションを見上げた。不吉な色をした、不気味なマンションだった。その外壁にカタカナでマンションの名前が書いてあったので、それを読み上げる。すると幻聴は言った。

『そう、よくわかったな』

「もう目の前にいるよ」

　佐間太郎はエントランスを見つけて、ゆっくりと建物の中に入る。ポストの名札はほとんどが取られていて、住居者がわずかばかりだということを示していた。壁には色々な文字がスプレーで落書きをされている。

「それにしても、どうしてこの場所にあいつらがいるってわかったの？」

　佐間太郎は頭に乗っかっているササミに聞いた。すると猫はこう応こたえた。

「にゃー」

　大事なところで役に立たない。





　　






　廊下の外で誰だれかが走る音が聞こえた。きっと警察に違いない。俺おれは麻あさ美みを抱き上げ、立ち上がろうとする。

「ちょっと、無理しないで」

　そうテンコが言った。無理もない、俺は出血によってろくに立つこともできなくなっていた。

「しょうがないだろ、逃げるしかない」

「でも、あなた記憶がないんでしょう？　警察に正直に言ったら？」

「何度も言ったよ。だけどやつらは信じてはくれなかった。それどころか、俺を噓うそつき扱いだ。俺はもう誰かに信じてもらおうなんて思ってない」

「あたしは信じてる」

　なにを今さら。

「冗談はやめてくれ。それより逃げるぞ」

「冗談じゃない」

　酷ひどく真面目まじめな声だったので、俺は驚いて振り返った。テンコは、真まっ直すぐに俺を見ていた。

「あたしは、信じる」

　……くだらない。

「それに、あいつらは普通じゃない。俺の夢のことまで知ってる」

「夢のこと？」

「あいつらは、俺のことならなんでも知ってるみたいなんだ。頭の中をいじられるみたいだ」

「なにそれ、よくわかんない。あんた、電波くん？」

「ちっ。いいから行くぞ」

　俺は麻美を抱いたまま、玄関のドアをゆっくりと開けた。廊下に誰もいないことを確認して、エントランスへと向かう。大きな音でガラスの割れる音がした。どこかで怒鳴り声が聞こえる。

「お兄ちゃん、怖いよ」

「大丈夫だ」

　麻美の頭を撫なでながら、早足で歩く。このまま外へ逃げ出せる、そう思った。

　しかし、エントランスに何者かの影が見えた。一人や二人ではない、数十の影だった。

　それは大量の警察官だった。先頭には例の刑事二人が拳けん銃じゆうを持ってニヤついていた。その集団の目は例外なく真っ赤に充血しており、常軌を逸したなにかを感じる。

「ちっ。テンコ、他ほかの場所から行くぞ」

「え!?　他って、どこ!?」

「どこでもいいから逃げるんだ!!」

　今来た道を逆戻りしようとすると、タバコが叫さけんだ。

「お前ら、あいつが極悪人だ！　捕まえろ!!」

　警官たちは警棒を振り上げ、プログラムされたロボットのようにして同じ動きで走りだした。

「テンコ、上だ!!」

　俺おれはそう叫び、非常階段を屋上目指してかけあがった。屋上に行けば助かるとは思わなかったし、むしろ逃げ場がなくなることはわかっていた。だけど俺たちには他ほかに行く場所はなかった。そしてなにより、俺は空が見たかった。





　　






「よくここがわかったね」

　マンションの廊下を歩いていると、スーツ姿の男に出くわした。一瞬誰だれかと思ったが、よく見ればすぐにわかった。例の、動物型の悪魔だ。人間と同じようにスーツを着てはいるが、そこから伸びた手や足は、動物のそれだった。相あい原はらの顔と、犬が混ざり合ったような不思議な顔をしている。

「相原？」












「すまないね、今はまだ完全じゃないんだ。あの姿は少し目立ち過ぎるから、形を変えている。そのうち、きみが相あい原はらと呼ぶ姿になるだろう。ここにはそうするための条件がよく揃そろっていてね」

　佐さ間ま太た郎ろうは止まりそうになる呼吸を、なんとか意識して続ける。

「ずいぶんと流りゆう暢ちような喋しやべりになったな」

「おかげさまで」

　悪魔は建物の壁を見ながら、大きく鼻を膨らませた。

「住人の魂たましいを少しばかり頂いたりもした」

『佐間太郎、屋上だ！　屋上で落ち合うぞ!!』

　相あい原はらと対たい峙じしている最中、頭の中で向こうの世界からの声がした。こちらと同じで、ただ事ではないらしい。

「ほぅ、お前はあいつと会話ができるのか」

　フフンと悪魔は鼻を鳴らした。どうやら、あの声は悪魔には聴こえているらしい。

「あいつって誰だれだ？　俺おれにはわからないな」

「とぼけるな。あいつは私が創った存在だ」

　私が作った存在？

「ちょっと待て、どういうことだ？　お前が作ったって、なんだ？」

　佐間太郎は相原の言葉が信じられなかった。あれは、向こうの世界の自分ではなかったのか。それを悪魔が創った？

「彼は、私が生み出した存在だ。人間ではない。モルモットだ。彼の運命は我々悪魔の手の中にある。これからどうなるかも決まっている」

「モルモットだと？　なに言ってるんだ。そんなバカなことがあるか」

「それがあるんだよ。彼はこれから、落ちるんだ。闇やみに、ね」

　佐間太郎は、夢を思い出した。高い場所から落ちる夢。闇に吸い込まれる夢。

「だがお前には関係のないことだ。ここで私に食われてしまえばいい。遠慮するな、魂だけじゃなくて肉体も食ってやる」

　そう言って相原は口を大きく開けた。貝が開くように、彼の顔は上と下の半分に分かれる。

「カスタネットみたいな顔してるな、お前」

「いつまで無駄口を叩たたけるかな？」

　相原は笑いながら、佐間太郎が言ったことを再現するためか、口を閉じたり開いたりした。その姿は、本当にカスタネットのようだった。

「……言わなきゃよかったよ」





　　






「佐さ間ま太た郎ろうからの返事は!?」

「まだないっ！　なにかあったのかもしれない」

　俺おれたちは最さい後ごの階段を駆け上がり、屋上へ通じるドアを開いた。鍵かぎはかかっておらず、簡単に外へ出ることができた。そこはなにもない殺風景な場所で、危険なことに手すりさえなかった。テンコはそれを見てひるんだが、階段から激しい足音がするのを聞いて、仕方なくドアから離はなれる。

「で、なにか考えはあるの？」

「……ない」

「ないの!?　ないのー!?　ないのかよーわぎゃぴー!?」

　あうーとテンコは頭を抱える。まあ、当然と言えば当然だ。だからと言って、仕方ないじゃないか。

　それにしても、この屋上の風景は嫌な予感がする。まるで、あの夢と一緒だ。

「まあテンコ、安心しろ。お前はなにもしてないから捕まらないだろ」

「あんな変な連中に、そんなまともな話が通じるわけないでしょ！」

　俺は返事をしないで、屋上の端へと向かった。

「ちょっと、落ちてもしらないからね！」

　テンコがへっぴり腰で叫さけんでいる。だが俺には確認しなくてはならないことがあった。

　縁へりから顔を出し、地面を見下ろした。この高さから落ちたら、まず助かりはしないだろう。

「お兄ちゃん、なに見てるの？」

　腕の中で麻あさ美みが小さく言った。

「夢と一緒か確認してる」

「夢？」

「そう。俺はずっと、どこからか落ちる夢を見ていたんだ。まさかと思ったけど、この風景とまったく一緒だ」

　雲が風に押し流され、わずかばかり出ていた太陽を隠した。辺りは一瞬で薄暗くなり、夢よりも闇やみが濃くなる。

「でもそれは夢だよ。落ちたりしないよ。大丈夫」

　麻美が健けな気げにも俺を励ました。

「そうだな。でも、どうしてあの連中が俺の夢のことを知っていたんだろう……」

　背後でドアの開く音がする。警官たちだろうか。

　あの、佐間太郎というやつだったらいいのにと俺は思った。

　あいつならなんとかしてくれそうな気がする。





　　






「大丈夫。食べると言っても、痛みはない。快感さえ覚えるぞ？」

　相あい原はらはそう言って、ジリジリと近寄ってくる。頭の上に猫を乗せた佐さ間ま太た郎ろうは、そのままの姿勢で後ずさるだけだ。

「屋上に行けば、屋上に行けばなんとかなる……かもしれない」

　そう小声で呟つぶやくが、異形の悪魔を前にどうすることもできない。

「なぁ、どうにかなんないかな？」

　ササミは佐間太郎の質問に、至極猫らしくシンプルに応こたえた。

「にゃぁ」

「……ったく、猫をかぶりやがって」

　相原の大きく開いた口から、唾だ液えきのようなものがポタポタと廊下に垂れている。紫色をした液体で、理科の実験の時にあんなようなものを見たなと佐間太郎は思った。

　壁に手をつき、後ろは振り返らずに後退を続ける。このままでは屋上に向かう階段が遠のいていくばかりだ。

「んっ？」

　その時、手がなにかに触った。プラスティック製の突起物だ。

「ええいっ、とりあえず!!」

　大した効果はないだろうとわかってはいたが、彼はそれを思い切り手で叩たたきつけた。

　ジリリリリリリリ、というベルの音が激しく鳴り響き、赤いランプが点灯する。火災報知機のボタンを佐間太郎は押したのだ。相原は突然の大音量にひるみ、一瞬だけ隙すきを見せた。それと同時にササミが頭から飛びあがり、彼の足元を素早く通り抜けた。

「こっちにゃ、早く!!」

　早くと言われても、猫のようにはいかない。だが、口ごたえをしている暇ひまも、迷っている余裕もないことを十分に承知していた。廊下を蹴けり、全力で佐間太郎は走りだす。

　相原が彼に気付き襲いかかろうとする、その直前、跳とび箱を飛ぶ要領で相手を飛び越えた。彼の顔に手をつき、思い切り飛び上がったのだ。着地でバランスは崩したものの、奇跡的に悪魔の背後に回りこむことができた。

「階段はこっちにゃ！」

　ササミに言われるまでもなく、彼は休む間もなく走りだした。相原は飛び越された衝撃で、床に膝ひざをつく。ボタボタッと肉片が落ちた。

　彼が振り返ると、階段を駆け上がる佐間太郎が見えた。

「許さない……許さないぞ……」

　相原の目は真っ赤に染まり、まばたきをする度に薄い粘膜のようなものが眼球の上でテラテラと光った。

　佐間太郎は、なるべくなにも考えずに走った。心を無にして、ただ屋上へ向かう。

「追いつかれる前に屋上にゃ！」

「わかってる!!」

　足が鉛のように重く、走りにくい。さっきの着地の際に少し足首を痛めたのかもしれない。まさか、あんなことが一発勝負でできるとは思わなかった。

「人間って、すごいんだな」

　前を走るササミに叫さけぶ。

「猫だってすごいにゃ」

　その巨体からは想像もできないスピードで走るササミを見て、確かにと彼は頷うなずく。

　二階、三階、四階、五階と通り抜け、屋上へと向かう階段を走る。そして、目の前に現れたドアを思い切り蹴け破やぶった。勢いよくドアが開き、佐さ間ま太た郎ろうは外へ転がり出る。

　ドアが開くのを待っていたササミも、彼の後に続いて屋上へと出た。

「着いたぞ！　誰だれかいるか!!」

　屋上は殺風景で、なにもなかった。そして、誰もいなかった。

「テンコ!?　テンコ!!」

　力の限り叫ぶが、返事はない。

「そんな……」

　テンコはここにはいない。そう思うと、疲労が一気に彼の身体からだを襲った。足が震え、立っていることもままならなくなる。コンクリートの地面の上にしゃがみこみ、血の味がする咳せきを何度かした。

「やつが来るにゃ」

　ササミの声を聞いて振り返ると、開けっ放しのドアの向こうに悪魔の姿が見えた。

　スーツを着てはいるが、人間のように二本足では立っていなかった。動物のように四つんばいになり、大きく口を開いてこちらを見ている。





　　






　ドアが開き、スーツ姿の刑事と警察官たちがやってきた。残念ながら、佐間太郎ではなかった。テンコは小さく声を出して、俺おれの方へ寄ってくる。

「大丈夫だ」

　と彼女に呟つぶやいたが、誰が見ても大丈夫ではないことがわかる。警官たちの目からは赤い汁が吹き出て、獣のような叫び声を上げている。

　俺に抱かれた麻あさ美みも恐怖で声が出ないみたいだ。

「ずいぶん逃げたもんだ。まぁ、それも全すべてこちらの計画通りだけどな」

　軍人が言った。そして、拳けん銃じゆうをなんのためらいもなく一発。

「うあぁ!!」

　膝ひざに激痛が走り、立っていられなくなる。

「お兄ちゃん!!」

　俺おれはその場に倒れこむが、麻あさ美みのことは離はなさなかった。

「ちょっと、あんたたち警察なんでしょ!?　無抵抗な人間を撃つってどういうことよ！」

「ん？　お前は誰だ？　おい、黙らせておけ」

　テンコは警官の一人に腕を摑つかまれた。ヘビのような舌をチロチロと出す警官に、彼女は声も上げられなかった。

　もちろん俺は彼女を助けたかったが、足の痛みで一歩も動けなかった。

「いいか、お前の運命は俺たちが握っている。全すべてそういうふうにできている」

　タバコはそう言って、俺の目の前までやってくる。そして、重たいブーツで顔面に蹴けりをいれた。




　佐さ間ま太た郎ろうは相あい原はらに蹴りを入れられ、屋上の地面を転がった。胃液が口から漏れ、激しく咳せき込む。頭がぼんやりして、風景が何重にもだぶって見えた。

「残念だが、お前にやつのことは助けられない。やつは死ぬために生まれてきたんだ」

　やつ、とは向こうの世界の彼のことだ。佐間太郎は折れた奥歯を吐き出しながら、こう言った。

「人間は、誰だれだって最さい後ごには死んでしまう。だけどそれは、死ぬために生まれてきたわけじゃない。生きるために生まれてきたんだ。他ほかの誰かが、運命を決めることなんてできない。運命を決めるのは、自分自身しかいない」

「そうか。だがやつは、人間ですらない。我々が生み出した、ただの人形だ」

「言ってる意味がわからないな」

　相原は得意げにコホンと咳せきをした。

「どうせ最後だ、教えてやろう。あの存在を生み出した理由、それは人間の悪意を増やすためだ。悪意は伝染する。そのためのモルモットだ。あいつはなにも悪いことはしていない。ただ、あの世界にポンと放ほうり出されただけなのさ。そこであいつは責められ、悩み、人間不信になる。するとあいつの中で悪意が濃くなっていく。心の闇やみが深くなっていく。そういったものは、恐怖となり他の人間に伝染する。それがあいつの存在理由だ。それだけのために生きている。そして、あいつの終わりも決まっている。あいつは、あの子供と一緒にマンションから落ちて死ぬんだ。後悔する。無力な自分を呪のろうんだ。そうやって生まれたあいつは、世界に悪魔の胞子を降らせる。それで終わりだ。全ては我々が仕組んだことさ」

　大きく開いた口から、相原の長い舌がボテッと地面に落ちた。興奮しているようだ。

「ただ、計算外だったことがある。あの女が向こうの世界に行ってしまったことだ。これは我々には想像もつかなかった。どうして向こうに行けたのか不思議で仕方ない」

　あの女とは、当然テンコのことだ。佐間太郎は口の端についた血液をぬぐって、ゆっくりと立ち上がる。

「お前も向こうの世界と交信をしているな。不思議な話だ、そんなこと人間のお前にできるわけがないのに」

「できると思えばなんだってできるんだよ」

　佐さ間ま太た郎ろうは、ただの強がりとして言った。

「ほう、ずいぶんと大きな口を叩たたくものだな。だったら俺おれを倒してみろ」

「倒す？　倒す……。倒す……」

　彼は何度かその言葉を繰り返し、それから彼に向かって言った。

「たぶん、思うんだけどさ、今俺が戦って、すごい努力をして、絶対に負けるに決まってる相手なのに、倒しちゃったら、すげえ俺、かっこいいと思うんだよね。自分より強い力を持ってる相手に逃げずに立ち向かうとか、感動的じゃないか」

　だけど。

「だけど、俺は戦うわけにはいかないんだよ。それじゃお前らと一緒じゃないか。戦わないで終わらせなくちゃいけない。どうすればいいかわからないけど、戦っちゃいけないんだと思う」

「ずいぶんと理想主義者なんだな」

「理想を持っていなければならない」

「なぜ？」

「そこまでは、わからない」

「笑わせてくれるな」

　相あい原はらはバッタのように跳とび上がり、佐間太郎の身体からだを押し倒した。叩きつけられた彼は、身体からだの感覚が曖あい昧まいになっていくのを感じた。

「さぁ、楽しもう。あいつの役目が終わる時間だ」




「さぁ、お前の役目はもう終わりだ」

　俺は麻あさ美みを抱きしめながら、タバコを見上げた。彼の瞳ひとみが、真っ赤に燃えている。この世のものとは思えない色をしている。

「お前は恐怖で動けない。誰だれも助けることができない。無力さを知る。そして、その無力さの中で消えていく。お前の絶望は真っ赤な悲しみとなり、灰色の力になる。それは永遠に空に張り付き世界を曇らせ、心の弱い人間に雨を降らせ感染する。わかるか？」

「わからないな」

「すぐにわかるさ」

　タバコは俺の腕から麻美を引き離はなした。絶対に離さないと思っていたのに、それはとても簡単に行われた。俺には力がまったく残っていなかったんだ。

「お兄ちゃん、助けて！　助けて!!」

「麻美……」

　男は麻美の腕を引っ張り、屋上のはしギリギリに立った。フェンスもなにもない。

「どうだ、お前が見続けていた夢と同じだろ？」

「どうして夢のことを知ってるんだ」

　俺おれは地面を這はって、男の足元へゆっくりと近づく。

「その夢の通りにお前は役目を終える。そして深い悲しみと絶望を持ち、世界に傷を残すんだ。人間たちに暗くら闇やみをもたらすんだ」

　男がなにを言っているのか俺にはわからなかった。だがそれは、確かに夢で見た光景と同じだった。男は麻あさ美みの首ねっこをつかみ、手を伸ばした。彼女の足は地についておらず、力なくフラフラと揺れる。男が手を離はなせば、そのまま地面に落下する。

「やめろ、麻美をこっちに渡せ」

　運命というのは、こういうことを言うのだろうか。何度も繰り返し見た夢が、鍋なべの底のこげのように思考にこびりついている。そのせいで俺は震え上がる。恐ろしい、と感じる。地面を見下ろす。アスファルトは恐ろしく遠い。恐怖が身体からだを包む。麻美を助けてやりたいが、痛みと恐ろしさで上う手まく動くことができない。俺だって死ぬのは怖い。




　佐さ間ま太た郎ろうは恐怖で上手く動くことができない。激しい痛みで意識も薄れていく。それに連れ、まるで幻を見ているみたいに、現実の風景と別の風景が重なって見えた。

「あれは……麻美？　……テンコも見える」

　それは向こうの世界の風景だった。

「なんで、ここに？　テンコ……テンコ!!」

　彼の声はテンコには届かない。全身に走る痛みをこらえながら、身体を引きずるようにして三人のもとへむかう。相あい原はらは彼から少し離れた場所でそれをおかしそうに笑って見ている。

　麻美が黒い影に身体を摑つかまれ、投げ落とされそうになっているのがわかった。

「なにしてんだ……早く助けないと……」




　わかっている。早くしないといけないのはわかってる。だけど、身体が動かないんだ。どうしても、どうしても動かない。

「なに言ってんだよ、お前が助けなくて誰だれが助ける」

　今まで空耳だった声が、妙にはっきりとした輪りん郭かくで耳に届いた。驚いて振り返ると、そこには白い光の塊かたまりが、人の形を作っていた。それは倒れこみながらも、ゆっくりと俺に向かってくる。

「誰だ、お前、誰だ……」

「だから俺は、俺だってば……」

　佐間太郎の声だった。彼が、そこに、いる。だけど、どうして光ってるんだ？

「助けろ、その子を助けろ。あんたがその子を助けるんだ」

　そう光が言った。無理だ、そんなことできない。俺は、闇やみに引きずりこまれたくない。

「あんた、男だろ。男は、守らなくちゃいけないんだよ。女の子をさ」

　無理だ、俺には無理だ。

　麻あさ美みを摑つかんでいたタバコは、佐さ間ま太た郎ろうの光を見てこう言った。

「なんだお前、こっちにもこれるのか？」

　そして、深く息を吐く。

「ややこしくなる前に、終わりにしよう」

　彼はそういって、麻美を放ほうり投げた。




　少女の身体からだが宙に浮くのがわかった。佐間太郎は大声で叫さけんだ。




「手を伸ばせ、助けろ！　運命を変えろ!!」

　佐間太郎の声が、頭の中いっぱいに響いた。それは、今までの全すべての悩みや想おもいを吹き飛ばし、なにもかもをゼロの状態にした。

　とにかく、今やるべきことをやるんだ。

　放り投げられる麻美の表情が凍り付いているのがわかった。助けて、と彼女は言っていた。俺おれは佐間太郎の声に突き動かされるようにして、麻美に手を伸ばした。

　しかし。

　闇やみが息を潜めて二人を待っている。遥はるか彼方に、死への入り口が見えている。

　俺の手が、届かない。俺の手じゃ、届かない。

　強い風が吹くこの場所で、少女はゆっくりと地面に落ちていく。ただでさえ小さな顔や身体が、消え去りそうになる。

「助けろ！　助けるんだ!!」

　背後からもう一度声が聞こえた。俺は身を乗り出して、麻美の手を摑んだ。




　彼が少女の手を摑むのが見えた。しかし、彼はバランスを崩して、彼女と同じようにして宙を舞った。しっかりと手を繫つなぎあってはいたが、二人をこの世界に留とどめるものはなにもなかった。ただ地面に落ちるのを待つしかなかった。そう定められているみたいに。




　やっぱり、だ。俺は身を乗り出しすぎて、落ちてしまった。

　それでも麻美の手を強く握る。どこにも行かないようにと、二度と離はなさぬようにと。

　宙を泳ぐ麻美は笑っていた。俺が手を差し出したことが嬉うれしかったのだろうか。彼女は最さい後ごの望みを繫ぎとめるようにして、俺の手を摑む。だけど、残念ながら俺にはどうすることもできない。

　彼女を引き上げてやることもできない。このまま二人で落ちていくしかない。麻美が笑ってくれていたのが、せめてもの救いだったように思う。

　夢では彼女に触れることすらできなかったんだ。よくやった、上出来だと思った。

　俺おれはほんの少しだけど、世界を変えたんだ。

　しかし。




　佐さ間ま太た郎ろうは、屋上から手を伸ばして彼の足を摑つかんだ。触れることができるかどうかもわからなかったが、そうしたのだ。佐間太郎の手は彼の足をしっかりと摑み、なんとか二人を世界に繫つなぎとめた。




　俺の脚を、白い光が包んでいた。これじゃ手品だ、と俺は心の中で笑った。

「なに笑ってんだよ、こっちは重いんだぞ……」

　白い光、佐間太郎が苦しそうに言った。

「引き上げられるか？　佐間太郎」

「……無理っぽい」

「大丈夫だ、手を離はなせ。これはきっと運命だったんだ。俺と麻あさ美みはこうなるしかなかったんだ」

「なに言ってんだよ……運命なんてない……。あるのは、行動と結果だ」

　体力の限界なのか、佐間太郎の手から俺の脚が徐々にすべり落ちていく。もうわずかしかもたないだろう。

　その時、俺の下から声が聞こえた。

「お兄ちゃん、運命は自分で作るものでしょう？」

　麻美はそう言って笑った。

「お兄ちゃん、助けてくれてありがとう。お兄ちゃんだけでも助かって」

　そう言って、彼女は俺の手を振り払った。酷ひどく痺しびれていたため、ごく簡単に俺は手を離してしまった。麻美はまた、空中で一人きりになった。




　佐間太郎には全すべてがスローモーションで見えた。ゆっくりと手を離す麻美。「あっ」と声にならない声を出す彼。そして、それと同時に屋上から飛び降りる影。




　それはテンコだった。いつの間にか警官から逃げ出した彼女は、麻美を救うために、なんのためらないもなく飛び降りた。そして、麻美を空中で抱きしめた。それを見て、佐間太郎も飛び降りた。テンコを放ほうってはおけなかったのだろう。バカなやつだ、お前まで落ちたらもう誰だれも俺たちを救えるやつはいないっていうのに。俺たち四人は、ひとつのかたまりになりながら、ゆっくりと地面に向かって落ちていった。




　佐間太郎に考えがあるわけではなかった。テンコが飛び降りるのが見えた瞬間、反射的に助けようとしたのだ。

　時間にしたら一瞬のことだろう。だが彼にはそれがひどく長いことのように思えた。

　四人はひとつのかたまりになりながら




　ゆっくりと地面に向かって落ちていく。もう終わりだ、俺おれはそう思った。だが……




　だがその時、遠くに、遥はるか遠くの空になにかが飛んでいるのが見えた。

　それは猫だった。猫が、身体からだをまっすぐに伸ばして空を飛んでいた。鳥かなにかのように、大空を、どこかに向かって。

　最初は一匹しか見えなかった。しかし目を凝らすと、二匹、三匹、と徐々に形になってくる。猫の背中には羽が生えていて、器用にそれを動かしていた。四人は落下しながら、その猫の数が尋常ではないことを知った。

　あまりにも数が多すぎて、それぞれを認識できなかったのだ。夕暮れの空を埋め尽くすようにして、猫が数百匹以上で飛んでいた。

「なんだこれ……」

　佐さ間ま太た郎ろうは呟つぶやく。きっとテンコも、誰だれもが同じ気持ちだったであろう。と、いつの間にか彼らの落下は止まっていた。四人の下では、羽をバタバタと動かしながら数十匹の猫が地面を作っていた。そうしてる間に次々と猫が飛んできてはその地面に加わり、不安定だった猫の地面はいつの間にか立てるほどにしっかりとしたものになる。

　空を見上げれば全すべてを覆い尽くすほどの猫。そして、足元にも同じようにたくさんの猫。

「ササミ……」

　麻あさ美みがそう言って、近くによってきた一匹の猫を指差した。それは確かに、あの仔こ猫ねこだった。ササミは羽をもどかしそうに動かしながら、四人の目の前に浮かんでいる。

「ニャー」

　猫は、そう鳴いた。四人はゆっくりと、本当の地面に着陸した。















　俺は麻美を抱きしめる。なにも声はかけずに、ただ抱きしめる。目の前で起こっている全てのことが信じられなかった。いったい、どういうつもりなんだろうか。世の中はどこでおかしくなってしまったのだろう。

「あ、お兄ちゃん……」

　彼女は不思議そうな顔をしている。見てみると、テンコが佐間太郎に向かって手を差し出していた。

「佐間太郎なの？　なんだか、光ってるけど。なに？　え？」

「俺だよ、俺。いいから、こっちこっち」

　そう言って、佐間太郎はテンコの手を握る。すると光が彼女の身体を波打つようにして広がっていった。

「え？　ちょっと、なにこ───」

　二人は白く光り、切れかけた蛍光灯が最さい後ごに、一度だけ、全てを照らし出すようにして、パチン、と、光って、そして消えた。なにかとなにかを切り替えるように。

　辺りは一瞬で真っ暗になり、もう幻想的なことなどなにもなかった。

　そこはただのマンションの裏庭で、猫たちの姿もすっかり消えていた。

　ただ、積もった雪に数え切れないほどの小さな足跡が残っていた。

「猫……」

　麻あさ美みは一言だけ呟つぶやいた。





　　






　佐さ間ま太た郎ろうはテンコの腕をしっかりと摑つかみ、こっちの世界へと引き戻した。空間がゆがみ、光のカーテンの隙すき間まから出てくるように彼女の姿が現れた。

　最初は摑んだ手だけ。それから腕、肩。上半身がゆっくりと出現し、テンコの泣きそうな顔が見えた。

「れ、どういうこと!?」

　そうテンコは言っていた。さっきまでぼんやりとしか見えなかった姿がはっきりと見えると、いてもたってもいられずに佐間太郎は一気に彼女を引き寄せた。

「テンコ!!」

「なに!?　なにこれ!?　どういう……」

　佐間太郎は泣いていた。テンコの身体からだを強く抱きしめながら、声を出さずに泣いていた。小さく震える肩と、重なった部分が熱く濡ぬれることでテンコはそれがわかった。

「……な、なに、泣いてんのよ」

　彼女はどうしていいかわからず、そう言った。佐間太郎は顔をあげ、鼻の頭を赤くしながら応こたえる。

「お帰り、テンコ」

　まるで少年のように屈くつ託たくのない笑顔だった。彼女はそれを見て、身体の奥がくすぐったくなるのを感じた。

「ただいま、佐間太郎」

「うん」

　にっこり、と彼は笑ってキスをする。テンコは目を開けたまま、彼の顔が近づいてくるのをただ、見ていた。すぐ目の前で佐間太郎が目を閉じる。鼻息がぶつかって、逃げ場を探している。唇が重なり合い、湿った音を立てる。彼女は、どうしようもないほどに熱いものが、お腹の奥からゆっくりと太ももに流れていくのがわかった。

「プハ！」

　十分な時間を経へて、佐間太郎は顔を離はなした。

「あれ、テンコ。どしたの、顔真っ赤」

「そ、そりゃ……真っ赤になります……よ」

　彼女は何度も首をかしげた。

　あれ、おっかしーなー。あたし、こんなにもこいつのこと好きだっけ……。いや、好きなんだけど、なんか、予想以上の……。

　そんな二人を引き裂くように、ドスン、と地響きがした。

　積もった雪が木の上から落ちたのかと思った。しかし、そうではなかった。マンションの屋上から飛び降りてきたのは、あの、相あい原はらだった。

「やべ、忘れてた……」

　テンコは以前よりもグロテスクになった怪物を前に、目を大きく見開く。そして無言のまま、佐さ間ま太た郎ろうの背後に隠れた。相原の目にはまぶたがなく、眼球がこんもりと突き出ていた。眼球は泣いているように濡ぬれ、異常なほどに毛細血管が浮き上がっている。

「シネ。シネ。シネ」

　相原が口を開けると、骨が崩れ、下あごが地面に落ちた。それを見てテンコが「ひっ」と声をあげる。

「なにお前、言葉、またヘンテコになってるよ？」

　佐間太郎はそう言って、テンコを守るようにしてあとずさる。相原の腕は破裂しそうなほどに膨れ上がり、マンモスの牙きばのような爪つめが痙けい攣れんしている。

　おぞましい、と佐間太郎は思った。どうしてこんなに醜みにくい身体からだになってしまったのだろう。彼のおぞましさは、見た目ではなくて臭においもそうだったし、全すべてが悪意に満ちているようだった。

「シネシネシネシネ」

　機械的に繰り返す悪魔に、佐間太郎は覚悟を決めた。背後にいるテンコを守るには、彼を倒さなくてはいけないと。

　マンションの裏庭には、半分腐ったような物干し竿ざおが捨ててあった。相原から視線を逸そらさないようにして、それを拾う。

「佐間太郎？」

　テンコの小さな声がした。いつもとは違う、彼の決心を感じ取ったのだろう。

　ゆっくりと後退を続けていた佐間太郎は、物干し竿を摑つかみ、その場で立ち止まった。

　それから、一歩ずつ、相原の方へと向かう。さっきまで背中で感じていたテンコの体温が離はなれていき、彼は一人になった。

『私を殺すのか』

　相原の声が頭に響いた。その声は、腐敗したゴミから出る有毒なガスのような色をしていた。

「…………」

　佐間太郎はなにも言わずに物干し竿を振り上げる。

『暴力はお前の望むところではなかったのではないか』

　声を無視して、彼は振り上げた物干し竿を、思い切り相原に叩たたきつけた。

　物干し竿ざおが当たった部分だけが、溶けるようにして削り取られた。温めたナイフでバターを切ったように、なんの手ごたえもなかった。ヌルリ、と悪魔の身体からだは損なわれた。ダメージを与えているのかどうかすらわからなかった。

　イビツな形になった相あい原はらは立っていられず、その場に倒れこんだ。

『暴力でなにが解決するのだ？　そう言っていたのはお前のはずだ。お前が望んでいた結果はこれか？　お前の取る行動はこれか？　所しよ詮せんは我々と同じ、力を使うことになるのか？』

　相原は動くことができないようだった。あの一撃は、彼に致命的なダメージを与えていた。

「あの……。えーと」

　佐さ間ま太た郎ろうは唾だ液えきを飲み込んでから、相原に言った。

「暴力ではなにも解決しないのはわかってる。だけど、お前みたいに、俺おれの大切な人を傷つけようとするやつには、話し合ってもわからないやつには、暴力はよくないよって散々説明してもわかってくれないやつには、申し訳ないけど、本当にごめんって思うけど」

　スゥハァ。

「ぶん殴るから」

　相原は佐間太郎をじっと見ていた。なにか言いたそうに、じっと。

「俺も、怒るから。あんまそういうことされると。なんでかわかる？」

　なにも答えない相原。

「なんでかって言うと、俺には、大切な人がいるから。守るべき人がいるから。だから、怒る」

　スゥハァ。

「んじゃ、そういうことで」

　彼はそう言って物干し竿を放ほうり投げ、もう一度スゥハァと深い呼吸をしてから振り返る。

「テンコ、行こう」

　そしてテンコの手を握って、前だけを向いて歩いた。

　相原は、置いてけぼりをくった子供みたいに、ただ二人を見つめていた。




　佐間太郎とテンコは、黙ったまま歩いていた。もうすっかり日は暮れていて、あたりからは夕食のにおいが漂ってきていた。

「ああいうの、好きじゃない」

　テンコは頰ほおを膨らませて、小さな声で言った。ああいうのとは、相原に対して行った暴力行為だ。

「わかってる」

　佐間太郎は、短く応こたえた。それから、なんだか気まずくなって、また黙って歩いた。

「……ごめん」

　テンコは謝った。なんで謝ったのか自分でもわからなかった。

「うん」

　佐さ間ま太た郎ろうは、短く返事をした。

　きっと、二人は仲直りをしたんだと思う。

「それにしても、どうして向こうの世界に行ってたの」

　佐間太郎が尋ねると、テンコは溜ため息いきをついて答える。

「わからない。あの悪魔に連れてかれて、変な真っ暗な場所に閉じ込められて。どうしよう、どうしようってしてたら光が少しだけ見えて。指でそれをひっかけて、グリグリグリーって開いたら、なんか、外に出た」

「……なにそれ」

「それが、向こうの世界だったんだと思う」

　彼女の話を聞いても、なにもわからなかった。ただ、無事でいてくれたのは本当に嬉うれしかった。

「血、出てると思ったのに、怪け我がなくてよかった」

「うん、血がいっぱい身体からだについてた。でも、あれはあたしの血じゃなかったみたい」

「……誰だれの血だったんだろうな」

　謎なぞが深まる中、突然こんな音がした。

　ビヨビヨビーン。

　音と共に、空からなにかが降ってきた。それはテンコの頭の上にモッサリと乗った。

「うわああああああああああ！　なに!?　なに!?　ちょっと佐間太郎、頭が重いっ!!」

「あ。ササミ」

　テンコの頭に乗っかっている猫を見て、彼はそう言った。普通、急に空から猫が落ちてきた場合は驚くのが礼儀だが、今日はそんなことも言ってられない。冷静に対処してみた。よく見ると、猫は口になにかをくわえている。

「ササミって、なに!?　ササミって、これ、猫、重い!!　デブい!!　ちょっと助けて、呼吸が！　呼吸ができねんだこれ!!」

　ぐわわわっと混乱するテンコを置いといて、佐間太郎はササミの口から紙の切れ端をひったくった。それは折り紙を長方形に切ったもので、汚い文字でこう書いてあった。

　─ごうかく─

　それを見て佐間太郎は、純粋に呟つぶやいた。

「……なんで？」

　その隣でテンコは悲鳴を上げながら、頭の上にでっかい猫を乗っけてグルグルと走り回るのだった。





　　★






「久しぶりの我が家だな」

　佐さ間ま太た郎ろうはそう言って、木造建築の家の前に立った。彼はテンコの方を見て、ポツリとつけたす。

「その猫、どけたら？」

「きー！　あたしだってどいて欲しいわよ！　なにこれ！　なんでずっといるの！　上に!!」

　頭の上でササミが「ファァアァ」と大きなアクビをした。どうやら今は、人間の言葉を喋しやべる気はないらしい。非常に猫らしい態度でのアクビだ。

「こ、こういう帽子に見えないかしら。ほら、寒い国のファッションみたいな！」

「どう見ても猫が頭に乗っかって養分吸い取ってるようにしか見えないけど」

「きぃいいいぃい！　猫め！　猫め！　こしゃくな！　こしゃくな!!」

「……元気だね」

　と言いつつ、二人の手はしっかりと握られている。冷たい空気の中で、そこだけが穏おだやかに温かい。

「じゃあ入るか」

「そ、そうね」

「ちょっと感動するな。俺おれ、泣いちゃうかも」

　佐さ間ま太た郎ろうは、神かみ山やま家のドアを見てそう言った。

「あたし、頭の猫でそれどこじゃないけどね……」

　そうは言いつつも、テンコも少し目をウルウルとさせている。きっと彼と同じ気持ちでいるのだろう。

「じゃあ佐間太郎、一緒にノブに手をかけて、それで一緒に開けない？」

「そうだな。記念って感じでいいかもな」

　二人はゆっくりと扉に近づき、ノブに手をかけ──ゴン。

「いってえええええええ!!」

　説明しよう。ノブに手をかけようとした途端、玄関の扉が突然開いて、佐間太郎のオデコ（別名、若干の急所）に当たったのである。

「いてえええなああ！　誰だれだよ！　感動のフィナーレを壊したのは誰だよ!!」

「あ！　ごめんなさい、油ワカメ汁の材料を買いに行こうかと……」

　そう言ったのは、久く美み子こだった。彼女は突然帰宅した二人に驚き、そしてテンコの頭の上にいる猫にもっと驚き、声をあげる。

「あああああああ、お帰りなさいませ！　えと、ゴハンにしますか？　お風ふ呂ろにしますか？　それとも」

　そこまで言うと、テンコの頭の上にいたササミが突然ピョコンと飛び降り、久美子の頭の上に乗っかった。少しバランスを崩したのか、顔面に爪つめを立てつつ。

「いやあああああああああああ、猫が猫が猫がぁあああぁあああ!!」

　そう言いながら久く美み子こは、リビングへと走って行った。

「……なぁテンコ、全然感動的じゃなかったな」

「う、うん。そうだね」

　ハァ、とため息をつく二人。廊下の奥で、彼女の声が聞こえる。

「あの、神かみ山やまくんとテンコさんが帰ってきましたよー」

　その瞬間「おかえりなさーい!!」という声がした。それから、ドタドタッという足音がして、家族が玄関に向かってくる。

　相変わらず慌あわただしいなと思いながら、佐さ間ま太た郎ろうとテンコは顔を見合わせて笑った。








エピローグ　再生未来





　　






　神かみ山やま家にあるパパさんとママさんの寝室（和室）。

　押入れを開けると、そこには粗大ゴミのようにしてドアが置いてある。

　壁に立てかけてある、一枚のドア。

　佐さ間ま太た郎ろうは、そのドアを開けた。

　ドアの隙すき間まから、新鮮な空気が入り込んでくる。中に入ると、そこは地上から遥はるか彼方の天空だった。このドアは、神山家と天国を繫つなぐ不思議な扉なのだ。

　道のように続く白い雲の先で、一枚のドアが空中に浮かんでいる。柔らかな白い地面から落ちないように、彼はそこまで慎重に歩いた。ドアを開けると、カビくさい本の香りがする書斎に出る。四方を本棚に囲まれ、中央に立派な机とイス。それと、ひとつの窓。それがこの部屋の全すべてだった。そこは、神様の書斎と呼ばれるパパさんの仕事場だ。

　佐間太郎が部屋に入ると、パパさんは机の上に置いてある大きな地球儀にジョウロで水をやったり、懐中電灯を使って一部分を照らしたりしていた。

　フンフンと鼻歌なんか歌いながら、時には乱暴に手でホコリを払ったりもする。佐間太郎はもうちょっと真剣にやった方がいいんじゃないかなーなどと考えていた。

「どうしたの、佐間太郎」

　パパさんはそう言いながら窓を開けた。冷たい風が吹き込んでくるが、寒くはなく心地よかった。

「聞きたいことが山ほどある。まずなんで俺おれ、合格？」

「イキナリだね」

「イキナリだよ。そりゃイキナリだけどさ。わけわかんないし」

「お前は一人の人間を救ったんだよ」

「そうなのかー!?　うー、納得いかないけど。あと、ほら、あれだ、姉ちゃんがいないんだけど、なんで？」

　佐間太郎とテンコが家に帰ってくると、久く美み子ことママさんが二人を迎えた。不思議なことに、美み佐さの姿はそこにはなかった。テンコと佐間太郎が家中を探したが、どこにも彼女はいなかった。「やーんおかえりなさい佐間太郎ちゃん！　乳でも吸う？」と絡んでくるママさんを無視しながら、彼は食卓に座って、これはどういうことなのかと考えていた。

「なぁ、オヤジ。まさか、姉ちゃん……」

　それを遮さえぎるようにして、パパさんが言う。

「旅に出たんだよ。メメちゃんと同じで」

「メメと同じで？　どっか、他ほかのとこに行ったってこと？　でもさ、姉ちゃんそんなこと一言も言ってなかったけど」

「ほら、彼女ってば実はすごく照れ屋さんじゃない？　それに、弟想おもいだし心配されたくなかったのかもね」

　弟想い？　想われたことなんて一度もないような気がするけど……。佐さ間ま太た郎ろうはモゴモゴと文句を言う。

「意味わかんねえ……」

「意味がわかりすぎたら面白くないでしょ。エヘヘ」

　パパさんはハッキリと結論を言ってくれることもあれば、謎なぞかけみたいに意味不明なことばかり言うこともある。とりあえず「エヘヘ」はムカつく。

「なぁオヤジ。今回の試験とか、向こうの世界のこととか、さっぱりわからない。全部説明してくれないかな」

「うん？　うん、そうだね。全部は無理だけど、ある程度は教えてあげないとね」

「結局、向こうの世界ってなんなんだよ。そんで、この世界ってなんなんだ？　どこなんだ？」

　パパさんは人差し指をくわえながら、ウーニュと考える。

「こういうのって難しい話だよね。まあケーキでも食べながらさ」

　そう言ってパパさんはどこからかショートケーキを取り出した。そして、自分だけ食べる。

「食べながらって、オヤジだけ食べるのか……」

「うん。もぐもぐ。甘い、甘くておいしい。超スイート」

「ムカつく……」

　口の端に生クリームをつけながら、パパさんは話す。

「私達は一人で生きているのではないよ。誰だれかがなにかをしたら、必ず誰かに影響が出る。そういう世界で生きているんだよ。世の中には『自分一人いなくなっても大したことなんてない』なんて言う人もいるけれど、それはとんでもない間違いなんだよ。全すべてはバランスなんだ」

「バランス。世界は、バランス」

　そゆこと、と言ってフォークに苺いちごを刺す。

「朝起きた佐間太郎、寝過ごした佐間太郎。それでもう二人の佐間太郎が生まれる。起きた佐間太郎は、学校に行くか行かないか、右に曲がるか左に曲がるか。そういうことで無限の佐間太郎が存在しているんだ」

　佐間太郎は、昔経験したことを思い出した。

「夏休みの宿題をした俺おれ、してない俺」

「そゆこと。向こうの世界とこっちの世界だけじゃない。数え切れないほどの世界が存在してる」

　パクリッ、苺いちごがパパさんの胃袋に消えていく。佐さ間ま太た郎ろうはウムムと考える。

「きみがここに存在している。ここは、きみの世界だ。わかるかな？」

　パパさんはそう言って、ニッコリと笑った。

「……なに笑ってんだよ」

　文句を言ってやろうと思ったが、上う手まく言葉にできなかった。それに、パパさんの笑顔はどこまでも爽さわやかだった。おっさんのくせに爽やか。

「佐間太郎は、人間を救うことができた。世の中ね、勘違いしてる人がいるんだけどさ、自分はたくさんの人を救えるだとか、誰だれかを助けられるとか。そんなの大間違い。人が人を助けるっていうのは、本当に大変なことなんだよ。命をかけないと、たった一人のことも救えやしないんだ。佐間太郎は、それができた。これは、本当に難しいことだよ。おめでとう。頑張ったね」

「ありがとう……。で、いいのか？」

「人間はとても弱い生き物だからね。腐った苺食べると死ぬし。自分で自分のことを救うことのできる人間は、ほとんどいないんだよ。だけどね。だけど、もし自分で自分が救えなくても、誰も助けてくれる人もいなくても、もうダメだって思ってもあきらめることはないよ。その時のためにパパさんが──」

　ここでコホン。

「──神様がいるんだからね」












　なぜか偉そうな顔をしているパパさん。佐さ間ま太た郎ろうは黙って、話の続きを聞く。

「パパさんも、昔は他ほかの世界にいたんだ。そこでは神様じゃなかった。そこでのパパさんはとても弱い人間だった。自分で自分を救うことができなかった。ダメだったんだ」

　どこまでも真面目まじめな調子でパパさんは言った。佐間太郎は、そんな話はまったく聞いたことがなかった。

「そしてその世界には、パパさんを救ってくれる人はどこにもいなかったし、自分で自分を救うこともできなかった。神様もいなかった。そしてパパさんは、自分でその世界を終わらせた。だから、この世界で、神様として、みんなを救うことにしたんだ」

「あの……よくわかんないんだけど。この世界は、オヤジの世界ってこと？」

「まぁ、八割そんな感じ。佐間太郎がここに留とどまるなら、佐間太郎の世界にもなる。でも本当は、お前はあっちの世界でまだやることがあるんだ。まだこっちにくるのは早いってことかな」

「あの男になって生きるってこと？　あっちの世界で？」

「正確には『佐間太郎の世界』。メメちゃんが行ったのは『メメちゃんの世界』。みんな、それぞれの世界を持ってる。そこでやることがある」

　わかるようなわからないような、難しい話だった。全すべてが雲を摑つかむような話だ。パパさんは佐間太郎の返事を待たずに続ける。

「まぁ、佐間太郎は神様にもなれるんだ。なにしろ試験に合格してるからね。このパパさんの世界を佐間太郎の世界にして、この場所で神様をすることもできる。それは、佐間太郎が選ぶことだよ。はい、最後の選択です」

　パパさんは「言うこと全部言いました」という顔をして、窓の方を向いた。冬の空には、季節外れの短たん冊ざくが魚のようにして何枚か泳いでいる。

　しばらく考えてから、佐間太郎はパパさんに言った。

「あっちの世界とか、こっちの誰だれの世界とか、そういうのはハッキリ言って理解できないんだけど、少なくとも俺おれは神様ってガラじゃないと思う」

「ガラ、ね」

　そう言ってパパさんは笑った。腹巻を巻いているパパさんも、神様というガラではないように思える。

「消去法だけどね。ってことは、向こうの世界に行くってことになるよな」

「そうだね。テンコちゃんも連れていってね」

「またテンコと一緒か。あいつ、温泉とかなんとかうるさいんだよなー」

「なに、嫌なの？」

「え？　嫌なわけないじゃん。俺、あいつのこと好きだし」

　言ってから、佐間太郎は後悔した。こういうことを言うのもガラじゃないのに。

「ならすぐに出発しなさい。世界がお前を待っているから」

「うん、わかった」

「あのドアに奇跡を起こすね。チチンプイのプチ。はい、色々と準備ＯＫ」

　パパさんは佐さ間ま太た郎ろうが入ってきたドアを指さした。あのドアを開ければ、もう別の世界ということだろうか。

「なんだよ。適当だよなぁ本当に……」

　ママさんや久く美み子こに挨あい拶さつをしなければいけないかなと思ったが、あまり大げさにしたくはないと彼は思った。このままパッと、でかけよう。

「それとね、佐間太郎」

　パパさんが彼の後姿に声をかける。

「お前には、こっちの世界に家族がいる。いつだってお前を温かく迎えてくれる人たちがいる。それを忘れちゃいけない。辛つらい時に助けてくれる神様がいる。いつだってそうだ。それは永遠にそうなんだ」

　振り向かずに佐間太郎は答える。

「わかった、ありがと」

「いってらっしゃい、佐間太郎」

「うん。いってきます」




　ドアを開けると、病院の廊下のような場所に出た。真っ白い廊下は、生まれたての白色をしていた。それほど長くない廊下で、突き当たりにはもうひとつのドアが見える。そしてそのドアまでの間で、スグルがプルプルと震えながら浮かんでいた。

「おおっ、スグル！　どしたの、こんな場所で」

「ス、ス、スグルは、留守番メッセージをお受けするために、ここにおります。みなさまになにかメッセージがあれば、スグルがピーと言った後に吹き込んでください」

「……別にいい」

「ヒイイイイ！　スグルの存在、全否定!!」

　オヨヨと泣き崩れるスグル。

「いや、そうじゃなくて、どうせ戻ってくるから。その時に話せばいいから」

「そうでございますか。承知致しました。でもスグルは、全否定」

「だから否定してないって……。あ、そうだ、この時計だけ預かっておいて」

「はい、承知致しました」

　彼は腕時計を外すと、スグルの頭にペトッと置いた。

「じゃあね」

「はいっ」

　あの小刻みのプルプルは、重大な使命を持ったブタならではの緊張だったのか、と思いつつ佐間太郎はドアを開けた。




　四角い部屋だった。部屋いっぱいに複雑で巨大な金属が置いてある、不思議な部屋。金属はなにかの装置に見えた。凹おう凸とつのついたローラーのようなものから、ネジみたいなものまで。様々なパーツで構成されている。

　中央部分に向かって階段があり、その先に人が座れるスペースがあった。

「佐さ間ま太た郎ろう、どこに行ってたのよ」

　そして、そこには、テンコが座っていた。

「ごめん、ちょっとオヤジと世間話」

「っていうか、ここ、どこ？」

「わかんない」

　彼女は佐間太郎の手を強く握った。

「あのね、佐間太郎。あたし、どういう状況なのか全然わかんないし、なにがなんだかサッパリなのよね。でもね、佐間太郎のことが」

　だいすき。とテンコは声に出さず、口を大きく動かして言った。大切な気持ちを、心の中から逃がさないように。

「だからずっと一緒にいたい。佐間太郎がなにかを決めたのなら、それについていく。あたしは、あなたの天使だから、ずっと、あなたの側そばにいるから。ぐすん」

「ぐすんて。なんで泣いてるの」

「わかんない。うー」

「俺おれもお前のこと」

　だいすき。

「だから、一緒にいたいと思うよ。お前が嫌でも連れてく。どこにだって」

「うん、ありがとう。ありがとう」

　二人は寄り添って、なにかが起こるのを待った。

　しばらくすると、カチリカチリ、ネジを巻く音が聞こえ始める。二人の座っているその下で、金属の装置が動き始めた。




　部屋の天井がゆっくりと開き、真っ白な光が空から降り注ぐ。

　二人のいた部屋は、巨大なオルゴール箱だった。

　世界は二人のためだけに、ゆっくりと回転する。

　優しいオルゴールの音色が聞こえてくる。

　それは本当に、本当に、優しい音色だった。





　　






　小さく温かいものが俺おれの顔の上を上下している。ザラザラとした感じで、猫の舌だとわかった。身体からだを動かそうとするとそこらじゅうが痛み、どこからが腕でどこからが脚かさえわからなかった。俺が意識を取り戻したことに気付いたササミが、満足そうに小さく鳴いた。

　雪は止やんでいた。雲が消え去り、空に浮かんだ白い月がどこかへの出口のように見える。さっきまでのことが全すべて夢なのではないかと思った。

　俺おれはマンションの裏手、世界から忘れられたような場所に寝転んでいる。腕の中には麻あさ美みがいる。眠っているのかと思ったら目は覚めているようだ。まるっこい瞳ひとみで俺を見ている。

「見て」

　そう彼女は言った。言われた通りにすると、俺たち二人が寝転がっている場所だけ、雪が積もっていなかった。それどころか、水彩をこぼしたような薄い緑色が地面に広がっていて、春の花が咲いてる。そこだけ季節が何歩か先に進んだ、未来の場所に思えた。

「もうどんな不思議なことが起こっても、驚かない」

　そう言うと、おかしそうに麻美が笑う。

「ずっと……」

　うまく言えるかどうかわからなかったけど、俺は、言った。

「ずっと、自分はなにかから逃げられないんじゃないかって思ってた。そういう世界なんだと思って。だけど、今、こうして、生きてる」

　ずいぶんボロボロになってるけど、と麻美が付け足す。確かにその通りだ。

「佐さ間ま太た郎ろうって、あいつなんだったんだろう。幻みたいなものだったのかな。でもテンコは存在してたしなぁ。どういうことだ」

「わからないね」

「にゃー」

　わけのわからないことばかりだ。それにしても佐間太郎、変な名前。

　だけど、あいつのおかげで運命から逃れることができた。

「そうだ。あいつ、こんなこと言ってたぞ」

「なぁに？」

「お前、何様だって聞いたら、神様だってさ」

「神様？」

　麻美はそれが初めて聞く言葉みたいに、丁てい寧ねいに繰り返した。

「ずいぶんふざけたこと言うやつだよな。神様だなんて。……でも」

「でも？」

「あいつに救われた」

「よかったね」

「よかった。ん？　お前、それ、血？　怪け我がしてんのか？」

　麻美の太ももに血液がついているのが見えた。だが彼女はそれを隠して言う。

「大丈夫、怪我じゃないから」

「でも血……」

「いいから気にしないで」

「いいならいいけどさ……。よかないけど」

　少し黙ってから、俺おれはずっと気になっていたことを麻あさ美みに聞いた。あんなことの後だし、俺を追っていた警察の連中もまだ屋上にいるかもしれない。

　だけど、それよりも彼女にずっと聞きたいことがあったんだ。

「あのさ、銭湯の前で待ち合わせしたよな？」

「うん、お兄ちゃんはこなかったけどね」

　恨めしそうに俺を見る麻美。そりゃ当然だ。

「それはまぁ、ごめんな。でもあの、それから後で、俺のとこに来ただろ？　ほら、スーパーの倉庫に隠れてる時。わかりづらい場所だっただろ？」

「うん」

「どうして、俺のいる場所がわかったんだ？」

「それは、神様が教えてくれたの」

「神様？　噓うそつけよ」

「噓じゃないよ」

　本当だよ、と彼女は言った。








あとがき







　僕らが普段、まったく当たり前だと思っている世界は、様々な人たちの愛情によって支えられた、まるで奇跡のような世界です。

　しかし、その世界にはまったく理不尽な暴力や悪意が隠れていて、油断をすると僕らを恐ろしい場所へ引きずり込もうとします。それらの「悪魔」は、様々な形を取って僕らの前に現れます。僕らが今できることは、物事を見極めることです。世界に目を凝らしながら、前向きに生きていきましょう。あなたは世界でたった一人のあなたなのです。




　と、ここまで真面目まじめな調子で書いているのですが、担当編集さまに「もっと面白おかしく書いてください。若い読者が怖がって泣きます」とか「桑島さん、あれ的なものにハマッてるんですか。あれ的な声とか聞こえてくるんですか。あれ的な壷つぼとか買ってますか」と言われてしまったので、面白おかしく書きます。オナラプップー。ビロローン。ワーイ。ダッフンダ！　どうです、面白おかしいでしょ。愉ゆ快かいだね。

　それにしても、今回は非常に時間がかかりました。待っていてくださったみなさん、ありがとうございます。待っていてくれなかったみなさん、石投げるぞこのやろう（でも怪け我がしたら困るので、石のかわりに魚肉ソーセージを投げます。細かく切って）。

　なにはともあれ、無事に本が出て嬉うれしいです。そして、なんと、神様家族は、アニメにもなるそうですよウヒー！　わーい、アニメだアニメだ。ロシアの老人が、六年ぐらいかけて手描きでアニメにします！　噓うそです！　親子クラブの枠で、ロンパパと一緒にアニメやります！　噓です！　そしてコミック版も雑誌連載を開始しています！　わーい、詳しくはコチラ（画面の下を指でさす）まで！

　というわけで、みなさまの愛情に支えられて神様家族はニャンニャカニャーと頑張っております。これからも応援ヨロシク。




　最さい後ごに、ＭＦ文庫ＪのＭ様、Ｋ様、イラストのヤスダスズヒト先生、特別イラストのメメちゃん、フォントを使わせてもらった山田さん、この本を手に取ってくださった方々、に感謝を。俺おれ、お前らにトロピカール恋してーる。ありがとうございました。大好き。ラブ。

　それでは次巻でお会い致しましょう。
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